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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　第１章　僕INのMY場合CASE







「……やん」


「やん言わない」


「ひひひひ、ひゃん」


「背せ筋すじのばす」


「ひゃ」


　ぱしっと背中を叩たたかれる。


（だって）


　肌はだにまとわりつくスリップの感かん触しよくが、どうにもこうにも気き恥はずかしいのだ。


「ま、舞まいちゃーん。これ、ほんとに着つけてなきゃダメなの？　ええとスリップじゃなくてタンクトップじゃなくて」


「ダメ。ブラウスの下はつねにジョーゼットのシュミーズ着用。校こう則そくで決まってる」


「そんな」


　そっけない最後通告に、雪ゆき国ぐには着ているスカートをもみしだく。


　舞まい姫ひめに手て渡わたされた肌着は、そのへんの女子高生が真夏に着ているキャミソールワンピースによく似ていたが、これを制服の下に着るらしい。


　ためしに雪国は、下のシュミーズごとスカートをつまみ上げ、そして、そのまま指を離はなしてみた。今となっては博はく物ぶつ館かん級きゆうの、ひざ下した丈たけのフレアスカート。ふわりと空気をはらんで落ちて行き、


「ひう」


　こちらが少し体を動かすだけで、薄うすくて頼たよりない、そのくせてれんとやわらかいシルクの質感が直接素す肌はだに貼はり付ついてくる。お、おそるべしだジョーゼットのシュミーズ。綿めん一〇〇のランニングとはえらい違いだ。


　裾すそと紐ストラツプを飾かざるレースが、これまたちくちくと存そん在ざいを主張してこそばゆいやらなんやら……。


「がんばるユキグニ。愛いとしの蜜みつちゃん、会いたくないのか？」


「う、うん……会いたいけどさ」


　会いたいけど。


　洗面台の鏡かがみに映うつる自分は、どこからどう見ても『淡あわ谷や舞姫』だった。


　腰こしまでのびる長い髪ウイツグ。睫まつ毛げの長い涼すずしげな瞳ひとみ。学院の誉ほまれ『若わか光ひかるの君きみ』と呼びならわされる、凛り々りしくも繊せん細さいな面おも立だちは、おどろきに固まってしまっている。しかもこちらが動どう揺ようして熱くなるのに合わせて、みるみる頰ほおが赤らんでくるのだ。やめて。うるんだ瞳で恥じらわないで。どこのはにかみやのお嬢じようさんだ。


（僕ぼくだ）


　愕がく然ぜんとしてしまう。


「うひゃっ」


「大だい丈じよう夫ぶ。こんなにそっくり。誰だれにもばれない」


　舞姫が、肩かた越ごしに顔を近づけてきた。


　青せい美び女じよ学がく院いんの制服を着る雪国とは対照的に、彼女は完全に『淡谷雪国』だった。


　この日のために散さん髪ぱつし直した髪は、襟えり足あしまでのショートカットだ。金ボタンもまぶしい詰つめ襟えり学生服を着こんでいる。ちょっとさっぱり切りすぎている感じだが、顔の作り自体はたしかに。


（僕だ）


　雪国は考える。いったいどうしてこんなことになったのか。


　つきつめて考えれば考えるほど、それは彼女が大事だからとか、自分が男だからとか、そういう譲ゆずれない一点につきてしまうのである──。





　　　　　＊＊＊





　──一週間前。淡谷家。





「ユキグニ。あさ」


　淡谷雪国の朝は、軽けい快かいな宣せん言げんと自分の絶ぜつ叫きようではじまる。


　あたたかい羊ひつじと輪になって踊おどっていたはずの自分は、あっという間に霧む散さんして消えた。


「おはっ、ごはっ、ごごごごご、ごはっ、う、いま、いまなに口に入れて──」


「キムチと梅うめ干ぼし」


「なんて食い合わせだよ！」


　どうりで途と中ちゆうで羊がニンニク風味になったはずだ。


「……もーちょっとで羊ウー毛ル一〇〇パーセントだったのに……」


「わけわかんないこと言う。寝ねぼけてんならたくあん追加する」


「おき、おきますっ！」


　ごおん。漬つけ物もの攻ぜめにされそうだったので、あわてて毛もう布ふを引ひき剝はがすも。


「……っ、……っ、…………っ！」


　起き上がった拍ひよう子しに、ベッドの縁へりに頭をぶつけた。ダメ押し。あまりの痛さに声もない。


　二段ベッドの天てん井じようの低さなんて、もう何年も前からわかりきっていることだが、それにしたってこの縁は出っぱり過ぎていると思うのだ。


　凹へこみの多い縁をにらんで隣となりを見れば、『殺人おめざ』を食わせた張本人が、笑いもしないでキムチの瓶びんをもてあそんでいた。


「目、さめた？」


「さめた。さめたよ。さめさめだよ……」


　淡谷舞姫。


　生まれて十四年、たぶん一番そばにいる片かた割われだ。


　くしゃくしゃの長い髪かみに、飾かざり気けのない水色のパジャマ。起き抜けなのは雪国と同じらしい。下のズボンはどこで脱ぬぎ捨すててきたのか、裾から太ふと股ももと下着が丸見えだ。


　十歳まで習っていたバレエ、続けていればいい線いったと思う。そういうすんなりまっすぐプロポーション。まっすぐすぎて色っぽさとは無む縁えんなのがたまにキズ。


「……着き替がえてたんだよね、舞ちゃん」


「でも起きてこなかったから。ユキグニ」


　クールだ。


　半はん眼がんのまま説明してくれる彼女は、雪国よりジャスト二十分早くこの世に生まれ落ちた、双ふた子ごの姉でもある。


　二段ベッドと本ほん棚だなで、便べん宜ぎ上じよう二つに仕切られているだけの子供部屋は、雪国がいくら個人のプライバシーを主張したところで障しよう子じ紙がみより頼たよりない。おかげでこちらの領りよう土どはあっというまに侵しん犯ぱんされ、蹂じゆう躙りんされ、今回のような『国境のトンネルを抜ければそこは雪国であった』的な越えつ境きよう事件が起きてしまうのである。


「舞ちゃん」


「なに」


「もーちょっと可か愛わいいパンツはけばいいと思うんだ」


「死んじゃえ」


　クールだ。





　しこたま睨にらみつけられた少年は、睨まれたまま学ランを着込み、さらにはエプロンに手をのばす。


　雪国たちの両親は、現げん在ざい海外赴ふ任にん中ちゆうだ。雪国は空そら舟ふね市内の一いつ軒けん家やに、祖そ母ぼと舞姫の三人住まいである。自分の仕事で忙いそがしい祖母の面めん倒どうも、血をわけた舞姫の面倒も、大事な庭にわ木きの面倒も、雪国はまとめてみている。


　主しゆ夫ふになったつもりはないし、誰か他ほかにやってくれないかなと思わなくもない。しかし人に任せればもっと悲ひ惨さんな生活になってしまう以上、自分でやるしかないのである。


「あれ、おばあちゃん、いま起きたの？」


「……いんやー、いまから寝るー」


　古いキッチンの間を、コマネズミのように立ち回っていると、先に祖母が顔を出してきた。離はなれの仕事場で作業していたらしい。渋しぶい紬つむぎの着物はよれよれに着き崩くずれ、たすきがけにした袖そでの結び目も取れかかっていた。なにより姿に死し相そうが出ている。


「けけけ、血けつ痕こん……」


「はいっ？」


「血……ルミノール反はん応のう……どう始末……」


　ふらふらと冷れい蔵ぞう庫このドアを開け、祖母、中から迷まよわず赤い液体をチョイス。そのまま渇かわき飢うえた野や獣じゆうのごとく一気に飲のみ干ほし、土つち気け色いろの甲こうで口元をぬぐう。


「そう……やっぱり毒が一番……」


　神様。うちのおばあちゃんは本当に今も人間でしょうか。


　淡谷菜な穂お子こ。ペンネーム淡谷猶なお彦ひこ。海外赴任中の両親にかわり、雪国たちの保ほ護ご者しやをしてくれている彼女は、知る人ぞ知るミステリ作家だ。


　トマトジュースで殺しを補ほ給きゆうし、毎度ゾンビのように蘇よみがえる『おばあちゃん』を見ていると、ふと不安にもなるのだ。


「そういやあんたら。雪国か。あんたらの間でもあれは話題になってんの？」


「あれ？」


「ほら、あれだよあれ。なんて言ったっけ……この間も近所で若い子が襲おそわれたとかいうし、教室で噂うわさになったりしないのかい？」


　ミステリ作家の性さがなのか、単なる好奇心なのか、菜穂子はその手の事件をやたらと気にする性た質ちだ。雪国は、みそ汁を作る手を止めた。噂ねえ、と。


「あれっていうか……通とおり魔まのことだよね？」


　菜穂子の充じゆう血けつした目が、軽く輝かがやいたような気がした。──やっぱりそうか。


　噂と言っても、怪かい談だん話ばなしやツチノコのようなあいまいなものではない。たしか去年の暮れから市内で頻ひん発ぱつしている、通り魔事件の犯はん人にんのことだ。


　ここで被ひ害がいにあっているのは、主に市内に通う女子学生である。目立ったケガ人こそ出ていないものの、中には服や髪かみを切られている人間もいるらしく、夜間の一人外出はひかえるようにと、学年主任が朝ちよう礼れいで話していた気はする。


「うんうん。それよそれ。なあ雪国や、『Ｓ・ザ・リッパー』とかいろいろ言われてるっていうじゃないか。やっぱりジャック・ザ・リッパーからきてるのかね。Ｓは空舟のＳ？　それともマルキド・サドのＳ？　あんたのとこにも被害者はいるの？　目もく撃げき者しやは？」


「いや、べつに。それ以上はよくわかんないよ。興きよう味みないし」


「……雪国。あんた学校でいじめられてるとか、話し相手がいないとか、そんなのはないんだよね。なんかあったらすぐに、ばあちゃんか秋あき田たのじいちゃんに言うんよ」


「どういう意味なのそれ……」


「謎なぞとスリルが目の前にあるのに飛びつかないティーンエイジャーがどこにいるのさ」


　いるからここに。


「めんどくさいじゃん。テストに出るわけじゃないし……」


「ああやだやだ枯かれてるね。ミイラかね。だいたいお前さんときたらなんだい。休みだろうが勉強してるか家か事じしてるかのどっちかじゃないか。ばあちゃんお前の将しよう来らいが心配だよ。無む趣しゆ味みの公務員にでもなっちまいそうで」


　それのどこがいけないのだ。


「あのねおばあちゃん。受験生に勉強するなって無む茶ちや言わないでよ。それに僕ぼくだって趣味ぐらいあるよ」


「へえなんだい」


「…………ば、薔ば薇らの葉っぱのムシ取りとか」


　あ、目が。おばあちゃんの目が白くて痛い。


「へー、薔薇。薔薇ねえ」


「い、いいじゃないか庭いじりでも！　癒いやし系けいだぞ。園芸は紳しん士しのたしなみなんだぞっ」


「ここがイギリスならねえ……」


　本当に可愛くない祖母だ。塩分多めにしてやる。


　それに実をいうと、なくはないのだ。雪国とて普ふ通つうの少年である。休みや放課後になったらあれがしたいとか、こんなことをして過ごせたらいいなとか、鉢はち植うえの世せ話わ以外に切実な希望が──。


「ん？　なんだい顔赤くして」


「べ、べつになんにも」


　言ったらまたからかわれる。言うものか。


「噂話なら、舞ちゃんとかの方が詳くわしいんじゃないの？」


「そうだねえ、あの子はあれで顔は広いらしいからね。まったく、顔は一いつ緒しよなのに中身はぜんぜんだねえ……」


　今日はなにやら、朝から禁きん句くをいっぱい聞いているような気がする。


　朝食をとるのかときけば、いらないという。菜穂子は仮か眠みんを取ったあと、そのまま取材旅行へ行くらしい。


「場所は？」


「熱あた海み」


　今度の路線は湯ゆ煙けむり毒どく殺さつ紀き行こうだろうか。


　菜穂子を塩しお攻ぜめにする計画は流れてしまったものの、かわりに舞姫が一階へおりてきた。


　着替えと洗顔をすませた舞姫は、別人のように『麗うるわしく』なっていた。


　深みのあるワインカラーの上着と、膝ひざ下した丈たけのフレアスカート。アクセントのリボンタイは、校章のブローチで留とめてあった。いまどき珍めずらしいご令れい嬢じようスタイルだ。


　くしゃくしゃともつれっぱなしだったロングヘアも、きちんとブラシを入れて肩から背中へと流れている。凛り々りしくかつ優ゆう雅が。とても人の寝起きにキムチを突つっ込こむ人間には見えない。


　小学校からエスカレーター式の女子校に通う舞姫は、対外的にはお嬢様で通っているのである。


「……どしたの、ユキグニ。鼻歌？」


「いや？　ほら、はやくご飯たべようよ舞ちゃん」


　こんな姉ではあるが、一応自じ慢まんの種の一つでもあるのだ。


　スカートの裾すそを気にして席につく舞姫の向かいに、雪国も腰こし掛かけた。


　四人がけのテーブルからはみ出さんばかりに並ぶ料理を前に、舞姫が涼すずやかなコメントをくれる。


「……今日はずいぶんと控ひかえめだね」


「時間なかったしね」


　いただきますのかけ声とともに、二人そろってフランスパンを丸ヽかヽじヽりヽした。





「──ほら。ほらほら舞ちゃん早く。遅ち刻こくするよ」


「ユキグニ。せかさない」


「せかさないじゃないよ。いつまで食べてるつもりだよ」


「食べ終わるまで」


　淡谷家の食しよく卓たくはいつも戦場だ。


　舞姫が、ふわりと髪をなびかせ玄げん関かんを出る。その間に雪国は自転車を引っ張ってきて、前カゴに鞄かばんを二つ突っ込んだ。たしかに時間はギリギリだ。


　サドルにまたがったところで、舞姫が荷台に横よこ座ずわり。こちらはペダルを踏ふみ込こんだ。


　空舟市の西の端はしに、雪国たちが暮くらす人じん力りきニュータウンはある。


　今から二十年ほど前、玉たま子ご山やまの斜しや面めんを切り崩くずして開発した住宅街だ。人力川にほど近い眺ちよう望ぼうと、緑の多さが当時の売りだったそうだが、坂は多いわ駅から遠いわで、見込んだほどの人口にはならなかったらしい。


　四月の末すえ。若葉の具ぐ合あいも鮮あざやかで、ガードレール沿いを吹き抜ける風は気持ちがいい。


　走りながら顔を上げると、遠く人力川と鉄てつ橋きようの列車が光って見えた。


「舞ちゃんのとこってさ、例の通り魔の話とか出てるの？」


「通り魔？　Ｓ・ザ・リッパーのこと？」


「あだ名はどこも共通か」


「他にもリコーダーとか言われてる。女子の縦たて笛ぶえなめてそうな変へん態たいだからリコーダー」


「…………」


　なんというか、女の子の総そう評ひようは容よう赦しやがない。


「被害者は、いたはずだよ。二年の子だったかな。名前までは知らないけど」


「そっか……おばあちゃんが興きよう味み津しん々しんらしいよ」


「暇ひまだね、あの人」


　そうだろう。そう言うのが正しいティーンエイジャーだよね舞姫さん。


　ちょっとすっぱり斬きりすぎている感じなのが気にかかったが、それどころではなかった。


「いま何時？」


「七時五十分なり」


「うあああ」


　これはまずい。駅に向かって自チ転ヤ車リで十五分の雪国はともかく、舞姫はそこからさらにスクールバスなのだ。


　この通学路、ゆるやかにカーブしながらまっすぐ空舟駅まで降りていくように見え、とんでもなく遠回りな蛇だ行こうをくりかえしてくれるのだ。


「もういいよユキグニ。間に合わないならボクだけ置いてきな。一緒に遅刻することない」


「いやっ。いいっ。なんとかする！」


　ここで負けたら、あの子に会えない。


　──ガクン。靴くつ底ぞこに軽い衝しよう撃げき。まるで新しいギアが入ったかのように、めまぐるしい勢いきおいで自転車が加速していく。ちょうど道路が坂道へと入ったのだ。


　もはやペダルを漕こぐ必要もない。加速したママチャリ二人乗りが、スーパーカブを追い抜いていく。それでもブレーキだけは握にぎらずに握らずに握らずに。


「ま、ままままま舞ちゃん、やるよ？　やるよ？　いい？　覚かく悟ごはいい？」


「やるかびびるかどっちかにするといい」


「素す敵てきな後あと押おしだあああああ」


　限界までスピードが乗った先には、切り返しのヘアピンカーブ。


　なにかを覚悟したように、舞姫がぎゅっと首にしがみつく。雪国、勢いをつけ、前輪を地面から持ち上げる。──ああ、空がひどく青い。


「うわあああああああああああああああああああああ」


　そして雪国たちは自転車ごと、ガードレールの向こう側へとすヽっヽ飛ヽんヽだヽ。


（……………………ち、近道成功）


　がっしょんとママチャリの前輪が着地したのは、ちょうどアスファルトの路上だった。


　二人そろって一回転して地面を転ころがって、しかし生きてはいた。


　ぷっぷくぱーと、眼がん前ぜんの大通りをバスやトラックが行いき交かっている。どう見てもそこは、空舟駅西口、交差点手前の路ろ地じである。


「……ふ、ふふふ。どうよ舞ちゃん。けがはない？」


「まあ、ないけどさ……」


　交差点先のロータリーからスクールバスが出ているはずだから、余よ裕ゆうで間に合うだろう。


　空舟駅西口発、青美女学院行き。通つう称しようお嬢様エクスプレス。


「じゃ、ね。ユキグニ。ボク行くから……」


「いやいやちょっとだけ待って！」


　思わず雪国は、彼女の上着の袖そでにしがみついていた。


　そう。待ってほしいのだ。雪国は舞姫の袖を取ったまま、そろそろと路ろ地じから顔を出す。


（──ああ、いヽたヽ）


　鼓こ動どうが速くなっていくのがはっきりとわかる。


　ロータリーから出るスクールバスを待って、少女たちが列を作っている。裾も乱みだれぬワインレッドの乙おと女めたちが、街がい路ろ樹じゆの緑に混じって並ぶ姿は、空舟駅前の朝の名物だ。


　その中でも雪国は、一人の女の子をはっきりと見み分わけることができた。


（一い駿する河が、蜜みつちゃん……）


　職人が精せいを凝こらして作り上げたような、お人形のように整ととのいきった顔立ちの中で、大きな瞳が人ひと目めをひいた。波打つ髪のリボンは日ひ替がわりで、今日は涼すずしい桜色のようだ。


　はじめて彼女を見た時は、まだ制服も着ていなかった。市内の図書館の片かた隅すみに、清せい楚そなワンピース姿で立っていた彼女。ゆるく波打つ髪と、雪国が棚たなから取り落とした園芸関係の本を、すっと戻して歩いていった後ろ姿。手には原書の詩集を抱かかえていた。


　ありがとう。ただその一ひと言ことを言いたくて、けれど撃うち抜ぬかれた心の衝しよう撃げきに声も出なかった。あれが世に言う『一ひと目め惚ぼれ』だなんて、惚れた瞬しゆん間かんには気づかなかった。


　それから春が来て三年生になって、こうして青美の制服を着てバス停に並ぶ蜜を見かけたとき、雪国はその場にしゃがみこみそうになったものだ。


「なに、ユキグニ。今日もあの子のこと見てるの？」


「なんであんなに可か愛わいいんだろうなあ……」


「可愛い……」


「つきあってる子とかいるのかな」


「さあ。知らない」


「いるよなあ。あんなにあんなに可愛いんだもんなあ……」


「だめだ聞いてないや」


「髪、ふわっふわだあ……」


　はあ。


　あの子と友達になれたらどんなにいいだろう。もっと言うなら彼氏彼女になれたなら。


　襟えりのリボンの色から察するに、雪国の一つ下。中ちゆう等とう科かの二年生らしい。名前を知るまでずいぶんかかり、そこから先には進めていない。


　たった一度のニアミスなど、今現げん在ざいとなってはなんの効こう力りよくもない。雪国にできるのは、こうして舞姫の送そう迎げいにかこつけて顔を出し、彼女の存そん在ざいを確たしかめることぐらいなのだ。


「ほらユキグニ。早く行かないとキミも遅ち刻こくだよ」


「うん……」


　わかっている。わかっているけれど、ひどく去さりがたい心もあった。


　いっそこのまま、同じバスに乗れたらいいのに。そうしたらもっと一いつ緒しよにいられる。


「……舞ちゃんはいいな。一緒の学校で……」


　こぼす雪国を、舞姫は薄うす笑わらいで見返した。


「気楽でいいよね、ユキグニは」


　突き放すような、失しつ望ぼうされてしまったような、どことなく疲つかれた声。


　なぜだろう。最近の舞姫は、よくこんな顔をするようになった。
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　空舟市立空舟第五中、三年Ｅ組。出席番号二番。


　それが雪国の背中に貼はり付けられた、ラベルというか成分表なのだろう。


　もうちょっと詳くわしくラベルの表示を見れば、そこには『クラス委員』という肩書きがついていたり、『温おん厚こうの国の温厚大だい臣じん（ややうっかり）』というクラスメイトの評ひよう判ばんなんかも書き込んであったりするのだが、そこまで詳しく見る人間はあまりいない。


　だいたいラベルの『中三』という表示を見ただけで、たいていの人は『受験生』という名の冷れい蔵ぞう庫こへ放ほうり込こんでしまうものである。


　中三受験生。ナマモノですのでお早めにお召めし上あがりください。


（……まあまあ、かな）


　返ってきた模も試しの判定用紙を折りたたんで、雪国は教室を出た。


　受験生の中でも、さらに律りち儀ぎでおりこうな部類に入る雪国少年。授じゆ業ぎようが終わったところでロッカーに教材一式置きっぱなしのような真ま似ねはしない。本日も予習と復習のため、きっちり辞じ書しよや参考書のたぐいは持ち帰る。


　しかし今け朝さ方がた打った腰だけは、いまだに放課後になっても痛んでいた。


「うー、いちちち……」


　無理をして学校へ駆かけ込んだはいいが、保健室にも寄っておいた方がいいかもしれない。


「淡谷……その、いいか？」


「ふわい、なんれすか？」


　なんですかと言おうとしたが、鼻がつまってうまく喋しやべれなかった。


「と、取り込み中だったかな……」


「いや。もうれんれん平気らから」


　ここはもう、無理にでも平静を押し通すしかなかった。


　声をかけてきたのは、Ａ組の篤あつ基もと史し郎ろうだった。


　五中の生徒会副会長で、去年に続きクラス委員の雪国は、何度か代表会議のあとに話をしたことがある。いわく成績も数学から体育までオールラウンダー。顔、善よし。背、高し。学年どころか、下級生や他校の女子にも人気があると聞いていた。


　同じ優ゆう等とう生せいタイプでも、真ま面じ目めが取とり柄えの雪国とは、根こん本ぽん的てきにできが違う感じだ。


「ちょっと頼たのみたいことがあったんだ。今度の定例総会の打ち合わせなんだがな──」


　きっと一駿河蜜も、篤基のようなやつなら問題なくつきあうのかなと思って、あわてて考えをうち消した。いやだめだ雪国。冗じよう談だんでもそんなことは考えたくない。


　それでも思ってしまったのが、口にも出ていたらしい。篤基が吹ふき出した。


「なんだよ。悩なやみ事ごとか？　模試の判定、出たんだろう。また抜かされたって聞いたぞ」


「そんな僕ぼくは」


　いま切実に欲しいものと言えば、模試の点数よりもあなたのその足の長さなのだ。眼め鏡がねをかけてものび太にならない男らしい顔でもいい。


　なんなら全身お身み請うけしますよと思っていると、篤基が一度だけ、雪国を見返した。


　まるで何事もなかったかのように、


「ごめんな。雑用ばっかり頼んじゃって。生ウ徒　会チの執しつ行こう部ぶも忙いそがしいみたいでな……」


「うん、いいよ。僕もやるからさ……」


　別れ際ぎわ、篤基副会長は雪国の肩に手を置き、あまり気にするなよと一声かけてくれた。うん、そうだ。やっぱり必要なのはこのさわやかさだ。





　変へん革かくのきざしは、はじめからあった。


　まず家に帰ると、玄げん関かんのたたきに舞姫の革かわ靴ぐつが転がっていた。


　──珍しい。彼女の方が早い帰宅だったらしい。


　学校の役員やらなんやらをやっているはずの舞姫は、たいてい夕飯ぎりぎりに駆け込んでくるタイプなのだ。


　しかしそれより気になるのは、どうしてその革靴が、左かた足つぽだけなのかということだ。


　廊ろう下かを見ると、靴のかわりに右の足跡が点々と、階かい段だんへ続いていた。なんとなく警けい察さつ犬けんか探たん偵ていの気分であとを追うと、問題の靴の片方が、トカゲのしっぽのように踊おどり場ばの途と中ちゆうで脱ぬぎ捨すててあった。


（な、なんて脱ぎ方だあ）


　シンデレラだって、もう少し優ゆう雅がな脱ぎ方をしてみせるだろう。


「舞ちゃん！」


　がつんと子こ供ども部べ屋やを開けると。


「うあああああああああああああああっ！」


　舞姫が荒れていた。


　クラスメイトからプレゼントされたという巨きよ大だいぬいぐるみを振り回し、その腹へ拳こぶしをねじこみ、服ふく装そうは半はん裸らというかスリップ一枚というあられもない格かつ好こうで、脱ぎ捨てられた制服が部屋中に散らばっている。


　だあっ、だあっ、だあっと、言葉を知らない赤ん坊のような奇き声せいをあげ、彼女はぬいぐるみを床ゆかに組くみ伏ふせた。かわいそうなクマのぬいぐるみが、組み伏せられたまま助けを求めている気がする。助けてユキグニくん。ボクこのままじゃ彼女に汚よごされちゃうよ。


「あの……舞ちゃん……」


　クマを助けたかったわけではないが、とりあえず声はかけ直した。


　スリップ姿の舞姫が、クマレイプの途中で、ゆっくりと振り返る。雪国はうっと言葉につまった。血をわけた双ふた子ごの姉の瞳ひとみは、井い戸どの底そこのように真まっ暗くらだった。
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　──ボク、もう、限界。


　彼女はそうささやいて、そのままぶっ倒たおれた。
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　花はいい。花は心をなごませる。


　ハーブもいい。特にジャーマンカモミールのハーブティーには、鎮ちん静せい作さ用ようがあるのだそうだ。フローラル、お花の香かおり、僕を助けて……って、言ってる場合じゃないってば。


「そういうわけで舞ちゃん。飲めるならこれ飲んで」


　一通り片づけの終わった舞姫スペースの真ん中に、雪国たちは座っている。


　とりあえず、雪国は学ランで、舞姫はＴシャツとスパッツの部へ屋や着ぎに着替えていた。


　雪国がマグカップに淹いれたハーブティーを、彼女はうつむき加か減げんに口へ入れた。


「なんかやなことでもあったの？」


「やっていうか……」


　歯は切ぎれが悪いことからしてもう、いつもの舞姫ではない。


　たしか今の舞姫は、青美女学院の中等科に通うかたわら、学校の生徒会に所しよ属ぞくしているはずだ。


　下は十三歳から上は十五歳まで、総勢一〇〇〇人近い乙おと女めたちを束たばねる生徒の代だい表ひよう機き関かんが生徒会。今の舞姫の背中に貼られたラベルであり成分表なわけで、一年から執行部員として働く彼女の地位は、押おしも押されぬ生徒会長サマのはずだ。


　県下の男女のあこがれの園を束ねる舞姫に、自じ慢まんに近い思いを抱いだいていたのも本当で。


「……ボクね、青美で会長やってるから」


「うんうん。そうだよね。そう聞いてるよ」


「生徒会の代表で、青美の代表」


「かっこいいよね凛り々りしいよね」


「選挙の洗礼も受けてる」


「いいことじゃない」


「だから、ソロリティに負けてるとダメなんだって」


「は？　そろりてぃ？」


　聞きき慣なれない言葉に、雪国、聞き返す。


　舞姫は、どんよりどよどよしたまま語りだした。


　なんでも青美女学院には、正規の部活動とは別に、社しや交こうソロリティという学内組そ織しきの結けつ成せいが黙もく認にんされているらしい。


　空舟のキャンパス内に独どく自じのソロリティ舎しやを構かまえ、メンバーは互たがいに茶を淹れ合い、詩を暗あん唱しようし合い、友好を深めることを目的とするのだそうだ。


　そう言われるとたしかに昔むかし、薔ば薇らだか天使だか、そんなきらきらしいグループ名を舞姫から聞いたような気がする雪国である。


「ええとなんだっけ、一番人気はロ、ロ、ロ……」


「ローズロワイヤル」


「そうそれ。いいんじゃないの、薔薇様。平和そうで」


「…………」


「いやごめん。平和じゃないから困こまってるんだよね」


　こくこくこく。舞姫はうなずいた。


　しかし正しよう直じき雪国は、なにがまずいのかわからないのだ。


「あのね、ユキグニ。社交ソロリティってのは、誰だれにでも門もん戸こが開かれてるわけじゃないの。家いえ柄がらと年収がすべてなの。小さいとこでも『ひめゆり教きよう授じゆ会かい』とか、親が大学教授限定のとこもある。『桜おう桃とう会かい』『シンシアリー』──いま言った『ローズロワイヤル』に入ろうと思えば、三代前の親の出しゆつ自じ、現在の年収、寄き付ふ金きんの額がくに輩はい出しゆつしたＯＧの数。全部調べられるの。昨きの日う今きよ日う青美に入っただけの一いつ般ぱん生徒なんてお呼びもかからないの」


　雪国は、遠い目をした。


「それは、また、時じ代だい錯さく誤ごというかなんというか……」


「でも、みんなあこがれてる」


　ひょっとすると、生徒会よりも。


　実じつ務むと実じつ績せきの生徒会と、伝でん統とうと格かく式しきのソロリティ。青美の二大勢力は、いわば国会と皇室のような関係で今日まで拮きつ抗こうしてきたらしい。物の例と違うところは、互いに学校の代表は自分たちだと信じて譲ゆずらず、ものすごく仲が悪いことだ。


「最近のロワイヤルメンバーは、うちの実務の方にも口出すようになってきてさ……」


　それはお昼ひる時どきの遭そう遇ぐうだったという。


　場所は青美女学院中等科本館、『紀き和わ子こ像ぞう』の前。まるで偶ぐう然ぜんを装よそおうかのように、『ローズロワイヤル』の生徒が話しかけてきたという。


「舞姫さん。あなたどうなさるおつもり？　また通とおり魔まの被害が出ましたのよ」


「へ……？」


　別人のような声こえ真ま似ねをしている舞姫に、雪国は口を開けた。


　言ったのは蝶ちよう間ま林ばやし典のり子こ。通称『胡こ蝶ちようの宮みや』。蝶間林グループ会長の孫まご娘むすめで、しかも曾そう祖そ母ぼの代から青美女学院に縁ゆかりを持つ、屈くつ指しのお嬢じよう様さまらしい。


　ソロリティ全体のリーダー格でもある彼女は、朝に夕にと抗こう議ぎしまくりらしい。やれ今の生徒会には気き品ひんが足りない、伝統を守る力もない。そしてなんとこのたび、彼女自身が通り魔に遭遇あそばされたのだそうだ。


　ちょっとおどろいた。雪国が知らない間に、まだ事件は続いているようだ。


「なんかそのときはね、携けい帯たい電話で助けを呼んだから無ぶ事じだったんだって。許いい嫁なずけのエリートサラリーマンで、ケンブリッジの学位持ちの秀ひで幸ゆきさん二十八歳」


「秀幸さん二十八歳……」


「ロンドンはサヴィルロウのオーダースーツで、さっそうと駆けつけてくれたんだって」


「はあ。とてもご立りつ派ぱ……」


「ソロリティの子、みんな拍はく手しゆしてた」


　それは蝶間林典子にとっては誉ほまれであり、舞姫にとっては汚お点てんになるらしい。


　ぱちぱちぱち。響ひびく拍手と、その中心で酔よいしれる蝶間林典子さん（お嬢様）。


　なにか明治あたりの光景を想そう像ぞうしている気分になってきた。


「……けっきょく警けい察さつに突き出すには、あと一歩だったらしいけどさ……」


「ああ……」


　淡たん々たんと語る舞姫の目つきは、心しん底そこうんざりしたものがただよっていた。


「で、でもそれはべつに、舞ちゃんのせいでどうこうってわけじゃ……」


「負おい目めは、ある。生徒全員にボディガードを付けるべきだっていう、向こうの提てい案あん蹴けり続つづけてたのボクだから」


　しかし、黙だまっていなかったのは身み内うちというか生徒会の方だ。


『──舞姫さま！　どうしてあそこで言い返してくださらなかったんですか!?』


『──ソロリティ側のボディガード案を受け入れていたら、生徒一人あたりにかかる費用は一・五倍に跳はね上あがっていたんですよ』


『しかも、蝶間林グループに警けい護ごを全ぜん委い託たくするなど、一生徒の家系にのみ利り益えきが流れる不公平な仕組み。生徒会として許きよ可かできなくて当然です！』


『断だん然ぜん抗こう議ぎしに行くべきです！』


『ねえ舞姫さまあ！』


『舞姫さまあ！』


　そう言って、生徒会側の少女たちにも小こ一時間説教というか、泣きながらつめよられてしまったらしい。


　舞姫はうめくのだ。


「…………べつに、やるよ。みんながしてほしいなら、抗議でもなんでも」


「うん。偉えらいね舞ちゃん……」


「クレーム対応っていうか、がんばるよ」


「がんばっちゃうんだ……」


「でも、なんでボク？　ボク一人だけ？」


「つまり、こういうこと？　舞ちゃん的には、面めん倒どうなことだけ会長に押しつけんじゃねえ！　こちとら便利屋でもサンドバッグでもねーんだバーロー！　って感じ？」


「はは。ユキグニ、エスパー？」


「だって顔に書いてあるし」


　土気色の顔のおでこあたりに。


「まさかそのまんま言っちゃったってわけじゃ」


「はは」


　ああ、言っちゃったんだ。そうなんだねその半はん笑わらいは。


　雪国は、そんな彼女になんと言葉をかけていいかわからなかった。


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」


「……舞ちゃん？」


「言うなユキグニ」


「疲れてるんだね？」


　こくりと。


　はじめて彼女は、なんのためらいもなくうなずいた。


「……………………………………なんかちょっと……ちょっとだけでいいんだけど……あそこにいるのは……疲れた……」


「僕が代かわってあげられればいいのにな……」


　雪国は、なにげなく、けれど本気でそう思ったのだ。


　舞姫を助けてあげたかったし、なにより青美女学院に行けば、一駿河蜜にだって会えるかもしれないのだ。


　しかし舞姫が、顔を上げていた。沈しずんだ瞳に、新しい光が輝かがやきだし。


「……そうだよユキグニ。それがあった」


「え？」


「やろう。やっちゃおう」


「ち、ちちち、ちょっと待って。やるってなにを」


「ボクと雪国で。学校交こう換かん」


「うええええ!?」


　はたして利り害がいは一いつ致ち──してしまったのか？
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　無理だと思った。


　無む謀ぼうだと思った。


　だけど二人はもう、この道しか見つけられなかったのだ。


　学校交換に費ついやした準じゆん備び期間は一週間。なにはなくても、お互たがいの生活環かん境きようを把は握あくしなければならなかった。


　間に大型連休を挟はさんだものの、準備期間中はお互いに学校を休んだ。雪国は舞姫の膨ぼう大だいすぎる『おともだちリスト』を覚おぼえなければならなかったし、舞姫は雪国の学校の、受験一色な授じゆ業ぎよう速度についていけるようにしなければならなかったのだ。


　英単語や数式以外に覚えることがあるというのは、それなりに気がまぎれるものでもあった。少なくともそう、『受験生』のラベルの下で、信号が青になるのを待っているよりは、ずっとなにかを変えられそうな気がしたのだ。





　かくして淡谷家の双ふた子ごは、前ぜん述じゆつの通り入れ替わりをスタートさせることになる。


　一人は少年。片思いの女の子のため、女じよ装そうして私立青美女学院へ。


　もう一人は少女。息いき抜ぬきと疲ひ労ろう回かい復ふくのため、男だん装そうして市立空舟第五中学へ。


「……あのさ舞ちゃん。やっぱり無理はしない方がいいと思うんだ。ほら、二人乗りってけっこう疲れるし、転ころんじゃったりとかしたら大変だし」


「でも、ボク、ユキグニだし」


「舞ちゃん」


「いいから後ろ乗って！」


　責せめ立たてられて、ちょこんと。裾すそをおさえて自転車の荷台に横よこ座ずわり。やっぱりなにか気き恥はずかしいというかなんというか。


「うしゃ────────っ！」


　学ラン姿の舞姫が、かけ声だけは勇いさましく自転車をこぎ出す。


　とりかえ通学、いざ出しゆつ陣じん。
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　私立青美女学院は、開校明治十八年という、Ｎ県で一番古い歴史を誇ほこる女子校だ。


　それは時の華か族ぞく、堅けん城じよう兼かね芳よし伯はく爵しやくが夫人である堅城紀き和わ子こが、時代に先さき駆がけた女子教育を施ほどこそうと、空舟の森に私し財ざいを投とうじ名家の淑しゆく女じよを集めて教育をはじめたのが発ほつ端たんであるといわれている。


　貞てい淑しゆくであれ。


　高こう潔けつであれ。


　そして誇り高く青く可か憐れんであれ。


　鹿ろく鳴めい館かんの華はなと謳うたわれた紀和子夫人の思し想そうは、時代を越こえた今いまも受うけ継つがれているという。


「……スタニスラウスは徐しづかに手を振つた。人に邪じや魔まをせられずに落ち着いてゐたいと思つたからである。けふかあすかは知らぬが、自分はもうこの椅い子すから立ち上がらずにしまふのが分かつてゐる。併しかし最後の詞ことばは、なんと云いふ詞にしようか、それはまだ極きめてゐない──」


　鳥のさえずりが響ひびく森の朝。まだ始業の鐘かねも鳴る前の、静かな静かなソロリティ舎の片かた隅すみで、少女が歌うように言葉をつむぐ。


　早朝朗ろう読どく会かいで詩を暗唱するのは、『ローズロワイヤル』でも上級生にのみ許される栄えい誉よだ。しかし今サロンの中心で詩編を詠よみあげている少女は、まだ二年の生徒だった。


　朗読が終わると、やわらかな拍手が響きわたる。「ああ素す敵てきね」「やっぱり蜜さんのリルケは格別ですわ」「さすがは一駿河のお血ち筋すじ」──賞しよう賛さんとともに招まねかれた席の中。彼女に回ってきたのは、銀の小箱に入った色とりどりのお菓か子しだった。


　キャンディー。ボンボン。マカロンにチョコレート。どれも最上級生がパリから取り寄せたという高級品だ。


「……あの、わたくし、家での朝食がまだ……」


「まあ、お小しよう食しよくですのね蜜姫ひめは。遠えん慮りよなさらなくてもよろしいのよ」


「でも」


　なんと言いい訳わけしようか考えているうちに、ロワイヤルメンバーの一人が言ったのだ。


「そういえば皆様、もうお聞きになりまして？」


　みなの視線が彼女一人に集中する。


「うふふ。耳よりな情報ですわよ。さきほど舞姫さんがご登校あそばされたそうで」


「まあ舞姫さん？　若わか光ひかるの君きみが？」


「そうですの。胡蝶の宮にグウの音ねもなかったあの方。あたくしもう、おかしくっておかしくって。どうしてまともにお顔を出すことができるのかしら」


　嘲ちよう笑しようの嵐あらしだった。


　場の中でただ一人の下級生である一駿河蜜は、まだお菓子を選びそこねていた。


　本当はもっと、違う話が聞きたかった。生徒会のうわさ話ではなく、もっと別のこと。たとえばそう──胡蝶の宮が出会ったという事件についてとか。


　緑深い青美の学まなび舎や。少女たちを映うつすフランス窓まどのすぐ向こうにまで、新しい火種はやってきているようだった。







　　幕間








　昔むかし話ばなしをしてみようか。


　君がすべての光の中にいた時の話だ。


　あの頃ころ、君はうれしかった。たとえば青い空。たとえば白い雲。膝ひざ小こ僧ぞうをすりむかせながら、へとへとになるまで虫取りをしていた。


　世界は町まち外はずれの線路で止まっていて、一日は夕飯の匂においとバラエティー番組の笑い声ですべてリセットされた。





　違ってしまったのはいつだったろうね。


　僕ぼくにもよくわからないんだ。


　強しいて言うならそう──。













　　第２章　学校TOへTHE 行くSCHOOL







　スクールバスのタラップを降おりると、一いつ瞬しゆんさわやかな高原の風が吹き抜けたような気がした。


　雑ぞう木き林ばやしに囲かこまれた細い私道を、ずっと走ってきたからだろう。


　ああやっとついたと、雪ゆき国ぐには駅から二十分少々の道を振り返り、大きく深しん呼こ吸きゆうをした。


　ここはお嬢じよう様さまエクスプレスの終しゆう着ちやく地ち。青せい美び女じよ学がく院いん。


　正せい門もんへ続く小道は、ゆるやかな坂道になっており、同じワインレッドの制服を着た少女たちが、そろって列を作っている。かわされる「ごきげんよう」のごあいさつ。パンをくわえて遅ち刻こく寸すん前ぜんの女子も、スカートの下にジャージを着込んで自チ転ヤ車リ通学する女子も、もちろん一人もいなかった。


　だってここはお嬢様エクスプレスの終着地。青美女学院。


（……って、感心してる場合じゃない！）


　見けん物ぶつに来たわけじゃないのだ。すでに学校交こう換かんははじまってしまっている。今の自分は舞まい姫ひめで、このお嬢様の列の中に溶とけ込こまなければならないのだから。


　雪国は道行く少女たちの真ま似ねをして、ゆっくり、ゆっくり、校門へ向かって歩きはじめた。制服の背せ筋すじはのばして、進む歩ほ幅はばは気持ち小さめに、あとはなんだ。


「まあ、舞姫さまでしてよ」


「お加か減げんはもうよろしいのかしら」


　そうさわやかに微ほほ笑えむ！


「お、おは、おはよう！」


　声がした方向に向かって、同じように笑ってみたのだ。


　だが、相手の少女たちは、とたんに顔をひきつらせてしまった。


　雪国は、笑ったまま立ちつくした。ショックだった。ちょっとひきつってロボットっぽかったかもしれないが、せっかく笑いかけた仔こ羊ひつじちゃんたちは、鞄を抱かかえて逃げていく。


（す、滑すべった？）


　頭に血がのぼっていく。いったいなにがいけなかったのだろう。笑え顔がお？　立ち姿？　というかもうすでに男とバレている!?


　どうしてみんな、他ほかのみんなも。雪国を遠とお巻まきにして凍こおり付ついているのだろう。


　他ほかの人に声をかけようとする。結果は同じだ。固まり、凍り付き、人によっては悲ひ鳴めいまであげられた。


　──僕ぼくは、牧ぼく羊よう犬けんか！


　雪国は、風にあおられるようにしゃがみこんだ。ああごめん舞ちゃん。


　自分の半はん径けい十メートルを、きっかりすっぱり掃はき清きよめてしまった状じよう況きようで、腹をさばくか回れ右して帰ろうかと思った時だった。


「──どうぞ、このまま楽らくにしてください」


　ふっと背中に手が回ったかと思うと、そのまま雪国は抱だき上あげられていた。


　やわらかな石せつ鹼けんの香り。同じ青美女学院の生徒だというのが、抱かかえ上げられた視し界かいの端はしでわかった。


「ご無ぶ事じですか舞姫さま。まだお加減が悪いのですね」


　あうっと声をあげることもできず、雪国は固まってしまう。それがいかにも病やみ上あがりの少女のように見えるらしい。その子はおどろきざわめく少女たちの間を縫ぬって、校門の中へと入っていく。


　最後には木こ陰かげのベンチで、雪国のことを解かい放ほうしてくれた。


「あれはいけませんね。混こん乱らんのもとです」


　差し出されたハンカチを受け取って、青あお息いき吐と息いきで呼こ吸きゆうを整ととのえるものの。


「淡あわ谷や『若わか光ひかるの君きみ』が、簡かん単たんに微ほほ笑えまれるキャラクターではないことをお忘れですか？　雪国さま」


「う、うん……そりゃそうかもしれないけど……え、う、あー、ああああ？」


　雪ヽ国ヽ？


「申し遅れました。ワタクシの名前は久く我が原はらさゆね。生徒会会計にして、舞姫さまのシノビをしております」


「はいっ？」


　すらりと背の高い、落ち着いた声こわ音ねの少女だった。良く言えば怜れい悧り、あるいは生き真ま面じ目めそうな切れ長のまなざしが、口を開ける雪国を見み据すえている。


　幅はば広ひろのヘアバンドで髪かみをおさえ、広い額ひたいに風をあてていた。


「舞姫さまを主しゆ君くんと誓ちかった者です。此こ度たびの交換計画、一いち家か臣しんとしては忸じく怩じたるものがございますが、よく世せ話わせよという舞姫さまの仰おおせ。どうぞいかようにもお使いください」


　十秒。二十秒。それでも雪国が凍り付いているものだから。


「久我原は上じよう忍にんの家系なのです」


　──たしかにそう、舞姫は、同じクラスで、こちらの生活を手助けしてくれる人間がいると言っていたが──。


「授じゆ業ぎようがはじまります。落ち着かれましたら参りましょう、淡ヽ谷ヽ舞ヽ姫ヽさま」


「そ、そうですね……」


　自分はなにか、ものすごいところにやってきてしまったのではないだろうか。


　参りましょうと言いながら、自分の斜ななめ後うしろ四十五度を音もたてずに歩く久我原さゆねの視線だけを感じながら、雪国は舞姫の学校生活について考えるのだった。
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　たしかに、すごいことはすごかった。


　朝から晩ばんまで、見えるものは女の子ばかりなのだ。


　一歩入ればそこは、明めい治じの昔むかしに建材から輸ゆ入にゆうしたという、荘そう厳ごん華か麗れいなゴシック建けん築ちく物ぶつが校舎として使われている。ノートルダム大だい聖せい堂どうばりの本館、および大ホールがあり、他に学年ごとの教室棟とうが一つずつ。最さい新しん鋭えいの体育館に温水プールはクラブハウスもかねており、さらには『白しら百ゆ合り館かん』と呼ばれる特別学習棟があるらしい。まあそれはいいとして。


「今日の課か題だいはなにかしら」


「バレーボールだそうですよ」


「困こまりましたわ。わたくし球きゆう技ぎは苦にが手てなのに」


　──『ア』、アマリリス。ヒガンバナ科。学名Hippeastrum、花はな言こと葉ばは愛されることを知った喜び。


　雪国の隣となりでは、女の子たちがスカートのホックを外はずしている。


「でもいいお天気でよろしゅうございましたね」


　──『イ』、イカリソウ。メギ科。学名Epimedium grandiflorum、花言葉は君を離はなさない。


　言ってる間に、しゅるり。どこからも涼すずやかな衣きぬ擦ずれの音。


　おのおのブラウスのボタンを外してシュミーズ一枚になると、ピンクや水色、色とりどりのブラジャーやショーツが透すけてのぞいた。


「あら千ち歳とせの宮みやさま、今日は素す敵てきなお召めし物もの」


　──『ウ』、ウメ。バラ科。学名Prunus mume、花言葉は高こう潔けつ。


　さらにそのシュミーズを脱ぬいで畳たたんでいる女の子を、横から誰だれかがのぞきこむ。


「新しいインナーですわよね？」


「ふふ。わかります？　サイズが変わりましたから、新調いたしましたの」


「まあ。とうとうＤからＥに？」


「い、言わないでください！」


　──『エ』、エニシダ。マメ科。学名Cytisus scoparius、花言葉は恋の苦しみ。


　Ｅカップにご昇しよう進しんされたらしい千歳宮さん、真まっ赤かになってじりじり後こう退たいしていく。肩かた口ぐちからとんと壁かべ際ぎわにあたって、自分で抱だきしめる腕うでの間で胸むねがたゆたゆ揺ゆれた。


「あさぎ組の誉ほまれじゃありませんか。ほらね、みなさまご覧らんになって。千歳宮さまったらこんなに見事なお胸……ああ成長ってすばらしいものですのね……」


　──『オ』、オリーブ。モクセイ科。学名Olea europaea、花言葉は平和。


　たゆたゆ。ゆさゆさ。というかそのいかにも下から挟はさんで持ち上げる姿し勢せいでは、胸の谷間がより強調されて、ハーフカップのブラジャーのふちからあふれそうだ。みんなチラ視みだったりガン視だったり、千歳宮さんのたわわな熟うれっぷりを観察してしまっている。


「でも、こんなにあっても困ります……重いし……止まる気け配はいもなさそうですし……」


「成長期ですものねえ……」


「どうしたらいいと思います？」


「まあ、この先大きくなってしまうのは止められないにしても。どこも寄よせても詰つめてもいらっしゃらないの？　ほら手、外して。こちらは？　ここにパッドは？」


「や、やだ。さ、触さわらないで蘭らん子こさん……入れてません……はう、う、ぜんぶ本物ですから……う、う」


　──『カ』、カトレヤ。ラン科。学名Cattleya、花言葉は成せい熟じゆくした魅み力りよくううううう。


（だあっ。だめだあ！）


　お花が清せい純じゆんなんて噓うそつきだ。あいつらみんな雄おしべと雌めしべで発はつ情じよう期きじゃないか。落ち着けるわけないだろう。すぐ側そばで女の子の着き替がえなんて！


　思わず趣しゆ味みをののしるぐらい、雪国は混こん乱らんしていた。右に左に上に下。見ていい場所がありすぎてなさすぎる。隣ではまだ女の子の悩なやみ相そう談だんというか、Ｅカップのお触さわり会が続いている。ふわふわ、むにむに、ぷるっとぽろんと。冷れい静せいになれ凝ぎよう視しするなと植物の学名と花言葉を暗唱しはじめたのだが、どだい無理なものは無理なのだ。


　一時間目の授業は体育。更こう衣い室しつの片隅で固まる雪国の横では、クラスメイトの少女たちが、和わ気きあいあいと体操服に着替えている。なにかが外れる気配にそわそわし、思いがけない単語にどきりとし、うっかり視界に入れでもすればグググと唸うなり、なんというかこう、これは──。


「…………雪国さま。雪国さま」


「………………………………………………はい？」


　リンゴン、リンゴン、真まっ白しろに燃もえ尽つきかけた視界の向こうに、久我原さゆねが立っていた。


「もう大だい丈じよう夫ぶですよ。他の方々は着替えを終えられましたから」


「あ、そ、そう……」


「すごいですね。十歳ぐらい老ふけて見えますよ」


「うん。そんっくらい長く感じたね……」


　雪国は、のそのそと制服のリボンをほどきはじめる。


「…………ワタクシ女ですので、よくよく理り解かいできないのですが。そんなにその、『きっつい』ものなのですか？」


「いやあ。きついなんてそんな。そんなはずないさあ……」


　忘れるまい。この美しくも残酷な映像え。このさき一生、棺かん桶おけまで大事に持っていこう。


　たわわたゆたゆ肌はだ色いろの──ではなく、女の子にまじってのバレーボールは、力ちから加か減げんがわからず明あ後さつ日ての方向へ飛ばすか打ちすぎで、本気でやるよりよほど疲れた。


「つ、次の授業は？　久我原さん」


「英会話ですね」


　よかった。普ふ通つうの勉強だ──ほっとしつつも残念がっていたが甘かった。


「──さあ、どうしました舞姫さん？ 」


　現在、雪国の眼前には、白はく髪はつの老婦人がいて、ほほえみながら問いかけてくる。


　彼女の名前はミセス・ダフネ。実じつ業ぎよう家か夫人として来日し、以後の長い年月を空そら舟ふね市内で過ごすイギリス系アメリカ人だという。


　のっけの授じゆ業ぎようで灰はいになった後、次に待ち受けていたのは彼女とのお茶会である。


　回ってきたジノリのティーカップに目を奪うばわれていた雪国は、あわてて背筋をのばした。


　ディスカッションルームは、豪ごう華かホテルのラウンジもかくやという輝かがやきだ。現在、三年あさぎ組英会話専せん攻こうの生徒二十一名の貸かし切きり状じよう態たい。クリスタルのシャンデリアの下、銘めい々めいにあてがわれたソファや長なが椅い子すの上で、クラスメイトが雪国の言葉を待っている。


　ちなみに本日の議題、『〈風とともに去さりぬ〉に見られる文学的愛の表現について』云うん々ぬん。


「あー、あの……〈風とともに去りぬ 〉の主人公は ……」


　なんだろう。なにか言わなければならないのだろう。


　だいたいあれはどんな話だったか。たしか年末にテレビで見たときは、茶ちや髪ぱつで縦たてロールの美人が、男をとっかえひっかえしながら大だい根こんくらってたくましく生きる話だったような気が。


「スカーレット ・オハラは ……」


　戦争の中で、お金が足らなくて。


　自分の手前の女の子は、あてつけや目的のために結婚するスカーレットは、愛が足りなくて許ゆるせないと、たどたどしい発音で話していた。


「次々と男を攻こう略りやくしていったのですが ……」


　それにしても美人だったな、スカーレット役のビビアン・リー。


「それでも致いたすことができて、結婚した男もそれなりに幸せだったのではないかと ……思った ……しだい ……」


　というかこれ、発言としては最悪では？


　気づいたところでもう遅い。


「素ビユ晴ーらテしイいフル！ 」


　ダフネ夫人、拍はく手しゆ喝かつ采さい。


「文法も発音も完かん璧ぺきでしたねみなさん。さあみなさん、今の答えをご一いつ緒しよに 」


　冗じよう談だん！


「It is happy to have sex with her.（彼女と性交するのは幸せです ）」


「もワうン一モ度ア！ 」


　やめて。本気。君たち女の子でしょう！


　ワンモア。ワンモア。頭の中にダフネ夫人の高い声がこだまする。


　一時間目。目の毒。


　二時間目。言葉攻め。


　結けつ論ろん──なんかいろいろ死にます。


「……お、女の子になんて単語を連発させて……僕ぼく、こんなはずじゃ……」


　嫁よめに。嫁に行けるのかあの子たちは。


「そうなると責任とらなきゃいけないのは僕の方で……ああでもあんなにいっぱいは無理だよ……そもそも僕は心に決めた人が……ハーレム……アラブに行けば大丈夫か……」


「問題ありません。舞姫さまらしい苦く悩のうと威い厳げんが表現されておりました」


「そ、そうなの」


　こちらではこうなるのか。


　久我原さゆねは、表ひよう情じよう一つ変えずにコメントをくれるのだ。


「まずお忘れにならないでいて欲しいのは、校内のみなが舞姫さまに敬けい意いを払っていることです。たとえソロリティに『ローズロワイヤル』があろうとも、生徒会長選挙で圧あつ倒とう的てき勝しよう利りをおさめた『若光の君』の威い光こうは揺ゆらぎません」


　雪国は、思わず黙だまりこんだ。


　彼女の別名は『若光の君』。


　いずれ光ひかる源げん氏じにもなろうという人という意味だ。


　本当に嫌われたり敬けい遠えんされていたら──こんなあだ名つけられない。


「……でもさ、久我原さん。朝にあいさつしたら、固まられたんだよ」


「そうですね。最近はそこまでのゆとりと申しますか、微ほほ笑えまれること自体が、少なかったですから」


「そうなんだ……」


　疲つかれて、疲れて、そして、とうとう爆ばく発はつしてしまった。


「申し訳ありません」


　ああ、彼女は生徒会会計だったか──。


　こうして取とり澄すました顔をしているが、きっと内心は複ふく雑ざつなのだろう。


「……大事なんだね。舞ちゃんのこと」


　雪国は、つい笑えんでいた。


「だって僕さ、まだ来たばかりだし。しきたりとか上下関係とかよくわからないけど。でも、こんな面めん倒どうなことまでつきあってくれる友達が側そばにいてくれるって、それってすごい嬉うれしいんだよ」


「……天てん然ねん」


「え？」


「なるほど。身内ですね」


　家に帰った舞姫に、空舟五中の生活はどうだったかと聞いてみたが、ニンマリ笑ってＶサインをされてしまった。──参った。オチこぼれかけているのは自分だけらしい。


　そして本来舞姫は、こんな風ふうに笑える女の子のはずなのだ。





　クールで孤こ高こう、そして孤こ独どくな生徒会長。





　いったいどこでボタンをかけ違えてしまったのだろう。


　交こう換かん開始から数日たち、気づけば大また開いて授業を拝はい聴ちようのようなヘマもなくなってくると、そう思う余よ裕ゆうも生まれてきた。


「……あの、舞姫さま」


　それは四時間目の数学が終わり、昼休みに入った頃ころだった。


「……私たち、お弁当を作ってきたんです。ご一緒しては……いただけませんか？」


　雪国は、並ならぶ彼女たちに見み覚おぼえがあった。


　どの子もみな、名めい簿ぼと写真で教えてもらっていた。中等科生徒会メンバーだ。


　たしか準じゆん備び期間中の勉強会でも、舞姫は言っていたのだ。日によっては生徒会の執しつ行こう部ぶが、持ち回りで弁当を作ってくることが多かったと。


　緊きん張ちようして萎い縮しゆくしているような副会長に、雪国はまず笑いかけた。だってそうだろう？　おどろかれてもいい。ここで断ことわる理由なんて、どこにもない。





　　　　　＊＊＊





「──うわ、すごい」


　天気が良かったので、教室や食堂ではなく、中庭の芝しば生ふにシートを広げてピクニック風にした。


　用意されたランチボックスの豪ごう華かさに、雪国はまず目を見開いてしまう。


　籐とうのカゴの中に入れてあったのは、ローストビーフとサラダ菜なを挟はさんだライ麦むぎサンドイッチ。ポテトフライとチキン唐から揚あげ。プチトマトの赤がとても綺き麗れいだ。


「す、すごいね。何時間かかったの」


「お口に合いますかどうか……」


　なにをおっしゃる。こちとらモノが食べたいと思えば、自じ炊すいか店てん屋や物ものしか道がない身の上だ。がっついてしまいそうになるのをぐっとこらえ、目についた唐揚げを口へ。


　瓜うり実ざね顔がおの京美人で、『夕ゆう顔がおの君きみ』とも呼ばれる副会長の花はな江えみずきさんが、ひかえめに訊たずねてくる。


「いかがですか？」


「ん、おいしい」


　花江さん、ほっとした表ひよう情じよう。それはきっと、料理がうまくできた以上の意味がこめられていたと思う。


　みんな自分の小さな弁当箱には、まるで手をつけていないのだ。


「……本当に、申もうし訳わけありません舞姫さま。私たち、みな舞姫さまに頼たよりすぎていたことを反省しております」


「ごめんなさい」


「舞姫さまあ」


「許ゆるして」


　みな口々に謝あやまってくる。


　手のこんだお弁当と、泣き出しそうな女の子を見み比くらべてしまうと、雪国は本当に、参ってしまうのだ。


「部へ屋やにさ……」


「え？」


「うちの部屋。ベッドの向むこう側がわの机つくえ、可愛いモノでいっぱいなんだ。ぬいぐるみとか、トールペイントの額がくとか、ぜんぜん趣しゆ味みじゃないのにどうしてあるんだってぐらいいっぱいあるの」


　自分で集めたものなんて、あの中を見てもほんのわずかであろう。


（舞ちゃん、言ってた。友達から貰もらったんだって）


　今なら、わかる。その言葉の意味と重みが。


　学院内で笑わなくても、頑かたくなになってしまっていても、心の根っこでは、慕したってくれる子たちのことが好きなのだ。


「いくら文もん句く言ってても、本当に嫌いな子のプレゼントなんて取っておいたりしないと思うよ……っていうか、そうなんだよね。はは」


　明るく笑う雪国に、はじめて少女たちは笑顔になった。


「あ、あ、ありがとうございます！　舞姫さま！」


　一年庶しよ務むの女の子たちなど、本当に泣き出して、なぐさめようとする二年の先せん輩ぱいに飛びついて、シートの上は一気に賑にぎやかになった。


「ああもう！　それにつけても悔くやしいのは、ソロリティの胡こ蝶ちようの宮みや！」


　ぷりぷり怒おこっているのは、デザートの紅こう茶ちやシフォンを焼いてきた二年生書記、山やま吹ぶき都みやこちゃん。あれから雪国の腕にしがみついたまま、心底悔くやしそうに唇くちびるをかんでいる。


　慣なれない密みつ着ちやく具ぐ合あいに戸と惑まどいながらも、雪国はそのままいるしかない。


「あの方かたったらですね、舞姫さまが休まれていたことをいいことに、本気で学院を牛ぎゆう耳じるつもりですよ。わかっているだけでホールの無む断だん使用三件、会計報告書の閲えつ覧らん拒きよ否ひ一件。抗こう議ぎすれば、ソロリティをあげて不ふ信しん任にん案あんを提てい出しゆつするなんてちらつかせてきたり……」


「うわ」


　ぎゅうっ、と押しつけてくる体にも力がこもる。


「………………け、けしからん。実にけしからんよ……」


「本当にそうですよね。でもですね舞姫さま、対たい抗こう手しゆ段だんがなくはないんです！　先日の通とおり魔ま遭そう遇ぐうの一件、あそこさえ切きり崩くずせられれば」


　うんうんそうだねうんうん。ところでそのけしからん体バデイと御お髪ぐしからただよう匂においはシャンプーですか石せつ鹼けんですか関係ないですかそうですか。うっかり『リアル雪国』が顔を出しそうになって、それはだめだとうなずくものの、内容は深しん刻こくだ。


「……策とかあるの？」


「お任せください。この山吹都メモによりますと、もともと彼女が遭遇したという公園通り近きん辺ぺん。あそこは人通りも少なく、目もく撃げき者しやもない密みつ室しつ状じよう態たいです。彼女が噓うそをつくにも絶ぜつ好こうの場所です。まだ噂うわさ段だん階かいですが、前回のＳ・ザ・リッパーの犯はん行こうに関して、『卵たまご』の方に書き込みがあったという報告もあり──」


「書き込み？」


「ほら、あそこですよ。ひーほーひーほー、願えばかなうの魔ま法ほう使つかいの卵」


　だめだ。話が見えない。


　ひーほーだのソロリティだのボディがいろいろけしからんだの、雪国と関係ないところで話題が転がっていくので、またボディに頭が行きそうになるが。


「──まあ、こんなところでお食事会ですの？」


　張りのある声と制服の集団が、通りの向こうからやってきた。


　目を丸くしている雪国の横で、さっと山吹都が身を離はなす。残りの執しつ行こう部ぶの少女たちも、いっせいに身を硬くしていた。


「生徒会の方々は騒そう々ぞうしいですのね」


「胡蝶の宮！」


「カフェテリアの方へ来ていただければ、あたくしたちで用意したシェフ村むら上かみのスペシャルブランチもお召めしあがりになれましたものを」


「ぬ、ぬけぬけとよくも！」


　──会長、お気を付けて。おだやかなはずの花江副会長さんも、警けい戒かい気ぎ味みにささやいている。


「そのランチコース、地ち中ちゆう海かい料理メインでお値ね段だん二万です」


　うわあと顔をしかめる。


　たしかに現あらわれた蝶間林典子は、地中海コースにふさわしいお嬢じよう様さまぶりだった。


　一歩、二歩。しなやかかつ優ゆう雅がな歩行。そのたび、背中を覆おおう巻まき髪がみのロングヘアがわずかに揺ゆれ、白しら魚うおの指がそれを払った。背は高く、口くち許もとには常に余よ裕ゆうの笑えみが浮うかび、瞳の横のほくろが、あでやかさを増している。


　真昼の日差しを避さけるように、お付きの少女たちはパラソルをさしているが、彼女にかぎってだけは薔ば薇らのレースに刺し繡しゆう付つきだ。


　モダンというよりはクラシック、オールドムービーの女優のように濃こく華はなやか。


　思わず見み惚とれるほどの美び貌ぼうなのだが──。


「ねえ、ごきげんはいかが舞姫さん。以前のお人柄が噓のように媚こびへつらっているとお聞きしておりますけど」


　悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えんでくる、棘とげだらけの茨いばら姫ひめ。


「しょせんはその代の一般生徒から選ばれただけの二流な存そん在ざい。媚びねば生きてはいけないことをお認みとめになったらいかが？　そもそも生徒会とあたくしたちローズロワイヤルとでは、歴史の重みが違いますもの。そうですわね……どうしてもとおっしゃるなら、名めい誉よ特別会員として早朝朗ろう読どく会かいに参加させてもよろしくてよ。ねえ？　素す敵てきな毎日だと思いませんこと？」


　近づいてくる姿し態たいからは、ほのかに薔薇の香りがただよった。石鹼ではなく、たぶん香水。それもかなり高価な──実じつ際さいにつけている女性をはじめて見た。


　そして芝しば生ふの目の前までやってきた時、彼女はいきなり悲ひ鳴めいをあげた。


「こ、胡蝶の宮！」


　勢いよくこちらへ倒たおれ込こんでくる。レースのパラソルが宙を舞い、押し倒された形の雪国は、そのまま蝶間林典子の下した敷じきになる。


（むにゅ？）


　おかしな感かん触しよくに薄うす目めをあけて、叫さけびそうになる。


　受け止めていたのは、彼女の胸むねだった。


　本当なのだ。仰あお向むけに支える右手と左手が、のしかかってくる彼女の体を受け止めようと、思い切り、わしづかみに。平均的に見てもでかいというかお見事な張りのあったその胸の存在感は、遠目に見てもすごかったが、つかんでしまえばさらに。


「や、う……」


　うわ本物だよ。ちょっと動かそうと指に力をこめれば、当然のように五本の指が右と左、ちゃんと彼女の胸を揉もみしだいた。思わず探るような案あん配ばいになってしまうが、片手だけでは全体像をつかみきれないから仕方がない。


（なんだこれ）


　図はからずも真しん剣けんに状じよう況きよう把は握あくにつとめてしまった結果、彼女自身の体重は、ちゃんと彼女の両手が支ささえているから、この手にあまるほど重くやわらかい感触は、純じゆん粋すいに胸だけのようだ。


　蝶間林さんが、ふあん、と痛そうにないて、両胸をおさえて座すわり込こむ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか胡蝶の宮」


「誰だれか。いま誰か足をかけて……」


「まさか」


　ふと横を見れば、『やってやりましたよ舞姫さま！』と言わんばかりに山吹さんたちが澄すましている。雪国は泣きたくなった。まずいよ。それはまったくもってグッジョブとは言えないよ執行部ガールズ！


（誰が間接攻こう撃げきに切り替えろといいましたか！）


　もはやハンドボールよりでけえとか興こう奮ふんしている場合じゃない。向こうはブラウスのボタンまで取れかかっている。


「す、すすす、すいません胡蝶の宮！　すぐ直しますから！」


「え？」


「裁さい縫ほうキット誰か持ってる？　ある？　じゃあ貸して。胡蝶の宮は上うわ着ぎ脱ぬいでください」


　言い終わる前に彼女の襟えりに手をかけて、その上着を脱がせた。


　誰のものかもわからないキティちゃんのお裁縫セットを手に持って、あらためて被害状況を確かく認にん。もののボタンはまだぶらさがってブラウスについているから、必要なのは針はりと糸だけでいいだろう。


「リボン、外はずしますよ。いいですね？」


「え、ええ……」


　有う無むを言わさぬ調ちよう子しに、黙もく々もくと胡蝶の宮のリボンと校章が外されていく。そして雪国は彼女の前で中ちゆう腰ごしになり、取れかかっていた第三ボタンを、そっと糸切りバサミで切り落とした。


　ぽとり。雪国の手にボタンが落ちる。


　もともと開きやすかったらしい彼女のブラウスは、それであっというまに隙すき間まを広げた。


（──深い）


　深しん淵えんすぎる谷間だ。


　菱ひし形がたにあいた、彼女のブラウスの合わせ。広いところでも、隙間は幅四センチほどだ。しかし、今さっき思い切り揉んで触って押し上げてしまった胸の谷間が、あまりに、あまりに無む視しできぬ深さで峡きよう谷こくを作っている。


　いったい何センチあるんだ。あの奥おくにはなにが？　全体像はどうなる？　だめだ。考えるな雪国。感じるんだ。いやそれはもっとだめだ。


「……やっぱり、その、付けづらいんで、第一ボタンと第二ボタンも外していただけますか」


「わ、わかりましたわ……」


　へたに谷間部分しか見えないから想そう像ぞうしてしまうのだ。


　ゆっくりボタンが外されると、のど元から胸の中心に向け、肌はだ色いろの三角地帯がブラウス上にあらわれた。
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　しっとりと汗あせばんだ、ほのかに吸い付きそうなぐらいになめらかな地肌。これもまた強きよう烈れつだ。校則通りの純白のジョーゼットの下に、典てん雅がきわまりないシルクのブラジャーのかけらがのぞいている。肌の面積部分が広がったぶん、いくぶん開放的というか、息がしやすい感じになる。それでも針を通す角度上、どうしても盛り上がった胸のふくらみや谷間を上からガン視みする体勢になるが、そこはこらえて。ぐっとこらえて。


「こんな施ほどこしのような真ま似ね。いったいどういうおつもり？」


　きっちり玉たま留どめを作って針を通す。


　ブラウスに針をくぐらすたび、指の背にいちいちあたるこヽれヽは、胸じゃない。胸じゃない。胸じゃないんだああああ。


「おつもりっていうか、気になるじゃないですか。まさかこのままぶらぶらさせてくつもりですか？　その格かつ好こうで」


　黙々と作業を続ける後ろで、執行部の生徒がざわめいている。


「うそ……あれ……ボタン付け……？」


「ボタン付けですわ！」


「……わ、若光の君が胡蝶の宮のボタン付けを！」


　せっせせっせと針を動かす中、時が止まったようだった。雪国は真剣に糸留めをしてから、糸切りバサミで糸を切って応急処置完了。はじめて息をついた。


「…………はあ。終わりです。落としてなくす前でよかったですね、胡蝶の宮」


「大きなお世話ですわ！」


「でも、よかったです」


　雪国は、お裁縫キットに針をしまい直し、大たい役やくを終えた安あん堵ど感かんに小さく笑んだ。


　蝶間林典子は金魚のように口をぱくぱくと動かし、目を見開いたまま言葉もないようだ。


「あ、淡谷舞姫が、このあたくしを心配？　そんなまさか……」


「あ、もしかして、糸が高級じゃないとか、そういうの気にしますか。だったらお家うちでもう一度付け直してもらうといいかも──」


　周囲の執しつ行こう部ぶの生徒が、たまりかねたように叫んだ。


「いや～、舞姫さまずるい！　わたしたちにもやってください！」


「わ、わたしにも！」


「ぜひボタンを！　ボタン付けを舞姫さま！」


　押し合い、へし合い、さっきまでの緊きん迫ぱく感かんが噓うそのようだ。しまいには自分の制服を破きはじめて修理を願う少女まで現あらわれはじめる。


「いや、あの待って、僕ぼくそんなつもりじゃ……」


「ボタン！」


「ボタンです！」


「──あっ、空飛ぶパンダ星人！」


　久我原さゆねの声だった。


　しかし、一いつ瞬しゆんでも気をそらされたが最後である。


「…………舞姫……さまぁ？」


　雪国の姿は、すでに現場から消え失うせていた。





　──感かん謝しやする、久我原さゆね嬢じよう。


　とっさの連れん携けいプレーにしては、うまくいったような気がする。


　走るだけ走ってから、雪国は大きく息をついた。


「なにがなんなんだ……」


　ボタンだ。たかがボタンだぞ。


　女の子は素す直なおでけなげで、そして、それ以上に理り解かい不ふ能のうだ。


　ひんやりとした風が、頭ず上じようの木こ立だちを吹ふき抜けていく。ここがどこだか、雪国にはまるで理解できていなかった。


　おそらく──中等科の外れにはいるのだろう。しかし、怖こわいほどに人ひと気けがない。グラウンドは反対側だろうし、遠目に見える屋根の形だけでは、あたりのつけようがなかった。


　緑深く、小道に沿って植え込まれた植物は、薔ば薇らやクレマチス、ルピナスやゼラニウムなど、色とりどりの花が満開で、さながら主あるじのない庭園といった風ふ情ぜいである。


　思わず隠かくれ園芸紳しん士しの血が騒さわいでしまうが、今は戻もどることが先決だった。


「えー、その、誰だれかいませんか……？」


　小道は不ふ思し議ぎな花々の中を、迷めい路ろのように続いている。


　雪国は小走りに呼びかける。


　進んで、曲がって。


（あ──）


　よかった。人がいた。


　雪国はツル薔薇のアーチをくぐり、声をかけようとしたが、できなかった。


　木製のベンチと、小さな噴ふん水すいがしつらえられた円形の広場があった。女子生徒が数人、座すわりながら話し込んでいる。リボンの色を見るかぎり、みな二年の生徒のようだ。


　どの子もみな、ふわふわきらきら可か愛わいらしい感じだが、中でも一人が──一人が──。


「ねえ蜜みつさん、本当にまだやるの？」


「やる。だって許ゆるせないもの。魔ま法ほう使つかいの卵たまごにお願いしただけじゃ足りないわ。奈な々な実みさんに乱らん暴ぼうしておいてどうして放ほうっておけるの？」


「でも、髪だけだし……」


「髪だからよ」


　なんて綺き麗れいな声だろう。


　そのとき雪国は、玉を転ころがすような声というのが、本当に現げん存ぞんすることを知った気がした。


　そしてその声の持もち主ぬしは、ずっと追い求めてきた一い駿する河が蜜なのだ。


　不意打ちにしても突とつ然ぜんすぎた。声。顔。仕し草ぐさ。表ひよう情じよう。すべてがタイムラグなしに一つのインパクトで、雪国の目の前に花開いていた。


　ぱたぱたと、自分の目から『水』がこぼれてくるのがわかった。泣いているのだ。


　彼女のウェーブがかかった色の薄うすい髪が、数ヶ月ぶりの近きん距きよ離りで風に揺ゆれていた。こんなことに感動してるのか自分は。なんて安っぽい。なんてお手て軽がるだ。でもただそれだけのことが欲しくて欲しくてたまらなかったんだ自分は！


　遠目には夢ゆめ見るように映っていた大きな瞳ひとみが、しっかりと相手の顔を見つめているのが意外だった。思ったよりも豊かな表情。凛りんという言葉がぴったりくる感じ。再さい確かく認にんと新発見。雪国の頭の中で、まるで増えなかった彼女の項目に、ものすごい勢いで情報が書き加えられていく。


　もっと、もっと側そばに行ったらどうなるだろう。声をかけたら。あいさつしたら。


「お姉様のお話で、希望が出てきたと思うの。あの方は犯はん人にんのお顔もすべて見ていらっしゃるはずだわ。きっとなにか手がかりがつかめると思うの」


「蜜さん……私なんかのために……」


「泣かないで。お友達じゃない。皆さんがいなかったら蜜はこの学校にいられないのに」


「蜜さん。食べて。こちらも召めし上がってくださいな」


『こちら』ってなんだろう。仲が良くっていいじゃない。そんなことよりねえ、ずっと知りたかったんだ。何も言わずに離れた君が、どんな声で話すのか。


　頭の芯しんは熱く、花の匂においは甘く、一方で様々なことを考えながら、じゃれあっている少女たちに釘くぎ付づけになってしまっていた。


「……さま。雪国さま……」


　まずい──久我原さゆねだ！


　まともに反応したのがまずかった。


「──わっ、若光の君！」


「いや、僕は」


　派は手でに物音をたててしまい、少女たちが立ち上がる。


　彼女たちは素早かった。持ってきていたランチボックスと水すい筒とうを手早く抱かかえ、一いち目もく散さんに逃げていく。


（あ、あああ……）


　とっさに追いかけたくても、髪に枝が。ヅラに薔薇が。身動きが、取れ、ない！


「……なんて格かつ好こうなさってるんですか」


　奮ふん闘とうしているところに、久我原さゆねがやってきた。


　ヅラを取らずにもつれた髪を分ぶん離りしようとしていたのだが、雪国は彼女にこそ文もん句くを言いたい気分でいっぱいだった。


「どこまで行かれたかと思いましたよ。まったく、心配ばかりかけてくださって」


　久我原さゆねは、一いつ緒しよにからまった髪を外しながら言った。表情こそ全まつたく変わっていないが、不満には思っているようだった。


「あのさ、見てた？」


「なにをです？」


　ほら。


　いろいろこう、泣いていたり、ぐるぐる固まっていたりしたのを。


「それはまあ、わかりますよ。この久我原、なにもかも承しよう知ちしておりますから」


「うえっ──」


「つまり雪国さまは──」


「ぼ、僕ぼくがなに？」


「ものすごく危き険けんな方かたなのですよね」


　こけた。


「は、な、なんだよいきなり！」


「まったく──舞姫さまの血けつ縁えん者しやというのを甘く見ておりました。あそこでよりにもよってボタン付けですか。舞姫さまとは別方向に危険ですね。デンジャラスです」


「デ、デンジャラス？」


「あの胡蝶の宮を黙だまらせるとは。了りよう解かいいたしました。ワタクシ、以後そのように情報を軌き道どう修正いたします。淡谷雪国、意外性と天然にプラス３です。それでは五時間目の家庭科でお会いしましょう。教室は白百合館四◯五号室です。課題は『善よき妻つまになるためのサバの味み噌そ煮に』。再ツアイ見ツエン」


　しゅび。


　それこそ目にも見えない移動速度で、彼女は小道の向こうへ消えていった。


　とても親切でありがたい子なのだが、やっぱりちょっとずれていると思う。


　泣いていたことはばれていないようだし、彼女が消えた方向へ歩いていけば、五時間目の味噌煮に間に合うことはできるのだろう。


　だけどもう、去ってしまった妖よう精せいたちを追うことはできないのだ。


　雪国はため息をつき、空っぽのベンチへと歩き出す。


　ここに彼女がいたのだ。ほんの一瞬だけど、ちゃんと目も合った。合ったのだ。


　そして実じつ際さいに腰こし掛かけた時──雪国は、さらに意外な宝物を見つけてしまった。





「──ユキグニ。お風ふ呂ろあいた」


　子こ供ども部べ屋やのドアを開け、舞姫が部屋に入ってくる。


　風呂上がりらしい彼女は、紳しん士し用ＬサイズＴシャツ一丁で、ベッドの下段に雪国がいるのを見つけると、もそもそと上がりこんでくる。


「なにしてる？」


「ちょっ、ちょ濡ぬれる！　雫しずく落ちてるって舞ちゃん！」


「うるさいねユキグニ」


　言われて舞姫は、首にかけたバスタオルで、洗い立てのショートカットを拭ふいている。


　布ふ団とんの上であぐらをかく様さまも、なにやら板についてきているような気がして、このまま日に日に『男子っぽく』なってしまったらと怖こわい考えが浮うかんでしまった。


　顔色も機き嫌げんも悪くないし、五中ではうまくやっているのだろう──。


「舞ちゃん……」


「ん？」


「これ、なんだと思う？」


　雪国は、手の中でもて遊んでいた品しな物ものをつまみあげた。


「……万まん年ねん筆ひつ？」


　そう。軸じくとキャップは深いボルドーで、ペン先とクリップ部分はぴかぴかの金色。明らかに使い捨てではないし、国産でもないだろう。


　ボディの部分に、小さくISURUGAイスルガとネームが入っていた。


「わっ。一駿河蜜！」


「ふふふふ。ふふふふふふ。あは。あはははははは」


「最悪ユキグニ。とうとう万まん引びき？　犯はん罪ざい？」


「違うよ落ちてたんだよ！」


　ナチュラルにひどいことを言う姉に、雪国は叫さけんだ。


　落ちていたのは、例のベンチの下だ。雪国があの場で見つけたうちの一つで、おそらく、あの騒そう動どうのときに落としてしまったのだろう。


「で、なに？　どうするの？」


「そりゃあもちろん、届けにいくのさあ！」


　これはもう、神様が味み方かたしてくれているとしか思えない。とんとん拍びよう子しのステップアップ。とうとう諸もろ手てをあげて会いに行く理由ができたのだ。


「届けに……」


「ああ舞ちゃん、僕幸しあわせだー！」


「でも、ユキグニ」


「さあ寝ねなきゃ。寝るね舞ちゃんおやすみ！」


　お墨すみ付つきをもらって安心したように、そのまま雪国は爆ばく睡すいした。


「…………あはははは。やーもー困っちゃうよなあ僕……」


「……それ、なに。寝ね言ごと？」
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「イスルガ・ミツ、ですか……？」


「そうそう。名みよう字じがイスルガで、名前がミツさんね。二年の生徒だと思うんだけど、生徒名めい簿ぼとかはどこで調べればいいのかな？」


　授じゆ業ぎようが終わり、本格的に生徒会の仕事がはじまる前に聞いてみた。


　雪国が所しよ属ぞくするべき生徒会室は、本館四階のつきあたりにある広サル間ーンだ。会長用の机つくえと執しつ行こう部ぶ員用のテーブルが配はい置ちされ、それこそ雪国が通かよった歴代の学校のどの校長室より広くて立りつ派ぱだったが、周囲に言わせれば『質しつ素そなもの』なのだそうだ。


　ひさしぶりの会長の復ふつ帰きに、もちろん執行部の女の子は喜んだ。初仕事がこんなネタというのも気がひけるが、まあしょうがない。


　久我原さゆねは雪国の質問を受け、無む言ごんで考えこんでいる。


「あれ、わからない？」


「いえ……特に調べる必要もないと思いますが。一駿河蜜なら二年うめ組でしょう」


「うめだね、ありがとうっ」


「あ」


　雪国は走り出す。


「だって雪国さま。彼女は──」





　二年うめ組。二年うめ組。


　他学年の校こう舎しやはよく知らなかったが、行いき交かう生徒をつかまえて聞いてみた。こういう時、淡谷『若光の君』の本当の威い力りよくを思い知る。どの子もみな、はじめはびっくりされるものの、本気とわかるやパッと輝かがやいた笑え顔がおで答えてくれるのだ。


「うめ、うめ組ですねっ。そちらの角を曲がった突つき当あたりです先せん輩ぱい！」


「ありがとう。すごい助かるよ」


「そんな光こう栄えいです。ああ若光の君、よろしければ記念にひとつ……」


「握あく手しゆとか？」


「ボタンをっ」


　ああもうなんでもいい。差し出されたカフスボタンに針を通し、今度は教室へ行った。


「──え、蜜さんですか？　いま彼女は教室にはおりませんけど……」


「そ、そっか。もう帰っちゃった？」


「いえ、この時間ならたぶん白百合館の第二音楽ホールに」


「そうありがとう！」


　駆かけ出す雪国に。


「あの、わたくし、青美女学院の新聞部に所属しているのですが。どうして蜜さんなんですかあ──？」


　第二音楽ホール。第二音楽ホール。


　もはや雪国は、目的の場所しか見えていなかった。


　第一声はシンプルに。これ、落ちてたんだ──さりげなく万年筆渡して、ラブラブに……ああでもダメだ僕ぼく受験生だ。デートが図書館なんかで納なつ得とくしてくれるだろうか。帰りは遠回りして人じん力りき川がわのコスモス畑を散さん歩ぽするんだ。綺き麗れいですね先輩。一駿河さんの方がもっと綺麗だよ。今度はフルボイスだ完かん璧ぺきだ。


　そしていつか、いつかちゃんと合格した暁あかつきには、園芸紳しん士しの聖地、西せい武ぶドームのガーデニングショーに小指つないで一緒にいくのだ！


　制ヽ服ヽのヽスヽカヽーヽトヽをひるがえし、言われた白はく亜あの建物めざして駆けていく。


「あら、舞姫さま。そちらは今」


　一駿河蜜ちゃんがいるのでしょう。わかっているのだ。


　ピアノやバイオリンの個人レッスン用のブースを抜け、一番奥おくの突き当たりが小ホールのようだった。


　白く塗ぬられた大きな扉とびらと、そこにはめられた真しん鍮ちゆうのプレートが見えた。──『Theザ secondセカンド  musicミユージツク hallホール』──間ま違ちがいない。


「あの」


　ドアを開けた。


　あふれんばかりの音の洪こう水ずい。


（な、なに。なんだなんだ……）


　雪国はソニックウェーブの勢いにおどろいて、押おし入いれの雪なだ崩れをふせぐようにドアを閉めた。


　なにかこう、すごかった。よくわからなかったがすごかった。おそるおそるドアを開け直すと、すでに音楽は止まってしまっていた。


「……若光の、君……？」


　どうやら少女たちが、二人一組で社交ダンスをしていたようだった。


　黒い燕えん尾び服の男性役と、色とりどりの衣い装しようの娘役。彼女たちの視し線せんだけが同じ。どうしてあなたがここにいるのだ。みなそう言わんばかりにこちらを見ている。


　端はしのステージには、さきほどの音の出で所どころだろうか。オーケストラ部が友情出演していて、ボーイングの途と中ちゆうで固まったバイオリン部隊が、ぽかんと目を見開いていた。


「舞姫さん。あなた……」


　この声は。


　雪国が確かく認にんするまでもなく、やはり蝶間林典子が立っていた。


「そう──よろしくてよ淡谷舞姫。こうして定期的に現あらわれることで、あたくしの心をかき乱そうという魂こん胆たんですのね。昨日のボタン付け、あやうく眠れなくなりかけましたがそこまでですわ！　覚かく悟ごなさい！」


「先せん輩ぱい」


　澄すんだ声が響ひびいた。心なしか目の赤い胡蝶の宮をかばうかのように、少女が歩いてくる。


「現げん在ざいこのホールは、わたくしたち『ローズロワイヤル』が使用中です。申しん請せい書類も異い装そう届とどけもご覧らんの通り。正式に受じゆ理りされております。なにか問題が？」


　当の一駿河蜜が、こちらへ歩いてくるのだ。


　鼓こ動どうがさらにはねあがる。髪かみを飾かざり、淡いソシアルダンス用の衣装を着た彼女は、本当に花の妖よう精せいそのもののようで、ああ一駿河さん最高だと感動している暇ひまもなく。


「騒さわぎに来ただけなら出ていってください。邪じや魔まです。生ヽ徒ヽ会ヽのヽ淡ヽ谷ヽ舞ヽ姫ヽ先ヽ輩ヽ」


　ばあん。


　いきなり扉を閉められた。


　ジーザス。風ふう圧あつでヅラが落ち、雪国はその場にしゃがみこんだ。なんてことだろう。


（ソ、ソロリティの子だったのか……）
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「……本当にもう。蜜はおどろいてしまいました」


　扉を閉めた後、一駿河蜜は笑顔で振り返る。


「ああ蜜さん、ご立りつ派ぱでしたわ！」


　ワッとさんざめく場の中で、蜜は再び輪の中へ迎むかえ入いれられた。心しん臓ぞうは今も高たか鳴なりっぱなしだが、お姉ねえ様さま方の宿しゆく敵てきに一ひと太た刀ち浴あびせたと、そう見てもらえれば充分だろう。


「またなのね、蜜。あなたったら」


　蝶間林典子が、蜜を長なが椅い子すへと招まねき寄よせる。


　こうしてかまわれるのも蜜の役目で、だからいつものように隣となりに腰こし掛かけ、甘えるように体をかたむけた。


「困った子ね。かばってくれた気？　あたくしを」


「お姉様が出るまでもありませんもの」


　可か愛わいい子、とささやかれる。


「いよいよですわね、胡蝶の宮！　若光の君を抑おさえ込こむ日もすぐそこですわ」


「まあいやですわ。あたくしべつに、そんなつもりはさらさらございませんのよ」


　こぼれんばかりの笑顔で、彼女は周囲の質問に答えている。


「あたくしはただ、学院のあるべき姿について提てい言げんしているだけですもの。舞姫さんばかりを目の敵かたきにしているわけではございませんし、純じゆん粋すいな愛校心ですわ」


「そうおっしゃるのが胡蝶の宮。あこがれてしまいますわ」


「ねえ、もっと広くアピールすべきですのよ。通とおり魔まの武ぶ勇ゆう伝でんも！」


　蝶間林典子が、ふと笑顔で止まった。


　気づいた蜜は、その袖そでを引いた。


「どうかされました？　お姉様」


「……いいえ。ねえ蜜。いまは何時かしら」


「四時少し前だと思いますわ」


「あたくし、会食の予定を忘れておりましたわ。人じん力りき商しよう事じの会長様と、お父様のお供ともに」


「ねえお姉様。お姉様は、通り魔のお顔を見たのですよね？　秀ひで幸ゆきさんに追い払ってもらって、ご無事だったと」


「空そら舟ふねグランホテルに新作ドルチェが入る頃かしら。ご褒ほう美びはそれでいいわね？」


　いらないわそんなもの。


　ウィンナワルツの調べがはじまる中、蝶間林典子はホールを出ていった。


　いつもこう。どうして話をそらされてしまうのだろう。
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「なんで！」


「なんでじゃない」


「なんでなんで！」


「なんでじゃない。ボクはちゃんと言った」


「言ってないよ。なんで一駿河さんがソロリティにいるんだよ！」


　雪国はそう言って、自宅の庭に突つっ伏ぷした。


「ふふ……抜いちゃえ、抜いちゃえ、みんな抜いちゃえ……草、草、いいなあ……ほっとするよ……あれ、なんだろこの涙……」


「泣くな。男でしょ」


　ああ、うるさい。


　仕方ないから、草むしり用の軍ぐん手てをつけたまま鼻をすする。彼女にはわかるまい。片思いの女の子に、問もん答どう無む用ようで叩たたき出された男の気持ちなんて。


　一いつ瞬しゆん舞姫でいたことすら忘れかけていたから、本気でショックだったのだ。


　舞姫は、リビングに面した濡ぬれ縁えんでストレッチをしながら、ユキグニ、とささやいた。


「ボクは、一回は言った。一駿河蜜は、ソロリティにいるみたいだけど大だい丈じよう夫ぶって」


「知らないよ。記き憶おくねつ造ぞうしないでよ」


「そっちこそ脳のう味み噌そお花はな畑ばたけだったくせに」


　言い合いはどこまでも平行線だった。


　たぶん、舞姫の説明が少しだけおざなりで、雪国の耳が少しだけお留る守すだった。それだけの話なのだろう。


　だけど、それで得られなかった情報は、あまりに大きい。


　中等科二年うめ組。一駿河蜜。蝶間林典子のお気に入りで、実業家のお父上と、声せい楽がく家かのお母上を持つ日にち米べいクウォーター。長く海外で暮くらしていたが、帰国と同時に中等科入学。ほぼ無む審しん査さでロワイヤルメンバーとなった、申し分のないお嬢様だという。


（声楽……）


　あの声は親おや譲ゆずり。帰き国こく子し女じよ。新しい情報が増えて、うれしいのに複ふく雑ざつ。扉とびらを閉められた時の、冷たい拒きよ絶ぜつのイメージばかりが先に立つ。


　部へ屋や着ぎの短パンからのびる足をぷらぷらさせる舞姫は、つまらなそうに解かい説せつをしてくれる。


「べつにいいじゃん。なんの問題がある？」


「問題って」


「いくら冷たくされても、されてんのはユキグニじゃなくボクだ」


「…………」


「夢ゆめが壊こわれた？　でももともとユキグニ、実じつ際さいの一駿河さんとは口きいたこともなかったよね」


　そうだよ。そうなんだ。


「どお？　好きになれそう？　あヽれヽがヽ一ヽ駿ヽ河ヽさヽんヽだヽよヽ？」





（うるっさい！）


　なにも知らなかった。


　翌日になり、雪国はあらためて舞姫が言った言葉の意味を考えるのだ。


　一ひと目め惚ぼれして四ヶ月。とうとう女装してまで追いかけてきて、向こうのリアクションが希望と違っていたから騒ぐなんて、たしかにバカか？　バカなのか？


　こんなはずはと口にするなら、ちゃんと彼女のことを知ってから。ああそうだよまったく正論だ。間違いがなさすぎてイヤミもぼやきも許ゆるされないが腹はたつのだ。


　今さらどこにも止まれない。鏡かがみに映うつる舞姫の自分。少なくとも、男の時よりも一いつ緒しよにいられる。この利点は最大限に利用して、生なま身みの一駿河さんを集めよう。


　涼すずしさにも慣なれたスカートで仁に王おう立ち。淡谷雪国、早朝の化け粧しよう室しつの誓ちかいと再出発だった。


　一いつ般ぱん生徒代表、生徒会の若光の君。向こうはソロリティのお姫様。それだって周りが決めた評ひよう判ばんやレッテルにすぎない。この目で見たもの以外は、みんなみんな捨ててしまえ。


　自分が直接見たもの。拾ったもの。万年筆ともう一つ──。


　雪国は、教室の自分の席についた。


（手紙？）


　空のはずの机つくえに、なにかが入っていた。


　雪国は目を瞠みはる。





　──今日の放ほう課か後ご、四時。例の花はな園ぞので待っていてください。一駿河蜜。





　たしかに蜜のものだった。





　　　　　＊＊＊





　それから放課後まで、ものすごく緊きん張ちようしたのは言うまでもない。


　できうる限りの覚かく悟ごを決めて、約やく束そくの場所へ行ったわけだけど。


「いきなり遅ち刻こくですか？」


「あー、うん。ご、ごごご、ごめんね……」


　噴ふん水すいの隣となりにたたずんでいた一駿河蜜は、記憶の通りに愛らしく、そしてもう一つの記憶の通りにけんか腰ごしだった。


　こちらが一人で現あらわれたと見るや、猛もう然ぜんとあたりを確かく認にんしている。


「……あの、一駿河さん。なにかあるの……？」


「ないことを確かめているんです」


　きょろきょろ。きょろきょろきょろ。


「一駿河さん？　一駿河さん？」


「あなたがたの手て口ぐちはわかってますから」


「いや、ほんとに、誰だれもなにもないから。大丈夫」


「この程度で騙だまされる一駿河蜜じゃありませんから」


　信用がないにもほどがある。


　まだあたりを『キッ』と見回している蜜に、雪国は苦く笑しようするしかなかった。


「じゃあ、説明してください。できますか？　できませんよね。ほうらやっぱり」


「えーっと、その……掃そう除じが長引いちゃったっていうか……」


「言いい訳わけは聞きたくありません。甘あまったれは去され、だと思います」


　性格がきつい。これはけっこう本当のことかもしれない。


　一駿河蜜が、あらためて雪国を見上げた。背景の薔ば薇らの花々が、天然の効果だった。


　咲さき誇ほこるローズピンクと、淡あわい色のお人形。一度は見み惚とれた大きな瞳ひとみには、疑うたがいの色が濃こい。だけど、今はそれで良かったのだ。


「ありがとう。手紙くれて。また会いたいって思ってたんだ」


「ふん。しらじらしいんですよ。わざわざ顔出すような真ま似ねしてくださって」


　つんと顔をそむける。


　その通った鼻はな筋すじも、ほんのりチェリーな唇くちびるも──やっぱり──可愛い。


　むちゃくちゃカワイイぞこんちくしょー。


「だってあの時は、君がソロリティの子だなんて知らなかったしさ……」


「は？」


「いや、ごめん」


　こちらの話だ。


「とにかくですね、いい迷めい惑わくなんです。先せん輩ぱいがいくら脅おどしてくださっても、蜜は負けませんから。今日はそれだけ言いにきたんです」


「脅しって」


「負けないったら負けないんです。これは戦争で闘とう争そうです。ここで生徒会の脅しに屈する一駿河蜜じゃありません。なめんなよです！」


　人差し指をつきつけてくる。


　雪国は、たまらず口をはさんだ。


「あのね、ちょっと待ってよ。どうしてそこで脅しなんて話になるの」


「とぼけないでください。だってあそこで言いつける気だったんでしょう。典子お姉ねえ様さまたちの前で、あのときのこと」


「なにを言いつけるっていうんだよ。単に友達と焼きそばパン食べてただけだろ？」


　そのとき雪国は、人が絶ぜつ句くする様をまともに見てしまった。


　白い顔はますます白く、大きな目を見開いたまま、





「いっ、いやああ────────────！」





「なに。どうしたの一駿河さん！」


　制服のリボンを揺ゆらし、腰を落として泣き崩くずれる──と思いきや。


「うおああ！」


「ひどい！」


　ぶわっとフレアスカートがひるがえり、見えた下着は刹せつ那なの白。そこから長くのびた足が弧こを描えがく。こちらの顎あご先さきを踵かかとで強きよう襲しゆうされ、紙かみ一ひと重えの差で避よけるが、すぐ次が。


「ひどい。ひどい。ひどい。ひどい。ひどい」


「うわ、ち、ちょっと」


「死んで。死んで。死んで死んで死んで死んで死んで死んで。死んでください！」


　一回転。二回転。三回転。四回転。五回転。六回転。七回転。


　八回転目で、ようやく蜜の回まわし蹴げりは止まった。


「…………………………………………………………なにこれ」


「八歳までいた南なん米べいで、カポエイラを少々」


　ブラジルの奴ど隷れいから広まった、足あし技わざ中心のダンス格かく闘とう技ぎである。


　植え込みぎりぎりまで転げ回され追い詰つめられた雪国は、一ミリの乱れもないスカートの裾すそと、泣きそうな顔でたたずむ蜜を見み比くらべるしかない。


「日本に来てから使う日はないって思っていました。はしたないのは承しよう知ちのこと。封ふう印いんを解といた以上、先輩を殺して蜜も死ぬべきです！」


　なにか趣しゆ旨しが変わってきてるぞ。


「だって。だってだって。やっぱり見てた。見てたんじゃないですか。蜜はもう死にます！」


　死ぬ、だって。


「だって焼きそば。焼きそばパンだよ？　焼きそばパンでなにが死ぬの？」


「その庶しよ民みんな名前を連れん呼こしないでください！　人がきます！」


　自分は麻ま薬やくの話でもしているのだろうか。


　蜜は両手で顔をおおったまま、よろよろとベンチにへたりこんだ。たしかめるまでもなく、指の先まで真まっ赤かだった。


「……そんなに知られたくなかったの？　焼きそば」


「ひうっ」


　押した。トラウマスイッチ押した。


「ええっと、や、や、やのつく炭たん水すい化か物ぶつ入り食品」


　えーんえーん。お花の妖よう精せいさんが、マジ泣きしてしまっている。


　単に雪国は、拾ってしまっただけなのだ。万年筆の他に、コンビニのレシートを。


　レシートの小計は、焼きそばパンが六つだった。お値段税込み七五六円。例の万年筆と同じインクで、お友達との割わり勘かんの値ね段だんも書き込んであった。それだけだったのだ。


「先輩には……先輩にはわからないんです！　蜜がここまでくるのにどれだけ苦く労ろうしたか……」


　本当にわからない。まさかここまで反応されてしまうとは思わなかった。


「ソロリティに入れられた人間が、全員高級なものを受け付けるとはかぎらないんです！　礼れ文ぶん島とうの生なまウニが劇げき薬やくにしか思えず、庶しよ民みんのウニセンこそ真しんのウニと思う人間だっているんです。そういう体質なんです！」


　つまりあれか。生まれながらの貧びん乏ぼう舌じた。


　彼女の背中には、『いっそ殺して』と書いてあるような気がした。


「……あのね、一駿河さん。僕ぼくはべつに、誰に言いふらすつもりもないんだよ？」


「……………………そんなの、噓うそです」


「噓じゃないよ。一駿河さんがやのつくアレを」


　激はげしいけいれん。ここが地下の取とり調しらべ室しつかなにかで、自分が公こう安あんの人間にでもなった気分だった。


「そんなに隠かくしたがってたなんて、ほら……ぜんぜん知らなかったし」


　ぴくりと肩が動く。だが、蜜はまだ耐たえた。


「でも……蜜はソロリティの人間です。先輩は生徒会で」


「そうだよ。でも同じぐらいに、君の舌が貧乏なのは君のせいじゃないよね」


　隣でうかがう一駿河蜜は、金茶色の睫まつ毛げのふちに涙なみだが光り、髪かみのかかった頰ほおはほんのりではなく薔ば薇ら色いろで、まるで生まれたての子こ鹿じかのように不安げで。


　だから雪国は、迷まようことなく微わ笑らうことができたのだ。


「あのね一駿河さん。今日はお近づきの印しるしに、おみやげを持ってきたんだ。受け取ってくれるかな。きっと気に入ると思うんだ」


「……なんですか。これ……？」


「この界かい隈わいでお総そう菜ざいパンといえばコンビニじゃなくて井い村むら屋やさんなんだよ。空舟二丁目停てい留りゆう所じよ脇わき、徒と歩ほ一分。運動部御ご用よう達たしでボリュームからして次じ元げんが違うんだよ」


　一応、これを買いに走って遅くなったのだと言い訳させてほしい。


　渡した袋の中に入れておいたのは、定番の焼きそばパンに加えて、コロッケパン、チョココルネ、ピーナツバターコッペパン、そして一日二十個限定『名めい物ぶつ・はちみつれもんメロンパン』もだ。


　行きはスクールバスがあったが、帰りはタクシーだった。おかげで運転手に変な顔をされてしまった。


「大だい丈じよう夫ぶ。とってもチープでこってり油っぽいんだ。食べて？」


　ぐっとがまんするように顔をそむけるものだから、雪国はつい吹き出してしまった。





　──本日の収しゆう穫かく。


　一駿河蜜は、雪国より十センチ背が低い。


　性格、ややきつめ。かつ混乱系。


　スイッチが入ると泣くより前に足が出て、そしてたぶん──かなりのＢ級グルメ好き。


　ビニールの中のお総菜パンは、けっきょく彼女のものになった。


『おいしくないに決まってるじゃないですか。こんな安っぽくて庶民くさい……いやあソースがとってもジューシー……こっちはなんです、メロンパンの中にさらにクリーム？　信じられませんちょっと見せてください……はうんマイルド……』


　そう言いながらぱくぱくと行き、食べきれずに余あまったぶんまで名な残ごり惜おしそうにしていた。


　夕飯の後あと片かた付づけを終えて、自分の時間ができると、雪国は自転車のカギを持って玄げん関かんへ行った。


　予定とはだいぶ違うけれど、自分は楽しいのだろうか。


「あれ雪国、でかけるのかい」


「んー、ちょっとコンビニいってくる」


　ああそう、と菜な穂お子こがリビングへ引っ込む。熱あた海みから帰ってきた早そう々そう、怪あやしいおみやげをばらまいているようだ。それならアイス買ってきてと、対菜穂子装そう備びでヅラ装着済みの舞姫が付つけ足たしてきた。


（アイス、アイスねえ……）


　蜜に食べさせるとするならなにがいいだろうと、ついつい思し考こうが横よこ道みちにそれてしまう自分が情なさけない。でも、渡した井村屋のパンは気に入ってくれたみたいだし、あんなにおいしそうに食べられてしまっては、次はありませんとも言えないのだ。


　夜よ風かぜにパーカーの裾をなびかせ、雪国は街がい灯とうのともるニュータウンを走り抜けていく。


（もうちょっとあったかくなったら、かき氷ごおりって手もあるよなあ）


　あれだ。ちゃんとした甘かん味み処どころのじゃなくて、夜よ店みせで売ってるゲロ甘いやつ。あれなら喜んでくれそうだ。浴ゆ衣かたの一駿河さんも可か愛わいいだろうなあ。


　あれこれ考えすぎて、はじめの目的を忘れそうになるが、あわててガードレール沿いに自転車を止めコンビニへ入る。中で牛乳とアイスと目的のものを買ってから、雑ざつ誌しのグラビアを適てき当とうにめくり、やばいアイスがと店を出た。


「淡谷くん……？」


　自転車にカギをつっこんでいたところだった。


　ぼんやり顔をあげると、そこには制服のクラスメイトが立っていた。


　毛先を軽くした茶ちや髪ぱつをポニーテールにして、ブラウスのボタンは二番目まで外して、紺こんのボックスプリーツはウエストで折り返してミニスカートに改造。


　青美じゃなくて、五中の方の女子だ。


「うふ。こんばんは。淡谷くんは買い物？」


　雪国は舞姫のふりをしようとして、今の自分がヅラなしに部屋着の『リアル雪国』なことを思い出した。──ばかみたいだ。べつに普ふ通つうに受け答えしても問題ないのだ。


　あわてて髪かみをかき回し、ハーフパンツの足を広げて作り笑いをしてみせる。


「あ、あはは。こんばんは。そっちはなに、塾じゆく？」


「うん。駅前のとこっちでかけもち。成せい績せきさがっちゃったからママに放ほうり込こまれちゃった」


　そう言って川かわ上かみ藍あい子こさんは、こちらを見ながらガードレールへ腰こし掛かける。


「こんな遅くまで勉強させて。あたしが通とおり魔まに襲おそわれてもかまわないのねって言ったら、あんたなんて誰だれも手を出さないって。ひどい話だよね」


「ははは」


「でも淡谷くんは、すごいよね。どこにも行ってないのにあの成績だもんね」


「そんなことないよ」


「噓うそ」


　というより、どうしてこんなに親したしげなのだろう。この人。


　どれだけ記き憶おくを掘ほり起おこしてみても、彼女と話した記憶など数えるほどしかない。「今日の数学、自習だって」「へえ、そう」「宿題は教きよう卓たくの上だって」たぶんそれだけ。


　なのに川上藍子さんは、甘える口く調ちようでささやくのだ。


「ね、考えてくれた？　二番目でも三番目でもいいの。淡谷くんのカノジョにして！」







　　幕間








　強しいて言うならそう。君の転てん機きはたぶん、小学五年生。


　町まち外はずれの線路を越こえて、新しい塾じゆくに行き始めた。





　世界は広がり、夜の時間は長くなり、君は少しずつ、新しい物もの差さしを知る。


　たとえばそう、紙の上の数字の世界。


　君はそこで王様を見つける。









　　第３章　彼女INのHER 場合CASE







　──カノジョにして。カノジョにして。カノジョにして。カノジョにして。


　ぐわんぐわんと頭の中で鐘かねが鳴っているのに、川かわ上かみ藍あい子こは離はなれようとはしなかった。淡あわ谷やくん。せつなげにささやき腕うでをからめてくる。


　いったいなんの冗じよう談だんですか。ちょっと待ってほんとに僕ぼくいま雪ゆき国ぐにだよね。張はりつかれて破は裂れつしそうな頭でそう思ったときである。


「──そこまでだ淡谷雪国！」


　雪国は、冷れい水すいを浴あびせられたように反はん応のうした。


　振ふり返かえると、コンビニの陰かげから数人の男たちが現れるところだった。


　いやに黒いと思った服ふく装そうは、どれも気合いの入った長ちようラン刺し繡しゆう入りの特とつ攻こう服ふくだった。


　頭はフルフェイスのヘルメット装そう備び。こちらが退ひけば向こうが迫せまる。腕と背せ中なかに『空そら舟ふね上じよう等とう』『天てん・誅ちゆう・隊たい』と金きん糸しで筆ふで文も字じが躍おどっている。


　彼らはめいめいに木ぼく刀とうやチェーンをかまえ、雪国たちに向かって叫さけぶのだ。


「人の女をとったどころか、今度は川上さんかこの野や郎ろう！」


「やはり許ゆるすまじ淡谷雪国！」


「くらえぇ！」


　振ふり上げられる木刀。川上藍子が悲ひ鳴めいをあげる。


「えっ、えっ、え」


　明あきらかに雪国だけを狙ねらって打うち込こまれた一刀は、すぐそばの宅たく配はい便びんの看かん板ばんだけを破は壊かいして終わった。破は片へんが飛とび散ちり、蛍けい光こう灯とうが明めい滅めつする。なにやってんだおまえたち！　コンビニの店長が怒ど声せいとともに顔を出す。


「逃にげる気だぞこの女殺し！」


「えええええ────────っ！」





　アイスは、溶とけた。


　あたりまえだ。放ほう置ちした自転車を拾ひろって帰り着いたのは、夜の十二時を回っていたのだから。


　無む我が夢む中ちゆうだった。木刀を振り回す『天誅隊』から、ただひたすら逃げ回るだけですべてが終わった。こちらが起き死し回かい生せいの策さくとして、廃はい工こう場じようの裏うら手てで死体のふりをしなければ、明日にでもホンモノの死体が人じん力りき川がわに浮いていたような気がする。


「……………………ただいま……」


　泥どろのような声こわ音ねで玄げん関かんのドアを開け、靴くつを脱ぬいでいるところで舞まい姫ひめが顔を出した。


「どしたのユキグニ、いま帰き宅たく？」


「まあね……」


　訳わけのわからない特攻服の男たちに、死ぬまで追い回されたと言ってやると、舞姫は涼すずしげな瞳ひとみを見開いた。


「とっこうふく……」


「空舟上等とか、天誅隊とか。なんで僕ぼくが女殺しになるんだよ……」


「あー」


　あー、あー、あー、と舞姫は言った。


　そのまま無む言ごんできびすをかえし、ぎっくしゃっくと廊ろう下かを歩いていく。


「……舞ちゃん？」


「お風ふ呂ろわかす」


「………………………………………………舞ちゃん？」


　一いつ世せ一いち代だいの気合いをこめて名前を呼ぶと、ようやく彼女は止まった。


　背中がやけにすすけている。


「話せば、長くなる」





　　　　　＊＊＊





　さあどう言ったものやら。


　淡谷舞姫は内ない心しん、切り出しあぐねていた。


　舞姫にとって、空舟五中は転てん地ち療りよう養ようのためのサナトリウムだったのだ。そこで静かな学校生活を送るために、今回の交こう換かん計画はあったのだ。


　五中での学校生活を説明したことなど、ただの一度もなかったような気がする。なのにお人ひと好よしのユキグニは、舞姫の顔からいいところを読みとっていたらしく、順調だねとにこにこしていたのだ。


「……舞ちゃん。たしか舞ちゃんは、僕ぼくのかわりに五中に行ってるはずだよね？」


「うん。そう」


　こんなに信じやすい弟に、現げん状じようを説明するのは心こころ苦ぐるしかったが、もうごまかすのも限界なようだ。


　舞姫は、子供部屋に正せい座ざしたまま、一枚の封ふう筒とうを手て渡わたした。


『淡谷雪国くんへ』と書かれた、淡あわいピンク色の手紙である。





『淡谷くんへ


　クールなその目がとても好きです。


　女の子に媚こびない孤こ高こうなたたずまいにキュンとくる感じです。


　昔の雪国くんはちょっと頼たよりない感じだったけど、どうしちゃったの？　静かに黙だまってるとこを見てると、こんなにかっこいい男の子だったんだってどきどきする感じなの。


　よかったらつきあってください。ばいエリコ──』





　ぐらりと弟の体が揺ゆれた。だから見せたくなかったのだ。


「ここここ、これ。ラブレター」


「まだある」


　すかさず二枚目である。





『淡谷雪国センパイ[image: ]


　すきです。すきです。だいだいすきですっ。


　窓まど辺べに立つセンパイの、かっこよくてさびしそーな目を見たとき、アタシのセカイは変わっちゃいました。これって恋ですよね。ね？　ね？


　センパイはそっけなくて、アタシのことなんて気にもとめないと思うけど、こっそり見ている女の子がいるってこと、忘れないでいてください。そしてふりむいてくれるとウレシーです。


　今日はセンパイの夢ゆめを見れるといいな。今ならなにされても許しちゃいます。きゃっ』





「いったいなに見てたの!?」


「空。雲。お腹なか減へった。それだけ」


「うわあああん」


　舞姫とて、訳がわからないのである。


　雪国のかわりに雪国のふりをして学校へ行って、目立たないよう静かに過ごしていただけなのだ。雪国の成せい績せきを落とさないよう必死になって勉強して、女子のことなど目もくれなかった。


　なのに一枚、また一枚と手紙は増えていき、距きよ離りを取ろうとあしらえば、そこがまたいいと騒さわぐ女子が増えていく。


「……中には、あきらめの悪い子もいてさ。キスしてくれたらあきらめるって言うから軽くしたら、カレシ持ちだったらしくてまた修しゆ羅ら場ばに……」


　そして気づいたら、『どっさり』としか言えない量のラブレターが、下げ駄た箱ばこに押し込まれ、周囲からはモテキングなどとあだ名されるようになってしまったのである。


　ぼそぼそと説明していたら、雪国が舞姫の手をつかんだ。


「もういい。いいよ舞ちゃん……」


「そう？　まだあるよ」


　びらりと手紙を扇おうぎ状じように広げる。雪国は本気で泣きそうだ。


「ボク、普通にしてただけなんだ」


「うんうん。そうなんだろうね」


　さすが若わか光ひかるの君きみだ、とつぶやいている。


「女子ってほんとに面めん倒どう」


　舞姫は天を仰あおいだ。





（……どうしたものかな）


　気づけばいつもこう。


　ノートを取るだけで精せい一いつ杯ぱいの授じゆ業ぎようを終え、舞姫は三年Ｅ組の教室を出た。


　こと授業速度に関しては、青せい美び女じよ学がく院いんはお嬢じよう様さま学校なのだなと思い知る。受じゆ験けんをひかえた生徒を前に、ここはあれもこれもと教師がつめこもうとする。


　放ほう課か後ごに突とつ入にゆうした空舟五中の廊ろう下かは、つかのまの賑にぎやかさに沸わいていた。余よ計けいな装そう飾しよくなどどこにもない、実じつ用よう重じゆう視しの廊下の真ん中で、学ランの少年たちが野球をしている。


　ボールは使い古しのテニスボール、バットは上うわ履ばき。空から振ぶりをするたび野や次じが飛ぶ。来てからわかったことだが、教室や廊下の天てん井じように、よく靴くつやボールの跡あとが残っているのは、こういう遊びをするかららしい。舞姫にとっては、その風景自体が新しん鮮せんだ。


　男の子として学校に来たから、連れだってトイレに行かされることもないし、誰だれとお弁当を食べるかで頭を悩ませる必要もない。行ぎよう儀ぎにうるさいミセス・ダフネもいないし、このあたりはすっきりさっぱり、本当に気に入っていたのだ。


「あーわーやー、くんっ」


　ふりかえると、五中の女子が三人並んでいる。


「あのね、今日ヒマ？　映画のチケットもらったんだ」


「カラオケ行かない？」


「違うよあたしとだよおっ。図と書しよ館かんで勉強教えてって、この間から頼たのんでるもん」


　どうして君たち、ケンカする。


「あんたの頭じゃなに教えてもらってもムダよムダ」


「ひっどおい」


　せっかく静かな日々が送れると思っていたのに、これでは青美の二にの舞まいだ。


　騒ぐ人間がいる一方で、普通の生徒には遠とお巻まきにされ、浮くのは自分。もはや未来が目に見えている。


「行かないからボク」


　ぷいと顔をそむける。


「──ぃや～っ、やっぱかっこいい！」


「クールだあ！」


　自分がなじむ相手は、女子ではなく男子なのだ。これからは心を入いれ替かえ、より男らしく、隙すきなど見せない気き構がまえが必要なのだ。


　墓ぼ穴けつを掘ほり続つづけているのに気づかない舞姫は、黙もく々もくと鞄かばんに辞じ書しよを放ほうり込こむ。


「淡谷」


　それにしたってみんな、どうして自分ばかりねらい打ちにするのだろう。


「淡谷……その、いいか？」


「ふわい、なんれすか？」


　なんですかと言おうとしたが、鼻がつまってうまく喋しやべれなかった。


「と、取り込み中だったかな……」


「いや。もうれんれん平気らから」


　ここはもう、無理にでも平へい静せいを押し通すしかなかった。


　この学校、ぼろくて埃ほこりっぽいのがたまにキズなのだ。粘ねん膜まくの弱い者には少々つらい。


　すると向こうは、いきなり笑いだした。


「……あは。ごめんな。最近淡谷は変わったって聞いてたんだけど。なんかちょっと安心したよ」


「はあ……」


　ずいぶんと珍ちん妙みようなエイリアンだ。


　しかし一応、このさわやかエイリアンにも名前があることを知っていた。篤あつ基もと史し郎ろう。たしか雪国の知り合いで、生徒会で副会長をしているはずだ。


「用件ってほどの用じゃないんだけどさ。また頼たのめるかな」


「なるほど。了りよう解かい」


　舞姫は、きりりと眉み間けんに皺しわを寄せる。


　どうやらこの学校、校舎ともどもかなりの末まつ期き状じよう態たいにあるようだ。


　弟の校内での役やく割わりは、生徒会より下か部ぶのクラス委員レベルである。いわゆる執しつ行こう部ぶ員いん以外の予よ備び戦せん力りよくに、こうして招しよう集しゆうをかけなければならないというのは、よほどの戦争が続いているのだろう。相手はおそらく──。


「……教きよう師しとか？」


「は……先生？」


「違うか。ならどこだろ……」


　たとえば生徒会とＰＴＡ側の対立。思い起こすのは、二年前の『父ふ母ぼ会かいバザー決けつ起き事件』。あれほどの泥どろ沼ぬまでないにしても、文化系クラブと体育会系クラブの水と油な対立関係も見み逃のがせないだろう。空舟五中には青美女学院のようなソロリティ的独どく立りつ組そ織しきはないと聞いていたが、どこで別の問題がくすぶっているかわからない。


「板いた挟ばさみにされる苦く労ろうならわかる。使つかい潰つぶすことをためらうな。ボクは一いつ介かいの鉄てつ砲ぽう玉だま。どこでだって弾はじけてなんぼ」


　これでも昔はやんちゃをしたものだ。ニヒルに腕うでまくりをする舞姫に。


「ないよ。なんにもないよ。あるわけないだろ」


「そ、そうなの？」


「おかしいこと言い出すな淡谷も。単に人ひと手で不ぶ足そくなだけだよ。役員だけじゃなにもできないじゃないか」


　信じられない言葉を聞いたような気がした。


「人手、不足？」


「そう。庶しよ務むがいりゃずいぶん違うんだろうけどさ。難むずかしいよな」


「戦死でもドクターストップでもなく？」


「まあ、辞やめた子はいないよなさすがに。さぼり気ぎ味みのやつは多いけど」


「ソロリティもいないのに？」


「よくわからんが、その通りだよ」


　みな目前の部活や受験勉強に忙いそがしく、推すい薦せんを狙ねらう者以外は立りつ候こう補ほ者しやも少ないということだった。


「俺おれだってたぶん、貧びん乏ぼうくじだなと思わなくもないよ。こんな雑ざつ用ようしてる暇ひまがあるなら、他にすることはたくさんあるしさ」


「なんか……そんな……」


「淡谷はほんといい位い置ちつけたよ。うらやましいって」


　こぼす舞姫に、篤基史郎は苦く笑しようするだけだった。





　この世は広い。そんな気持ちでいっぱいになる。


　──生徒会。


　それは生徒の代だい表ひよう機き関かん。校則で定さだめた民主的な選せん挙きよで選ばれ、ほかの一いつ般ぱん生徒の模も範はんとなり尊そん敬けいと羨せん望ぼうを集める場。まさかあれを雑用と言い切られるとは思わなかった。


（ボクも青あそ美こに染そまってたってことなのか……）


　なにか少し、ショックだ。


　篤基史郎の頼み事は、旧きゆう校こう舎しやを無む断だん使用しているサークルへの注ちゆう意い勧かん告こくだった。


『空舟エンジョイ委員会っていうんだけどさ……代表がなかなか言うこときかなくてさ。まあ、無理はしないでいいよ。こっちの書類渡してくれるだけでいいから』


　とのことである。


『いや、そのままでいいってわけじゃないよもちろん。問題は多いし、正せい規きの手続きも取ってないし、他の同どう好こう会かいに示しめしがつかないって話もあるし。監かん督とくする先生方はもう、目め障ざわりだから即そつ刻こく出ていけっていつも言ってるよ。でも嫌いやだろ、誰だれだってもめごとは』


　無理はするな、としきりに強きよう調ちようしていた。


　向こうがそう言うなら、舞姫に反はん論ろんする理由はどこにもない。言われた通りに行って帰ってくるべきなのだろう。が、しかし──。


　舞姫は首をひねりながら、篤基に渡された『退たい去きよ通つう知ち書しよ』をひらひらと揺らした。


　空舟エンジョイ委員会。むりやり訳やくしてSORAFUNEソラフネ　ENJOYエンジヨイ　COMMUNITYコミユニテイ。さらに略してＳＥＣというらしい。


　推すい理りするところ地ち域いきの歴史研究会だろうか。それともボランティア同好会？　来月までに立たち退のかなければ、職しよく員いん会かい議ぎにかけ処しよ分ぶんうんぬんと、文書の字じ面づらだけはものものしい。


　舞姫の目の前には、新校こう舎しやから旧きゆう校舎へ続く渡わたり廊ろう下かがのびており、取とり壊こわし寸すん前ぜんという二階建ての校舎が、ぽっかり戸をあけて待っている。


「……微び妙みように、ヤな予感」


　特にこう、生徒会の承しよう認にんを得ていないというのが気にかかる。


　しかし、気き負おいすぎると肩かたすかしというのが、この学校での法則らしいので。


　舞姫は、すたすたと歩き出した。代表の名前は『芝しば目め夏なつ彦ひこ』と書いてあるので、こちらに書類を渡して帰ってくればいいのだろう。


　段だん差さのところで大きくスキップ。校舎へ足を踏ふみ入いれる。


　さらに一ピル回エツ転トから跳グラン・躍ジユ・テしたところで。





　ビービービービービービービービービービー──。





「な、なにっ？」


　激はげしい電子音が鳴なり響ひびく。着地と同時に身み構がまえるが、その足もとをさらうようにバレーのネットが襲おそいかかった。


　舞姫は悲ひ鳴めいをあげた。


　なんとか転ころんでよけるが、すかさず天てん井じようにくくられていたサンドバッグのフックが外はずれる。ぶうんと大きなスイングを描えがいて襲いかかる黒い塊かたまりを、舞姫、床ゆかぎりぎりにはりついて回かい避ひ。しかし、振ふり子この法則は無む情じようだ。立ち上がったところを時間差で後頭部から。


「あ──！」


　よけられない。


　衝しよう撃げき。暗あん転てん。不明。ブラック・アウト──。





「きゅう……」





　そして、完全にのびてしまった舞姫の背はい後ごを、謎なぞの野や戦せん服ふく二人組が陣じん取どった。


　廊下の端はしから。


　柱の陰から。


　わらわらとムカデのごとき匍ほ匐ふく前ぜん進しんで進み出て、手持ちのモップの先でつつきだす。


「う、うく」


　ぴくん。舞姫がかすかに反はん応のうする。服の下の胸に先せん端たんが触ふれてしまったのだ。


　なにか見てはいけないものを見ているような気になる二人組。だってなんというかこう──男にしては華きや奢しやな体つきといい、ううんと身をよじる仕し草ぐさといい、言いたくないが、色っぽい。


　かすかに漏もれる吐と息いきに、いや男だ、これ男だろと言い直す。


　そして、意を決してもう一度わきのあたりをツンツンと。今度は──起きない。


　二人組は、ようやくそれで安心したようだった。


「──あー、会長会長。対たい象しよう捕ほ獲かくせり捕獲せり。ひーほー」


『ご苦く労ろうであった。して、捕とったのは誰だれだね。ひーほー』


「…………」


『どうした。報告せよ大だい道どう寺じ構こう成せい員いん。ひーほー』


「いや、うん、あのさー……なんか生徒会のやつらじゃないみたいなんすけど。いいのかなひーほー」


『なんだとひーほー』


「淡谷だよ。淡谷雪国」





　　　　　＊＊＊





「ふあっくしょん！」


　雪国は、大きくくしゃみをした。


「やめてください。風か邪ぜですか？」


「……うー、ぐし。な、なんだろう。いま猛もう烈れつに寒さむ気けがして……」


　鼻をすすってしまう。


　たとえて言うなら、足の裏うらと首くび筋すじに氷こおりをつっこまれたような悪お寒かんである。しかもやたらと胸のあたりをつつき回されたような蹂じゆう躙りん感かん。


　ぶるぶる寒いと肩をすくめる雪国に、蜜みつが言った。


「自じ己こ管かん理りがなってないんですよ」


「うん……心配してくれてありがとう、一い駿する河がさん」


「なに言ってるんですか！」


　雪国はと言えば、蜜への『餌え付づけ』は続行中なのだ。


　井い村むら屋やの焼きそばパンで感動させたところに、すかさず「他ほかにもあるよ」とささやいて、庭園に来てもらっているのである。名付けてそう、Ｂ級からはじまる愛もあるよ大作戦。


（いまのとこ、思いっきり警けい戒かいされてるけどね！）


　来るなり広場を一周されて、他に人がいないか確かく認にんされてしまったのはご愛あい敬きようだ。


　庭園のベンチに腰こし掛かける一駿河蜜の膝ひざの上には、雪国がタッパーに入れて持ってきた庶しよ民みんランチがのっている。


「それでね、一駿河さん。こっちの端はしからみどり屋のごま豆どう腐ふ。ミート斉さい藤とうの野菜コロッケ。あと家族の評ひよう判ばんは微び妙みようだけど、Ｓマート空舟南店の限定ぽんしゃぶポテトサラダはぜひ食べてみてほしい」


「……チ、チープですね」


「でもおいしんだよ。じゃがいものくせにしゃぶしゃぶ気分が味わえるんだよ」


　わかります、とばかりに蜜がうなずく。その目はひたすらタッパーにだけ注そそがれ、頰ほおは薔ば薇ら色いろ。唇くちびるは宇う宙ちゆうの深しん淵えんをのぞいたように引き結ばれている。


　ひとこと指し摘てきすれば「そんなことありません」と必死で否ひ定ていするだろうが、蜜はすっかりタッパーの中身に心を奪うばわれてしまっているようだった。


「わかりました。勝手に持ってきたのは先せん輩ぱいですが、そこまでおっしゃるなら、た、食べてあげなくもないですよ？」


「うん。食べてよ」


「いいですか、強きよう要ようされたんですからね。そのへん間ま違ちがえないでくださいね」


　蜜は、おそるおそる割わり箸ばしを持ち、まずは半分に切ったコロッケを口に入れる。


　その瞬しゆん間かん、丸い琥こ珀はくの瞳ひとみが見開かれる。


　きれいでそつのない箸はし遣づかいが、ぱしぱしぱしとおかずをつまんでいく。コロッケをぱくり。ごま豆腐をぱくり。さらにはぽんしゃぶポテトサラダ。お茶を一口。


「まずい。ほんとにまずい。まっずーい……」


　彼女はどんどんとテンポをあげ、最さい終しゆう楽がく章しようにさしかかる頃ころには、空からっぽのタッパーだけが残される。





[image: ]


「ああまずかった……」


　うんうん。とても幸しあわせそうだ。


　とろんとうっとり頰を染そめて食後の感かん慨がいにひたる蜜は、雪国をとても満まん足ぞくさせるかわいらしさだった。


　白いレースのハンカチで口くち許もとをぬぐっている彼女に、雪国はきいた。


「あとね、一駿河さん。これも食べる？」


「なんですかっ」


　家の余あまりで作ってきたのだ。


　かりんとう。


　雪国は、鞄かばんからビニール袋ぶくろを取り出す。パンの耳と砂さ糖とうとバターで、ぶわっと一気につくるのがコツである。


「……こんなものが、この世に……」


　あるのである。


「あのね、落ち着いて食べていいよ。いっぱいあるから」


「ひりまへん（知りません）」


　かりぽりかりぽり、かりぽりかりぽり、一いつ生しよう懸けん命めい食べている。


　この学院にきて、舞姫以外の女の子の小しよう食しよくっぷりにおどろいたものだが、食べる時は食べるのかもしれない。


　これで食べているのがチョコやマカロンのようなプチスイーツだったら、かなり絵になる光こう景けいなのだろうが、彼女はそれを受け付けないのだ。


「あのさ、いつ気づいたの？　自分の舌が貧乏だって──」


　ぎっとにらまれる。


「このまま終わるつもりなんてありませんから。ちゃんと克こく服ふくするつもりですから」


「そ、そうだね。あくまで参考意見でいいよ」


　架か空くうの、たまたま話題にのぼってしまった、似たような境きよう遇ぐうの女の子の話である。


　蜜は、パンの耳をつまんだまま、そうですね、と遠い目をした。


「もともとその子は、お父とう様さまについて世界各地を回ることが多かったんです。お父様が南なん米べいでコーヒー豆とレアメタルの買い付けをされている間、現地の農場に逗とう留りゆうして、使用人の方と歌ったり踊おどったり、家族のようにお世せ話わしていただいてました」


　そして身につけた華か麗れいな足あし技わざ。


「ラスベガスでホテル買ばい収しゆうに取り組まれている時は、出入りのバンドマンの方と一いつ緒しよにいることが多くて、三食ハンバーガーでした」


　ちょっと見てみたい。ラスベガスの光線に照てらされて、ショーガールしてる一駿河さん。


「でも、お父様を置いて日本に帰ってくることが決まって。青美女学院は良家の子し女じよが集まるところだから、がんばってカンを取とり戻もどさなきゃって、レストランや料りよう亭ていに連つれていってもらったのですが……」


「ことごとくまずかった、と」


　こくり、と蜜はうなずいた。


「ねぼけて味がしないっていうか……はじめは……日本の料理自体が口に合わないかと思ってたんですが……」


　疲れた体で、ある日彼女はファーストフード店に入ったのだという。アメリカ時代に食べた、ハンバーガーやポテトが無む性しようになつかしかった。そしてお値ね段だん数百円のぎとぎとチーズバーガーを食べたとき、悟さとってしまったのだ。ああ──自分はもう、戻もどることのできないジャンクな味み覚かくの持もち主ぬしになってしまったのだと。


「わかりますか。それからの蜜の生活。お姉ねえ様さまにお菓か子しやお料理をすすめられても、断ことわるしかないんです。今じゃすっかり『ケーキ一つ食べきれない小食キャラ』ですよ。好きじゃないだけなのに」


　肩かたが凝こる話だ。


「寝ね不ぶ足そくでも早朝朗ろう読どく会かいには出ないといけないし、テストのお点よりリルケの暗あん唱しようですし、シェフ村むら上かみの料理なら食べなきゃいけないんです。蜜オリーブオイル苦にが手てで食べるとお腹なかこわすのに！」


　肩どころじゃない。命がけだ。


「生徒会は、実じつ務むだけこなせばいいと思ってますよね。ふんです。甘あまいんですよ」


「そっかあ……」


　荒あらい息をつく蜜を見ていると、本当にかわいそうになってきてしまった。


　今ではもう、クラスの女子からこっそり差し入れてもらう、コンビニの庶民食だけが生命線だという。


「良かったね、飢うえ死じにしなくて……」


「うめ組の方には感かん謝しやしてますよ。だから蜜は……」


　長い睫まつ毛げの瞳を伏ふせる。


「生徒会は、どうしてお姉様の案を受けてくださらなかったんですか？」


「え？」


「ボディガードの件です。みんなＳ・ザ・リッパーのこと怖こわがってるのに」


　どこか責せめるようなまなざしを向けられ、雪国はたじろいだ。


「発ほつ端たんになった通とおり魔ま事件、うちのクラスから被ひ害がい者しやが出てるんです。一ひと月つき前まえに髪かみを切られて。今でも元気がなくて」


　蜜はずっと犯はん人にんを捜さがしているのだという。助けてくれたクラスメイトのために。


　手がかりは少ないものの、あきらめるつもりはないらしい。


「だって、許ゆるせないじゃないですか。卑ひ怯きようなことして平気な顔してるなんて」


　この小さな体に、そこまでの正せい義ぎ感かんが眠っているというのが意外だった。


　じっさい彼女は腕うでがたつ方なのだろうが、それでも、あまり危あぶない真ま似ねはしないでほしいなと思った。


（だって襲おそわれちゃったらどうするんだよ！）


　蜜がアヤシイ男と対決して、返かえり討うちにあっている様子を想そう像ぞうしてもだえていたら、蜜が言った。


「いきなり言われても困こまるって顔ですね」


　不ふ満まんげにとがる口くち許もとに、背せ筋すじが凍こごえる。いやべつに、服は脱ぬげてないよ。まだ大だい丈じよう夫ぶだよ。


「そうですね。こんな場で持ち出すのは卑怯だったかもしれません。蜜の失しつ言げんでした」


　違う。違うんだ。悪いのは想像してちょっと萌もえちゃった僕ぼくだ。


「いただくばかりじゃ、申もうし訳わけないですから。次は蜜が持ってきます。それじゃあ、さようなら」


　蜜はそれだけ言って、花園の間を走っていった。


　一人きりでベンチに座っていると、なにかひどく馬ば鹿かなことをした気分になった。頭をかきむしれないのがもどかしく、雪国はうなだれかけるが。


「…………つぎって…………え、あるの？」


　とりあえず、喜んでいいのか？
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　──エイリアン警けい報ほう。


　──エイリアン警報。


　どうやら取とり替かえ通学最大の危き機きがやってきたようだ。


　舞姫が体をこわばらせる様さまを、二人の少年たちが、もの珍めずらしそうに見上げている。


　そこは、薄うす暗ぐらい空あき教室の中だった。舞姫は後ろ手に縛しばられ、天てん井じようから吊つるされている。照しよう明めいは落とされ、片かた隅すみで光るテレビの明かりだけが、唯ゆい一いつの光こう源げんだった。


　もののテレビはどうしてだか、四よ畳じよう半はんほどの座ざ敷しきスペースに置いてあった。柔じゆう道どう場じようから畳たたみでも盗ぬすんできて作ったのだろうか。傾かたむきかけたちゃぶ台まで設せつ置ちしてあり、皿さら入りのミカンと、首だけホルスタインにすげかえられたガンダム人形が置いてあった。『ウシなんて飾かざりです』──ポストイットの標語が腰こしのあたりに貼はってある。


　しかしどれだけ待っても、足もとの少年たちは離れようとしない。そろいの野や戦せん服ふくに、そろいのゴーグルというものものしい風ふう体てい。一人は地下鉄のシートが二人分いりそうな巨きよ漢かんで、もう一人が子こ供ども料金サイズだ。おのおの竹し刀ないやモップを片手に、舞姫の秘ひ密みつを暴あばく算さん段だんでもしているような気がした。あの手が学ランのボタンにのびてきたらどうしよう。もうだめだ。未開のエイリアンの餌え食じきになっておしまいなんだ。


「……ユキグニ、たすけて……」


「おお。起きたか淡谷」


　扉とびらが開き、新しい声の登場に、舞姫はぎょっとする。


　こちらは比ひ較かく的てき、まともそうなエイリアンだった。格かつ好こうは普ふ通つうの詰つめ襟えりだ。ひょろりと背が高く、武ぶ器きのかわりにコンビニ袋を持っている。


　足もとのエイリアンたちが振り返った。


「あ、会長ー。おかえりっす。ブツ買えたっすか？」


「おお見よ、ペプシとヤンジャンの新しい号……って、俺おれはパシリか！」


「じっさい似たようなもんすよね」


「失しつ格かくだ。捕ほ虜りよが起きているではないか大道寺構こう成せい員いん」


　少年の指し摘てきに、あらためてこちらを見上げる巨漢＆子供料金。舞姫はうっと喉のどをつまらせ、けれど必死ににらみつける。


「……なんだよ。ボクがなんだ」


「どうしたというのではないのだがな」


　詰め襟の少年が、あらためて舞姫へ近づいた。


「ごきげんよう、生徒会の手て先さき君。俺はＳＥＣ会長の芝目夏彦と言う」


「ＳＥＣ会長……」


　芝目と名な乗のる口調も、まっすぐこちらを見上げる糸いと目めも、どこか人を食った雰ふん囲い気きがある。彼は腕うで組ぐみしたまま、薄うすく笑った。
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「ふふ、おどろくかな。君のこともすでに知っているぞ。三年Ｅ組、淡谷雪国。成績優ゆう秀しゆう、ややうっかり。園芸部と契けい約やくをかわして、校こう庭ていの隅すみに花か壇だんを持っている」


「よく言うよなー。終わってからやっちまったって必死に調べてたくせに」


「そこ！　外がい野やうるさいぞ大道寺構成員！」


　びしりと芝目が指をさす。大道寺と呼ばれた子供料金は、かけていたゴーグルを外し、けらけらと笑った。


「ちなみに、こっちのでかいのが豆まめ坂さかねー。オレは大道寺よん」


「勝手に自じ己こ紹しよう介かいするな！」


　ややこしい組み合わせだ。


「なーなー淡谷、おまえって気き絶ぜつする時、オンナノコみたいな声だしてんのな。きゅうとか言って、それか。そのカワイサが女子をつかまえんのか」


「はあ？」


「とぼけんなよ。ちょっと前まで非ひモテの最さい底てい辺へんにいたくせに、いきなり百ひやく人にん斬ぎりに転てん向こうした奇き跡せきの男」


　芝目が、耐たえかねたように咳せき払ばらいした。


「あーあー、よろしいかね大道寺構成員。質問はあとにしてくれないか。ＳＥＣ会長が、非ひ常じように大事な話をしたい気分なんだが」


「え、べつにいいすよご自由に」


　紙っぺらのような扱あつかいだ。


　そのぺらぺら感を芝目も感じているのか、肩のあたりが悲しそうだった。


「………………とにかくだな」


「なに。ＳＥＣ会長」


　少し浮ふ上じようしただろうか。


「そうとも。俺は空舟ＳエンジョＥイ委員Ｃ会の長として、断だん固ことして言わせてもらう。我われ々われは、なにがあろうとこの部室を死し守しゆするとな！」


「そう言われても、困る」


　舞姫は、中ちゆう空くうで揺ゆれてみせた。


　すごんで決意されても、こちらとしても困ってしまうのだ。


「言う相手が、違う。ボクは執しつ行こう部ぶでもなんでもない」


「そこが奴やつらの卑ひ怯きようなところなのだ」


　芝目は手て近ぢかのパイプ椅い子すを引っ張ってきて、その上にどっかりと腰こし掛かけた。


　コンビニ袋から、買ってきた駄だ菓が子しを取り出す。


「……ひとつたべるか、うまい棒ぼう」


「くれるなら、もらう」


　上空二メートルの自分に、餌付けできるならしてみてほしい。


　案あんの定じよう、芝目は前ぜん言げんを撤てつ回かいし、自分でうまい棒なっとう味の袋を開けている。


「誰だれも食べない限定商品ばかり好きになる男ってのもいるよな」


「まあ、かもしれない」


「しかも、うまいとおもっているのは自分だけだったりするんだ」


　芝目は、しみじみと言った。


　彼らが運営する空舟エンジョイ委員会ことＳＥＣは、もともと校内の写真部からできた同好会らしい。しかしゆえあって部内から独立。そこからあらためて届けを出したが、いまだに却きやつ下かされ続けているらしい。


「なんで？」


「執行部や教きよう師し陣じんは、この手の活動に理り解かいがないからな。典てん型けい的てきなサラダ味だ。部ぶ室しつ棟とうも追い出されたし、それなら自じ衛えいをするしかないというわけだ」


「いったい何してる部活なわけ……？」


　なにげなくたずねたのだが。


「ふむ。聞きたいか？　淡谷雪国よ」


　この少エイリ年アン、見た目は某ぼう魔ま法ほう学校小説の赤毛親友みたいな脇わき役やく感なのに、ときおり妙みように確信に満みちた目をするなと思う。


「時にだな淡谷。人が日々をエンジョイするのに必要なのはなんだと思う？」


「は？」


「水か？　空気か？　まあ俺たちの年ねん齢れいで正しよう直じきに告こく白はくするなら異い性せいだろう。ボーイミーツガール。当たり前の話だ。しかしこの世にはな、簡かん単たんに異性とお近づきになることのできない、エンジョイの難むずかしい生き物も存そん在ざいするのだ。一いつ定てい数すうな」


　そこでＳＥＣだと彼は指をたてた。


「SORAFUNE ENJOY COMMUNITY──それは青春のなっとう味」


　大道寺が後ろで腕うで組ぐみする。


「棚たなの入れ替えを待ちつつ、定てい番ばんや売うれ筋すじの陳ちん列れつ棚だなへは決して加くわわれないやつらが集つどう場所」


　豆坂が無む言ごんでマッスルポーズをきめる。


「まあありていに言えば、つかず離れず犯はん罪ざいにならない距きよ離り感で空舟市内の美少女を観かん察さつする会なのだ。ＳＥＣってのは」


　大まじめな宣せん言げんに、舞姫は言葉をなくした。そしてもう一度ぐるりと、『部室』の中を見渡した。


　薄うす闇やみの中、膨ぼう大だいな写真があった。


　どれもこれも女の子だった。


　女子校、女子大、はては専門学校や小学校の部にいたるまで、抜けることなく取りそろえた膨大な資料。所ところ狭せましと張られた美少女たち。


　ただの環かん境きようビデオかと思ったテレビ画面の映像は、青美女学院の体育祭だった。去年の秋──初しよ等とう科かや高こう等とう科かも交まじえて紫し紺こんの袴はかまをはいて、長なぎ刀なたの演えん舞ぶをした様子がそのまま流れている。


　気づけば舞姫は、簀す巻まきにされたままため息をついていた。


「あ、鼻で笑ってやがる」


「モテキングだもんな」


　そんなに情けないのかと、少年たちは聞いてきた。否いなと言いたい。


「なんで……そんなにみんな……女の子が好きなの……」


「可か愛わいいじゃないか」


「ボクはもういいよ。飽あき飽きだ」


　うおおお。ＳＥＣが信じられない言葉を聞いたように後あとずさる。


　しかしもう舞姫は、本気でうんざりなのだ。まとわりつかれて雪国にも迷めい惑わくをかけて、いいことなどなにもない。


　すすけた背中でうなだれている舞姫を、いつしかメンバー全員で見守る形になった。


「……やっぱり、噂うわさは本当だったんすよ会長。行きすぎた女遊びで、空舟天てん誅ちゆう隊たいが動いたとかいう……」


「よっぽどひどい目にあったんだな……」


「……まあなんすか。見せてやりますか俺らのコレクション」


「今のこいつにゃ物もの足たりんかもしれんが……」


　そろそろと縄なわをとかれ、座ざ敷しきでビデオ鑑かん賞しよう会がはじまった。出てくる青美女学院の映像の一つ一つにつっこみをいれ、落ち着いて撮とりたいなら西にし門もんよりも山側から攻せめた方がいいとコメントを返す舞姫は、たしかに希き少しような存そん在ざいだったかもしれない。


　そうしてひとしきり学院内の構こう造ぞうとセキュリティをレクチャーしたあと、もらった称しよう号ごうは『ＳＥＣ名めい誉よ兄あに貴き』だった。


　夜、舞姫は床とこについて、ま、いっかと一度だけため息をついた。


　ベッドの下段の雪国が、これまた意味もなく笑っていて少し怖こわかった。


　夢ゆめでも見ているのだろうか。
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　真っ白いリネンのテーブルクロスに、飾かざりつけるはとっておきのかすみ草そう。


　本日のおゲ客ス様トは、ふわふわ髪かみに大きな瞳のお嬢じようさん。ようこそ一駿河蜜さん。今日のセッティングはみんな君のためにあるんだよ。


「前アンテイ菜パストです」


　お皿に載のせて饗きようするは、綺き麗れいに飾った魚ぎよ肉にくソーセージ。


「素す敵てきなお味ね……」


「続いてスープです」


　ことり。コンビニのおでんを汁ごと。


「具ぐははんぺんとすじ肉です」


「どうして蜜の好このみを……？」


　白しら髪がの給きゆう仕じ係がかりは微ほほ笑えむばかりだ。


　そして極きわめつけのメインディッシュ。


「空舟駅北口、『だいちゃん亭てい』のもやしラーメン。チャーシューと味あじ玉たま添ぞえです」


「蜜、うれしい」


　感極まって、少女は涙なみだをぬぐう。そして、傍かたわらにたたずむ店のオーナー、雪国の胸むねへと飛び込むのだ。


「大好き……」


　あっはっは。あっはっは。あーっはっはっは……。





「はっ」


　がたんと椅い子すから立ち上がって、雪国は硬こう直ちよくした。


　そして、自分がいまいる場所が、青美女学院の生徒会室なことを思い出した。


　六時間目の授じゆ業ぎようが自習だったので、部屋にいるのは雪国と久く我が原はらさゆねの二人きりだ。不ふ思し議ぎそうに見返す彼女の顔を見ないように、雪国は息を吐ついた。落ち着け。呼こ吸きゆうを整ととのえろ。乱みだれた自分を悟さとられるな。


「雪国さま？」


「……あー、いやいやべつになんにも……」


「気でもゆるまれましたか？」


　ふかふか社長椅子にうずもれ直すと、久我原さゆねが傍かたわらに立った。


「なんだろう。疲つかれてんのかな……」


「こんなものを熱ねつ心しんにお読みになられるぐらいですし」


「あっ」


　返せと言う間もなく、机つくえに広げていた雑ざつ誌しを取り上げられる。


「……そらふね美び食しよくマップ☆Ｂ級グルメ編ですか……」


「よ、読みあげるなよ……」


「付ふ箋せんが付いてますね。『夜や景けいの見える素敵レストラン──綺麗な景け色しきとおいしい食事で、その後の展てん開かいもドキドキ!?』素敵なコピーセンスですね……」


　なんの拷ごう問もんだ。雪国は顔を赤くする。


「ちょっと気になっただけだよ。いいじゃないかべつに」


「そうですね。近ちか頃ごろは、一駿河蜜との交流も多いようですし」


「！」


　身を起こす雪国に、シノビの少女は冷ひややかだった。


「ほどほどになさらないと、いつかひどいことになりますよ？」


「な、なにがひどいことって。べつに、普ふ通つうに話してるだけだよ」


　やましいところはなにもない。想像上はともかく、こちらは舞姫としての節せつ度どを外した行動など、なに一つしていないはずだ。


　すると久我原さゆねは、すっと目を細めた。


　背もたれごしに、雪国の頰ほおへ触ふれてきたかと思うと。


「────」


　キスだった。


「あ、あ、あ」


「洒しや落れです。本気になさらないように」


「洒落？」


「舞姫さまなら洒落ですむ範はん囲いということですよ。あなたは舞姫さまですから」


　舞ちゃん。きみどんだけ酒しゆ池ち肉にく林りんなの。


　相あい変かわらず彼女は、表ひよう情じようひとつ動かさなかった。ふたたび椅子からずり落ちそうになっている雪国を見み下おろし、指先で自分の唇くちびるをなぞる仕し草ぐさが、妙みようになまめかしいと言えなくもなかった。


「誰だれとなにをされてもけっこうです。ですが、いまこの時期にソロリティを刺し激げきするような真ま似ねはおやめください。彼女はロワイヤルメンバーの蜜姫ひめなんですよ」


　頭の中は混乱しきっていたが、むちゃくちゃを言われていることだけはわかった。


「じゃあなに、僕ぼくが舞ちゃんのふりをしてる以上、生徒会の君とキスするのはありで、一駿河さんとは会うのもいけないっていうの？」


「まだ混乱が少ないと申し上げているんです」


　狂くるってる。


「ワタクシでは不ふ足そくですか？」


「そ、そういう問題じゃないよ！」


「答え方まで姉きよう弟だいそっくりですね」


　どこまで本気で言っているかわからない。


「ちなみに──八九・五八・八八」


「な、なんの数字かな？　僕しらないな」


「あまり、ここが女子校であるということを甘く見ない方がよろしいですよ？　雪国さま」





（そう言われても）


　いくら突とつ飛ぴな心配をしてくれても、彼女の心配は、しょせん勘かんぐりでしかないのだ。


　雪国は考える。今のところ、蜜はこちらのやることに慣なれる気などなさそうだ。言うなれば毛を逆さか立だてた猫ねこにエサをやろうとしているようなものであり、こちらのエサは食べてくれてもひっかかれてばかりが現げん状じようである。


（というかさ、スカートはいてなにしろっていうんだ……）


　あの人の言うことは、本気で取ると疲れそうだ。


　ちょっとへこみながら庭園へ向かう。


　鞄かばんの中には、新しく仕入れたジャンクフードの数々が詰つめ込こんであった。庭園の花にあふれた生いけ垣がきの端はしに、白いリボンの蜜がいて、彼女は指先で薔ば薇らの花びらをつついていた。


「コーネリア？」


　雪国が呼びかけると、振り返る。


　絵になる風景の中にいた蜜が動き、雪国のことを見つめる。この瞬しゆん間かんが、一番好きだ。


「違うか。ここの庭には多い品ひん種しゆだよね」


「先せん輩ぱい……」


「そうそう、ここっていやに花の保もちがいいみたいだけど、なにか理由があるのかな」


　趣しゆ味みの話題に引き込んでみるが、反はん応のうは鈍にぶかった。


　恒こう例れいの『他に人がいないかチェック』がはじまるかと思えば、それさえもない。ただ華きや奢しやな肩をさらに小さくさせて、目を伏せてしまう。


「どうしたの？」


「……ちょっと……お姉ねえ様さまに叱しかられてしまったっていうか……」


「え」


　どきりとする。


　思い浮かんだのは、久我原さゆねの忠ちゆう告こく。


「あの、もしかして一駿河さん。僕のせいで立場が悪くなったりとか──」


「そんな。それだけはないです。ぜったいです」


　そこまで言い切られてしまうと、なにか傷つく。


　あんまりしつこくするからと、蜜は小声でつぶやいている。


「先輩はわからないかもしれないですけど、良い方なんです典のり子こお姉様は。誰より努ど力りよくされていますし、いつだってソロリティとロワイヤルメンバーが気け高だかくあるにはどうしたら良いかを考えてらっしゃるんです」


　なんでも彼女は、また通とおり魔まの話題を出したらしい。


「それで叱られたの？」


「……だって、どうしてだかわからないんです。お姉様は、Ｓ・ザ・リッパーにも会ってるはずなんですよ。許いい嫁なずけの秀ひで幸ゆき様と一いつ緒しよに、捕つかまえる直前まで行かれたと。どうしていつもはぐらかすような真ま似ねをされるのかわからなくて」


　どうにも納なつ得とくがいかないらしい。


　舞姫を黙だまらせたという逸いつ話わを聞いていただけに、たしかに不ふ思し議ぎではあった。


　これはひょっとして──生徒会の執行部が言っていた推すい測そくも、あながち間違いではないのだろうか。


「ですから今日はもう、来るのもやめようかと思ったんですけど。でも、きのう約やく束そくしましたから」


「へ？　約束？」


　蜜はむっつりしかめっつらのまま、鞄から小さな包つつみを取り出した。


　それは綺き麗れいな包ほう装そう紙しとシールでラッピングされた、ブランドもののお菓か子しらしかった。


「これが……な、なにか？」


「か、勘かん違ちがいしないでくださいね。家にあった余あまりもので、蜜が食べても、おいしくないですから。あげます。それだけです」


　ぽとりと手のひらに落とされて、けれど雪国は、身動きひとつ取れなかった。


　こんなサプライズがあるだろうか。


　ほら雪国。なにか言ってやれ。でないとただでさえご機き嫌げん斜ななめなお嬢じようさんが怒おこり出すぞ。


「い、いらないならもういいです。最低！」


「うん。ありがとう。うれしいよ」


　大だい金きん星ぼしだ。


　雪国は泣きたいほどにうれしかった。拳こぶしを突つき上あげて歓かん喜きしたかった。


　ああビバ、初・プレ・ゼント────。





　　　　　＊＊＊





「なあ兄あに貴きー。これ誰だかわかるっすか？」


「……鶴つる谷やさん。三年もえぎ組」


「うおっ。じゃあこれは？」


「小お渕ぶち原はらさん。いまは高等科にいる」


「オブチハラ、オブチハラ……ついに無む名めいの君に名前が！」


「よかったね」


「最高っす！」


　すでに定てい位い置ちとなった座ざ敷しきの上で、舞姫は質しつ問もんに答えている。


　大道寺と豆坂が抱えて持ってきているのは、長なが年ねん撮とりためてきたという『青美女学院特集ファイル』だ。個人情報の取とり扱あつかいがことさら厳きびしい青美女学院では、写真は撮れても名前が特定できないという状じよう態たいが続いていたらしい。


「すげえ……ありとあらゆる空くう白はくがうまっていくぞ……」


「あとは……聖せいマリエン女じよ子しと紅こう月づき学がく園えんならちょっとわかるかも」


「おいしすぎるぞそのラインナップ！」


　姉し妹まい校こうだから交流があるだけだ。


　二人は座敷をごろごろ転げまわっている。ちゃぶ台の上のガンダムホルスタインが、かたかたと揺ゆれた。


　どうしてこんなことになっているのかと言われれば、舞姫にもよくわからないのだ。ただ、教室にいるより気は楽だった。


「やっぱ青美は神しん秘ぴ度どが違うよなっ。乙おと女めの花園。森の中の絶対空間！」


「制服がかわいいのがいい」


「ああでも紅月のミニスカも捨てがたいか……タータンチェックに黒ニーソ……」


「そうか」


　舞姫、ぽんと手を打つ。


「ここ、話題は女子ばっかなのに、本物の女の子がいない」


「ぐさっ」


　メンバーがいっせいにうめいた。


「だから、居い心ごこ地ちいいかも」


「…………そ、そうか。オレたちにゃとんと理り解かいできねえ境きよう地ちだ……」


　さすが兄貴。大道寺が汗あせを拭ふき拭きつぶやいている。


「……会長はなにしてる？」


　会長の芝目夏彦と言えば、ひとり座敷の隣となりの事じ務む机づくえにはりついて、背中を丸めてノートパソコンをいじっていた。なんとなく、残業中のサラリーマンの体てい。


「どっすか会長ー。サイトのメンテ終わったっすかー」


「…………貴き様さまら。人に面めん倒どうなことばかり押しつけよってなあ」


「そのために会長がいるんじゃないすか」


　ああ、また哀あい愁しゆうの風が吹いている。


　舞姫は二人を置いて、座敷を離れた。


　事務机の上で、なんのお仕事ですかと思えば、パソコンにはネットがつながったままだった。もぞもぞと、芝目の肩かた越ごしにのぞきこんでみる。


「こら、押すな淡谷」


「……魔ま法ほう使つかいの卵たまごだ」


　舞姫の目の前では、小さな短たん足そくネズミが踊おどっている。





　──ひーほーフロイライン。ご相そう談だんはなんですか？





　トップページの決まり文もん句く。


　短足ネズミはだぶだぶの青いローブを着て、星の模も様ようのとんがり帽ぼう子しをかぶって、手には魔法のタクトを握にぎっている。まるでいっぱしの魔法使い様だが、画面の端に流れるアニメーションは、使う魔法がことごとく失敗するドジばかりだ。


《魔法使いの卵》というそのサイトは、たくさんお願い事が集まる、空舟市中心の相談コミュニティだった。


『瘦やせたいんです（空舟西中・二年）』


『好きな人がふりむいてくれません（Ｎ大付属高一年）』


『ありがとう見み習ならいさん。うまくいきました（空舟商業二年）』


　出てくる出てくる。リアルタイムで増え続ける願い事。どれも当人にとっては、なににも代えられない悩みだろう。対する回答ときたら、どれもとぼけて、でもどこかあたたかくて。


　ここに相談すれば、どんな願いもかなうというのが、舞姫たちの間でのジンクスだった。


　拍ひよう子し抜ぬけしたようにネズミのひーほーをクリックしている舞姫を、今度こそドン引きで見守るＳＥＣメンバー。


「……おい大道寺構こう成せい員いん。なんだこのバケモノは」


　ついにバケモノ扱あつかいだ。


「い、いやいや会長。兄あに貴きのポテンシャルを甘く見ちゃいけねーっすよ。このカワイメな顔で、言うなりゃ連れん邦ぽうの白いやつっす。兄貴にかかりゃ、ストロベリートークの合あい間まにこの手のサイトの一つや二つ……」


「しかし男でここ知ってるやつ初めて見たぞ……」


　なにごとだ、とつぶやかれてしまった。芝目は珍ちん獣じゆう扱いだし、大道寺は勝手にしたり顔だし、豆坂は硬こう直ちよくしてしまっている。


　しかし、本来女の子であるはずの舞姫にとっては、珍しいどころか必ひつ須す項こう目もくなのだ。


「そーいうキミたちは、なんで知ってる？」


「それは、ここの管理人が俺おれたちだからであるからして」


　今度は舞姫がぽかんとする番だった。


「ほんとに？」


「ほんとだとも」


「あの、ダイエットには寒かん天てんですとか真ま面じ目めに答えてる魔法使いの中の人？」


「悪いか？　ちゃんと調べて答えているのだぞ？」


　美少女ファイルが山とつまれたキャビネットの、反対の扉とびらをあけると、そこは美び容ようとダイエットと医学書が山やま積づみになっていた。


「やはりこうな、遠とお目めに観かん察さつしていると、いろいろもどかしいというか、口を挟はさみたくなってくるではないか」


「彼氏とうまくいってないのねーとかね」


「ここは距きよ離り置いてしかるべきだろうとかな」


　それを密ひそかに解かい決けつするため、芝目たちは《魔法使いの卵》を立ち上げたのだという。


　サイトに寄せられる悩み相談を真しん剣けんに吟ぎん味み。続いて自分たちで解決できそうな案件は、独自に立ち回って回答を出す。サイト上では解決しきれず、実じつ力りよく行こう使しが必要でも、あくまでこっそり、あとを残さないのがＳＥＣ流だった。


「おとぎばなしの妖よう精せいさんみたいにさー」


「こっそりとな」


「夢ゆめがあるだろ？」


　舞姫のおどろきっぷりに気を良くしたのか、彼らは次々に武ぶ勇ゆう伝でんを披ひ露ろうしてくれる。


「ほれ。これなど良い例だ」


　芝目がキーボードを操そう作さして、少し前のサイトの記き録ろくを引っ張り出す。


　出てきた文面を見て、舞姫は目を瞠みはった。この記事。


『たすけてください。友達が髪かみを切られました（青美女学院・中等科二年）』


　通とおり魔ま事件の相談だ。


　日付を見れば、胡こ蝶ちようの宮みやの遭そう遇ぐう事件よりも一ヶ月前。このあたりからボディガード計画がソロリティから持ち込まれたりと、舞姫の近きん辺ぺんは一気にきな臭くさくなってしまったのだ。


（こ、これ──）


　サイト上の回答はシンプルに一言。『なんとかします』とだけあった。


「まさか、君らがなんとかしたの？」


「したとも」


　簡かん単たんにうなずかれてしまう。


　どうしたという問いかけにも、シンプルなものだった。彼らは相談の書き込みを受けてから、市内全ぜん域いきで起きた通り魔事件をピックアップ。そして今までつちかった空舟女子生活データベースを駆く使しして、事件が起きそうな一帯を夜よな夜なパトロールして回っていたという。あの怪あやしいゴーグルと野や戦せん服ふくで。


「だいたい周期が決まっているのだ。テスト時期に集中してくれるのが難なんだったが、あとは学生が通りやすい通学路や塾じゆくの一帯を狙ねらってくるから、かえって読みやすいのだ」


　信じられなかった。


「実じつ際さい、この間も青美の制服着た女の子ひとり未み遂すいで助けたしな」


「まさかそれ──」


「なんだっけ。名前……ちょうま、ちょうま、すごい名前のけっこうな美人……」


「あっち。ファイルに写真があっただろう。豆坂構成員、ちょっと取ってくれ」


「いやいいよ。もういい。知ってる」


　舞姫は、聞くまでもなくわかってしまった。


　なんだろう。かわいた笑いばかりがこみあげてきそうになって、だけど大笑いするわけにもいかないのだ。なんだろう。なんなんだこれは。


「それ、許いい嫁なずけが来て助けてくれたとか……」


「……許嫁？　そんなのいたか」


「ほら会長。あれじゃないすか？　遅れてのこのこやってきて、すぐに警けい察さつ呼んでくるとか言ってとんずらしたリーマン」


「あああれか！」


　あれはひどかったと、芝目たちはうなずいている。


　保ほ護ごした女の子は、そのまま芝目たちに押しつけられたようなものだった。彼女は許嫁の薄はく情じようさに激げき怒どしてもう別れると大おお泣なきするし、けっきょく芝目たちも犯人を取とり逃にがしてしまったのだという。


「いやでもな、あのお嬢じようさんだってすごいもんだったぞ？」


「ああ。服の切きれ端はし握にぎりしめちゃって、もみ合うぐらいしたんじゃないすか」


「ただまあ、俺たちも肝かん心じんのホンボシを取り逃がしたのはたしかなんで。次こそは！　と情報収集にいそしんでいるわけだ。うん」


　そこまで言って、彼らは舞姫が押おし黙だまっているのに気づいたようだった。


「？　どうした淡谷。腹でも下くだしたか？」


「ぷは」


　舞姫は、たまらず吹ふき出だした。


「あはっ。あははははは！」


「へ！」


　啞あ然ぜんとする芝目夏彦の首くびっ玉たまに抱きついて、ぽんぽんと背中を叩たたく。おどろいた芝目がパイプ椅子からひっくりかえっても、舞姫はまだ離さなかった。


　胡蝶の宮ときたら。みんなの前でうっかり見み栄えを張って、引っ込みがつかなくなったに違いない。


　今いま頃ごろどれだけ冷ひや汗あせをかいているかと思うと、やはりおかしくて仕方ないのだ。


「お、おま、ちょっと、だめ、男同士、そこは、いやあはん」


「うん。いいよ。君たち。最高」


　盛り上がったのは外がい野やである。


「とりあえずマメ、激げき写しやだ！　会長の貞てい操そうの危き機きだ」


「もう撮とってる」


　貴き様さまらあ！　デジカメのフラッシュが光るなか、芝目会長の悲ひ痛つうな叫さけびが響ひびく。


「ホモ、ホモは、ホモはいやあ──────っ！」


「あはははははは！」
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　ゴディバ。


　パッケージにはそう書いてあった。


　雪国は詳くわしいことが知りたくて、菜な穂お子この仕事場のパソコンでゴディバを検けん索さくしてみた。


　それはベルギー王おう室しつ御ご用よう達たしのチョコレートメーカーで、シンボルマークは馬にまたがる裸ら婦ふ。なんでも重じゆう税ぜいに悩なやむ領りよう民みんを救すくうため、まっぱで領内を練ねり歩あるいた貴き族ぞくのご婦人にあやかったらしい。


　中身はトリュフチョコの詰つめ合わせだった。一つ口にふくんだとたん、濃のう厚こうなカカオの味わいが、ふわっと体中に染しみ渡わたるかのようだった。この絶ぜつ妙みようなバランス感覚は、さすが天下のゴディバ様なのだろう。蜜では受け付けないのも無理はない。


　それでも──ソー・ホワット？


　それがどうした。


　どうした。蜜がせっかくくれたのだ。これが一番大事なのだ。


　子供部屋の自分の机つくえに頰ほお杖づえをつき、仕切りの中の芸術的な造ぞう形けいを見つめてしまう。こらえていても、頰がゆるんだ。たとえ余り物だとわかっていても、こんな高級チョコをもらえる自分は幸せだった。





「「ふふふふふ」」





　おもいっきり笑い声がかぶってしまったので、思わずベッドのカーテンを開けた。


「……どうしたの、舞ちゃん」


「ユキグニこそ」


　舞姫も同じだったらしく、反対側のカーテンを開けて怪け訝げんな顔をしている。


「なんかいいことでもあった？」


「うん。かもしれない」


「そっか。僕ぼくもだよ」


　カーテンがしまる。


　雪国はふたたび机に戻り、予習をはじめようかと思うが、だめだ。


　もう一つだけと、チョコレートに手がのびてしまう。


　うん──やっぱおいしいよ。一駿河さんの舌したが貧乏でよかったよ。僕は間ま違ちがってなかったよ。雪国はうんうんうなずきながら、初プレゼントのゴディバを口の中に押し込んだ。
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　次に会ったとき、雪国は礼を言うのを忘れなかった。ありがとう。ありがとう。すでに命の恩おん人じんの勢いで。放ほうっておけば手て放ばなしに笑ってしまう雪国を前に、蜜の頰はみるみる赤くなっていき、「余りものだって言ったじゃないですか！」と口をふさがれた。


　こちらがお礼にジャンクな庶しよ民みん食しよくを差し入れれば、蜜は借かりを作るのは嫌だと言って小さな菓子だのなんだのを持ってくる。


　そうしてそんな日々の昼休み、雪国は教室からトイレへ向かおうとしていた。


　なにせ一応、性別的にはがっつり男の雪国である。クラスメイトが使用しているトイレを使うことは、非常に危き険けんかつ抵てい抗こうがあったので、いつも遠回りしてグラウンド脇わきのトイレへ走っていたのである。


「あの！　あのあの！　先せん輩ぱい。淡谷舞姫先輩──」


　そんな火急の用の背中に声がかかったので、とにかくおどろいた。


　校こう舎しやから走り倒して息も絶たえ絶だえ。今にも転びそうな足取りでしがみつかれる。


「ま、待って！　今はタイム！　じ、授業中からずっとガマンして──」


「でも！」


　そこにいたのは、二年生の生徒たちだった。みな髪かみは汗あせでしめって頰にはりつき、今にも泣き出しそうだった。


「わ、私たち、二年うめ組に所しよ属ぞくしています。一駿河さんと同じ」


「あ──」


「一駿河さんを──蜜さんを助けてください！　先輩」







　　幕間








　王様。


　君がみつけた王様は、あまり大きいとは言えなかった。はっきり言うとちょろかった。椅い子すの上でエンピツを嚙かんで、ふわふわとよくわからないことを言って、だけど君ができないことを、簡かん単たんにやって平へい然ぜんとしていた。


　どれだけがんばっても届かない。


　すぐにその王様は君の前から消えたけど、心にともった炎ほのおは君を焼いた。その世界から逃げ出せなくなった。





　君は避さけるべきだったんだよ。


　忘れるべきだったんだよ。


　笑ってつきあうことがプライドなら、この茶ちや番ばんもまたそうだと君は言うのかな。









　　第４章　偽造されたFORGERY問題PROBLEM







　まともに口をきくのは、これがはじめてだった。


　庭てい園えんで蜜みつと一いつ緒しよにいた、彼女に焼きそばパンを差し入れていた女の子たちだ。


「──私たち、見たんです。蜜さん、いま同級生のロワイヤルメンバーの人たちに呼び出されていって。あれ、ぜったい変です。雰ふん囲い気きがおかしかったです。あ、あれじゃまるで、よってたかっていじめかつるし上げって感じで……」


「ち、ちょっとまって」


　出るものも一いつ瞬しゆんで引ひっ込こんだ。一いつ般ぱん生徒のはずの彼女たちは、お嬢じよう様さまならあまり使わない言こと葉ばを、あえて口にしてみせた。しかしおかげで、蜜がどういう立たち場ばにいるかは一発でわかった。


「いじめにつるし上げって……まさか、僕ぼくに言ってくるってことは……」


　原げん因いんは自分なのか？　自分が蜜に会っていたせいか？


　少女の一人は、答えなかった。ただ、軽く顎あごを引き、否ひ定ていはしなかった。


「蜜さん、もともと『蜜姫ひめ』とかいわれて、お姉ねえ様さま方がたにひいきされてるらしいから」


「ああ……」


　最悪だ。最悪のパターンだ。


　やはり角かどは立っていたのである。


「私たち、どうしていいかわからなくて。ただでさえ家いえ柄がらも成せい績せきも普ふ通つうです。ローズロワイヤルみたいな人気ソロリティの人に立ち向かう力なんてないんです。もう先輩ぐらいしか思いつかなくて」


　不安でたまらなそうに唇くちびるをかんでいる。


「その呼び出し、上級生──ううん、胡こ蝶ちようの宮みやは知ってると思う？」


「さ、さあ。でも、誰だれかに命令されてって感じじゃなかったとは思います」


「確かく認にんして。緊きん急きゆう事じ態たいだから。大事なことだよ」


「は、はいっ！」


　女の子たちが、駆かけていく。途と中ちゆうの石段で一度すっころんで、「負けない！」と叫さけんでまた走っていった。彼女たちも必死なのだ。


　かわりに雪ゆき国ぐには、蜜を捜さがして走り出した。


　昨きの日うみた蜜の顔が、まざまざと頭によみがえる。すねた顔。怒った顔。お菓か子しを押しつける赤い顔。みんなみんな大切で可か愛わいかった。


　あの彼女が不ふ幸こうになることなど考えられなかった。悪い間ま違ちがいであってほしかった。


　グラウンドから道行く人に、二年のロワイヤルメンバーがどこへ行ったのかと聞いてみた。返事があったのは六人目。


「たぶん、白しら百ゆ合り館かんの方じゃないかと……」


「ありがとう！」


　すぐさま走る。


　たしかに昼休みで人ひと気けが少ない特とく別べつ棟とうは、何かをするにはうってつけかもしれない──あれこれ悪い方向へ流れていく自分を叱しつ咤たし、無人の教室をのぞいて回ってまた走る。


　その時だった。


「──さあ蜜さん。もう一度おっしゃってみてくださらない？」


　うおっと叫さけびそうになりながら立ち止まる。


　雪国は三歩さがって、ドアのプレートを見た。『理科室Ｂ』と書いてあった。


　教室の中には、二年のリボンを付けた少女が数名と、なにより蜜がいた。


　黒こく板ばんを背にして立つ蜜と、それを取とり囲かこんで立つ少女たち。囲まれた蜜の顔かお色いろはかんばしいとは言えなかったが、その大きな瞳ひとみは、はっきりと少女たちを睨にらみつけている。


「もう一度、ですか？　ええ、言いますよ。いったいなにが悪いのかわかりません」


「その不ふ遜そんな態たい度どが胡蝶の宮のご不ふ興きようを買うんだってわからないの？」


　少女の一人が詰つめ寄よっている。


「だいたいあなたはでしゃばりすぎなのよ。一人だけ特とく別べつ扱あつかいされて、それが当然だと思いこんでない？　叱しかられたのなら、少しは悪そうな顔ぐらいして見せなさいよ。不ふ愉ゆ快かいだわ」


「だって、知りたいなら聞くしかないじゃないですか。あなただって奈な々な実みさんの仇かたきは討うちたいとか思わないんですか？」


「あの人はただの一般生徒じゃない」


　蜜のまなざしが、さらに険けわしくきつくなった。


「なに？　に、にらんでも無む駄だなんだからっ」


「べつになにも。こんな方々もローズロワイヤルにいるのかと軽けい蔑べつしているだけです」


「蜜さん！」


「たとえ全部その指し摘てきが正しいとしても！　あなたたちに蜜が非ひ難なんされる意味がわかりません！　早朝朗ろう読どく会かいに出るのはお姉様のご指し名めいですし、特別扱いされたいのは蜜じゃなくてあなたたちじゃないですか」


「よく言うわよ。心はとっくに生徒会の狗いぬのくせに！」


　生徒会、という言葉が劇げき薬やくになった。


　少なくとも、雪国にはそう見えた。


　蜜の目から、明あきらかに闘とう志しが──消えた。


「ねえ。知らないとでも思ったの？　お姉様に隠かくれて、若わか光ひかるの君きみとべたべたくっついて。どういうつもり？」


　すごまれ腕うでをつかまれても、振ふり払はらうこともできない。


「ち、違います。あれはただ……」


「こういうのこそ裏うら切ぎりっていうのよ。ふらふらあいまいな気持ちでロワイヤルメンバーを名な乗のるなら退会してくださらない？　迷めい惑わくだわ」


　さすがにもう──限げん界かいだと思った。


「ちょっとごめん」


　雪国は、思い切って中へ入った。


　少女たちが悲ひ鳴めいをあげた。


「わ、若光の君！」


　ごめんね、と雪国はやわらかく笑えんだ。


　彼女たちの狼ろう狽ばいぶりときたら、可哀かわい想そうなほどだった。つかんでいた腕を放はなし、赤くなったり青くなったり。だからこそ雪国は、真しん摯しな態たい度どを崩くずさなかった。


「ま、まさか、いまのご覧らんになって……」


「うん。あー、これは誤ご解かいされちゃってるなあって思って」


「誤解？」


「もしかしてさ、一い駿する河がさんが僕を特別好きになったりとか、生徒会に寝ね返がえろうとか、そんな風ふうに思ってるって誤解されちゃったのかな。ないない。そんなわけないじゃない」


　本当に、あるわけない。


　彼女にかぎって、絶対にない。


「──たださ、ちょっと趣しゆ味みで似たところがあったんだ。他ほかに話せる子もいなかったから、いろいろつきあってもらっただけ。君たちに同じ趣味があったら、たぶん同じにしてたと思うよ。僕」


　雪国は、蜜にも笑いかけた。


「ね、そうだよね一駿河さん」


「…………」


　さあうなずいて。それで全部片かたがつくから。


　困った嗜し好こうもばれないし、大だい丈じよう夫ぶ。


　しかしそのとき、後ろの扉とびらが開いてしまった。


「なんの騒さわぎなのこれは──！」


　──あっちゃあとうめきたくなった。


「胡蝶の宮！」


　蝶ちよう間ま林ばやし典のり子こが、金かな切きり声ごえとともに踏ふみ込こんでくる。


　彼女の背はい後ごには、ますます汗あせだくの二年うめ組の子たちがひかえていて、雪国と目をあわせて間に合ったと息をついている。でも悪いけど君たち、タイミング的には最悪だったよ。


　胡蝶の宮の怒いかりは激はげしかった。それはもう、騒ぎが大きくなるのを恐おそれて、あいまいにごまかそうと思った、雪国の意い図とさえ踏みつぶす勢いきおいだった。


「聞きましてよ。あなたたちと来たら──」


「だってお姉ねえ様さま」


「言いい訳わけは聞きたくありません。身み内うちでこんな騒ぎ、あたくしは断だんじて許ゆるしませんわよ！」


「やあ。蝶間林典子さん」


　雪国は、怒る胡蝶の宮へ声をかけた。


　彼女は、はじかれたように振り返る。


　一般生徒の少女たち。そして生徒会の淡あわ谷や『若光の君』。おそらく彼女の中では、一番見られたくない現場だろう。こんな身内の醜しゆう態たい。


　複ふく雑ざつな想おもいをにじませ、赤い唇くちびるを引き上げている。


「……さぞかしおかしいでしょうね、舞まい姫ひめさん。笑いたければ笑えばよろしいのよ」


「べつに、そんなことしない」


「きれい事ですわ」


「違うって」


「陰かげで笑う方がいやらしいのご存ぞんじ？」


「あのね」


　雪国は、一度だけ言うことにした。


「僕ぼくが言いたいのはひとつだけ。ソロリティのローズロワイヤルがほんとに気け高だかい集まりだっていうなら」


　目を赤くしている蜜を見て。


　そして周りにいるロワイヤルメンバーを見て。


「自分の妹いもうと分ぶんのことぐらいちゃんと守ってやれよ！」


　雪国の一いつ喝かつは、長く教室内を黙だまり込こませた。はじめに蜜をつるしあげていた少女たちも、かばわれたはずの蜜も、そして彼女の友達も胡蝶の宮も。誰だれもが無む言ごんになってしまった。


　最初に口を開いたのは、一番に怒ど鳴なられたはずの胡蝶の宮だった。


「…………ごめんなさい」


　潔いさぎよく、彼女は頭をさげた。


　この場をしずめるのに、一番ふさわしい方法を、あえて選んだのだと思った。





　胡蝶の宮が説せつ教きようのためにお取とり巻まきを連つれて去さり、後には雪国と蜜と友達だけが残された。


　目め上うえの胡蝶の宮の顔を潰つぶしてしまった以上、彼女たちも目立った真ま似ねはできないだろう。


「はあ。びっくりした。こんなことってあるんだね……」


　うめ組の彼女たちが、口々にお礼を言って走っていくと、昼休みの理科室の中は、蜜と二人だけになる。


　かわいそうに蜜はうつむき、胸までかかる自分の髪の毛先をいじっている。


　雪国は、教きよう卓たくの前まで歩いた。


　なにか居い心ごこ地ちが悪くて、雪国は笑った。


「ははは。あの、大丈夫？　大変だったよね」


　蜜にとっても、いい迷惑だったはずだ。こんな目にあうなんて。


「世の中、どこで誰が見てるかわからないっていうか。ものすごい誤解のされ方してたよね。でも胡蝶の宮も気づいてくれたみたいだし、もうこんなことないと思うんだけど」


「ばかあっ！」


　試し験けん管かんブラシを投げつけられた。


「誰の、誰のせいでこうなったと思うんですか。誰の」


　それはたぶん、雪国のせいだ。


　一方的に追いかけて、知りたかったから。他にどんな理由があっても、一番はそれだったから。


「しってるでしょう。一駿河蜜は可か愛わいくて、ちょっとケンカ売られたって、負けたりなんかしないんですから。蜜、強いんですから。こんな先せん輩ぱいがのこのこ助けに入る必要なんて、ぜんぜん、ほんとぜんぜん」


「でも、泣いてる」


　たわしやブラシを投げつけながら、彼女はぽろぽろ泣いているのだ。


「ほんと……ぜんぜん……こわくなんか……」


　手から、握にぎった定じよう規ぎが落ちた。からりと床ゆかへ落ちる音と、彼女が本格的に泣き出すのがほぼ同時だった。


「ごめんね」


　雪国は、そんな彼女の肩かたを抱だいた。


　彼女は抵てい抗こうしなかった。


　あこがれていた女の子の、肩や背中に触ふれて。なのにその時思ったのは、この子をちゃんと守ってあげられないかなという、ひどく切せつ実じつな思いだった。





「どうしたらいいかな」


　布ふ団とんの中でつぶやいていたのは、自分ではなく、舞姫の方だった。すでに真ま夜よ中なか、二段ベッドの上段。まるで自分が口にしたようでおどろいてしまう。


　彼女もなにか、あったのだろうか。


　けれど声をかける気にはなれなかった。そもそも自分は男で、あの場では舞姫で、その立場は決して自由というものではなくて。


　昨きの日うまでの喜びから一転、答えの出ない悩なやみに襲おそわれて、雪国は寝ね返がえりを打った。舞姫は、まだ上でじたばたしているようだった。





　　　　　＊＊＊





　舞姫は、悩んでいた。


　いや、もっと言うなら、不ふ満まんに思っていた。


　衝しよう撃げきの真しん実じつを知って、はや数日。時とともに悟さとるのは、ＳＥＣメンバーの地位の低さである。


（魔ま法ほう使つかいの卵たまごは、ＳＥＣなのに）


　舞姫は道行く人に、言ってやりたくてたまらない。腰こしに手をあて、拡かく声せい器き片かた手てにガンガンと。書き取ろうにもまともな字を書いてくれない数学教きよう師しにも、隣となりの席で流し目を送る女子生徒にも、みんなみんな教えてやりたくてしょうがない。


　だけど、現実はどうだろう。


（退たい去きよ勧かん告こく、か……）


　舞姫は、授業もそっちのけで考えこんでいた。


　空舟ＳエンジョＥイ委員Ｃ会は、相あい変かわらず非ひ公こう認にんの美少女研究サークルだ。


　誰からも感かん謝しやされないどころか、男女ともに鼻つまみ者らしい。


　彼女の手元には、けっきょく渡わたしそびれてしまった生徒会の書類がある。六月の期限内に部室を明あけ渡わたさなければ、職しよく員いん会かい議ぎにかけ云うん々ぬん。ようするに、言うことをきかなければ強きよう制せい解かい散さんという運はこびなのだろう。


　だいたい本人たちからして欲がなさすぎるのだ。どうして人助けの活動をもっとアピールしないのか聞いてみれば、彼らはきょとんとして言ったものだ。


『え、だって。あれは副ふく業ぎようだぞ？』


『そんな副業をえばって言ってもなあ』


『オレらじゃかっこつかないだろー』


　すごいんだよ。ものすごいんだよ。どうしてわからないんだこのスカポンタン。舞姫は、自分のキャラも忘れて大声をあげそうになる。


　舞姫の溜りゆう飲いんをさげ、女の子たちの日々の心の支ささえにもなっているあのサイトが、


『なあ淡谷。しってるかー？　どうして俺おれたちが魔法使いの卵なのか』


『男は三十過ぎて童どう貞ていだと、魔法使いになれるっていうじゃないか』


『俺たちその予よ備び軍ぐんだからな』


　こんなアホウな自じ虐ぎやくネタでできているなんて。そのくせ心の底そこでは彼女が欲しくてじたばたしているのだ。あははと笑ってうそぶくメンバーの横よこっ面つらをはり倒したくて、だけどできずにいる舞姫である。


（ボク、むきになってる？）


　彼らがバカだから？


　なんの関かかわりもない、ただの他校の男子生徒なのに。


　ここが青せい美び女じよ学がく院いんだったら、なんとでもしてやれるのに──舞姫は、はじめてそう思った。


「おい淡谷。問とい二のＢだ。黒板でて解といてみろー」


「いまそれどころじゃない」


「あ、そ、そう……」


　舞姫は眉まゆを寄よせ、教室の窓まどを見上げる。


　放ほう課か後ごになれば野の太ぶとい体育会系のかけ声が響ひびき、いつも白っぽく埃ほこりをあげている土のグラウンド。今は暗い色に染そまっている。雨がふりはじめたらしい。


　一つだけ──彼らにふさわしい案を思いついてはみたが、あまりにそれは大げさで、実行するには勇気がいるものだった。





「──定例総会？」


「ああ。急で悪いが、出てくれないか」


　この担たん任にん教きよう師しは、いつも決まったことを伝え忘れるなと思う。クラス委員への伝言とか、掃そう除じの分ぶん担たん場所とか。


（ま、雨あま宿やどりになるか）


　帰ろうと思ったところだが、本ほん降ぶりになる雨を横目にうなずいた。


　指定された会議室では、すでに会議がはじまってしまっているようだった。こちらが扉とびらを開けたとたんにふりそそいだのは、場違いなものを見る生徒たちの目だ。


「……すいません、遅れました。席は──」


「おい淡谷、いちいち言わなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。こっちこい」


　隣となりのクラス委員が、おさえた声で手て招まねきをする。


　総会の議事進行は、主に生徒会執しつ行こう部ぶが行う。上かみ座ざの席には、見知った篤あつ基もとや他の役員がいた。他に末まつ端たん組そ織しきのクラス委員や、委員会の委員長、必要によっては各部の代表がまとめてきた議題を、この総会の中で話し合う。そういう仕組みになっていると、ものの生徒手帳には書いてあったはずだ。


　移動式のホワイトボードには、本日の議題として『第三十一回そらご祭について』と書いてあった。この時期にやるらしい。


「それでは、別紙の一を見てください。各クラスと部活から提出された企き画かくの一いち覧らんです」


　しゃべっているのは、生徒会長ではなく副会長の篤基だ。会長はどこだろう。


　休みなのかと隣に訊きくと。


「塾じゆく。さぼりだろ」


　またショックだ。さぼって許されるなんて。


　コピー用紙の束たばに目をふせ、篤基は淡たん々たんとした口く調ちようでしゃべっている。向こうもやらされているのに慣なれているような感じだ。


「べつにさ、淡谷もばっくれてかまわないんだぞ」


「そう？」


「おまえいつも律りち儀ぎだけどさ。総会なんて、どうせきまった企画を承しよう認にんしてもらうだけじゃねーか」


「……そう、なの」


「とにかく座ってりゃいいんだよ。あと二十分ちょいだ」


　そもそも舞姫には、『座ってるだけ』という会議がよくわからないのだ。自分たちは、ただのコケシか数合わせなのか？　それでいいのか？


　首をひねり、舞姫は机つくえに置いてあった資料を見る。文化祭の出し物がのっているようだ。


　一年Ａ組。おばけ屋や敷しき。


　一年Ｂ組。おばけ屋敷。


　一年Ｃ組。喫きつ茶さ店てん。


　一年Ｄ組。おばけ屋敷。


（びっくり）


　まだまだ続く。二年と三年になってもおばけ屋敷と喫茶店が続いていく。まともにおもしろそうだなと思った企画は、ほんの一ひと握にぎりだった。


「生徒会側の意見としては、おおむねどれも問題ないと思ってます。先生、そうですよね？」


「まあ、こんなもんだろ。強しいてあげるとすりゃ──」


　生徒会顧こ問もんの体育教師は、よりにもよって、その『わずか』な企画案を、徹てつ底てい的てきにつぶしていった。


　ステージ外でのライブ活動。ケータリングではない料理の提てい供きよう。すべてダメ。時間や予算を盾たてに簡かん素そ化かされていく。


「次ー、体育会有ゆう志しで提出した『部ぶ位い別べつ筋きん肉にく選せん手しゆ権けん』だが──」


　出した方も、顧問の指し摘てきに逆さからう気はないようだった。特に食くい下さがりもせず、赤ペンで修しゆう正せい案あんをメモしている。


「ところで三年Ｃ組、この『休きゆう憩けい室しつ』ってのはどういう企画だ？」


「それはー、教室に椅い子すを置いて、みんなに休んでもらうんです」


「休むんだな？　そこで食品の提供とか金きん品ぴんの授じゆ受じゆとかはいっさいない？」


「ええ。純じゆん粋すいに休むだけです」


「よし。許きよ可かしよう」


　それは空あき教室とどこが違うのか。がらんとした教室内に、適てき当とうに置かれた椅子。死んだ魚さかなの目をして座すわる生徒たち。想そう像ぞうするだけで死にそうだ。


「なにか異い論ろんはあるかー？」


　一同、無言。


「それじゃ、承しよう認にんだな。篤基、頼たのんだぞ」


「はい。各案は承認されましたので、問題箇か所しよを指摘されたクラスと部活責任者は、修正案を来週までにとりまとめてもってきてください。以上」


　解かい散さん。


　いまにも言い出しそうな雰ふん囲い気きに、舞姫はたまらず立ち上がっていた。


「──なんだ。淡谷じゃないか」


「これ、あり？」


　文化祭だろう。一大イベントだろう。


　喫茶店とおばけ屋敷と空き教室だけで二十個あるような文化祭。目め玉だまは校長の五円玉アートで。ＰＴＡのバザーでお茶をにごして。それでいいのか？　本当にそんな、壮そう絶ぜつにつまらない行ぎよう事じをやりたいと思っているのか？


　顧問の教師が眉まゆをひそめる。


「おまえ、名前は」


「三年Ｅ組代表の淡谷です」


「どうした。なにか不満か」


「ボクは、そこに楽しさがあるか聞きたい」


　こんなこと言ってなんになる。他人の学校のことに口出しして。


　だけど、止まらなかった。同じぐらいに思うのだ。


　青美女学院なら、こんなやる気のない会議は許されない。


　教師にだって口出しはさせなかった。みんなが楽しめる企画のために、執しつ行こう部ぶも他の生徒も、一人だって妥だ協きようはしなかったし、そのためなら何度だって話し合ってきた。


　必死だった。前が見えなくなるぐらい。


「楽しさ？」


「そうです。わくわくしたり、協力したり、そういうのある？　この企画の中に」


「そういうのは、高校に行ってからやれ」


　教師は失しつ笑しようするばかりだった。


　頭の中で、なにかが切れた。


「わかった」


　舞姫は、怒りとともに息を吐ついた。


「ボクは一いつ瞬しゆん、自分の方が間違ってんのかって思ったけど。『こんなもんだ』っていわれるたんびに思いかけたけど。でもやっぱ違う。ゆるいのはあいつらだからじゃない。ここの生徒会の方がよっぽどゆるくていい加か減げんすぎるんだよ！」


　これでなり手がいる方ほうがおかしいのだ。


　ソロリティの蝶間林典子だって、自分たちで学院を良くしようという意い識しきだけは人一倍あったのだ。


　一瞬でも迷まよった自分がバカだった。ここはもう、なにがなんでもやってやるしかない。


「ボクは空舟ＳエンジョＥイ委員Ｃ会名めい誉よ兄あに貴きとして提てい案あんします。今度の文化祭の目玉は、青美女学院との合同コンパであると！」
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　雪国が一駿河蜜を助けたという話は、雪国側の武ぶ勲くんとして校内に広まったようだった。


　久く我が原はらさゆねが、代表してＢ４判の『青美日につ報ぽう』を取り上げる。


「──青美女学院で随ずい一いちの歴史と伝でん統とうを誇ほこる社交ソロリティ、ローズロワイヤル。その時に閉へい鎖さ的てきな環かん境きように陥おちいりやすい暗あん部ぶを、生徒会の若光の君が、寛かん大だいさをもっていさめた──そう伝えられているようですね」


　執行部の生徒が、いっせいに拍はく手しゆした。


「さすが舞姫さまです！」


　雪国は苦く笑しようするしかなかった。


「おおげさなんだよみんな」


「とんでもない。これでしばらく胡蝶の宮を黙だまらせることができますよ」


　たぶん、そういうのとは違うのだ。


　蜜を助けようと思ったとき、一度だって自分は生徒会の自分を意識しただろうか。蜜がロワイヤルメンバーであることを意識しただろうか。


　喜ぶ生徒会の女の子たちを見ても、雪国は複ふく雑ざつだった。


　執しつ務むが終わり、本館から校門へと歩く途と中ちゆうで、雨が本格的に降り出した。あわてて雪国は、手て近ぢかの木こ陰かげへと走る。そして傘かさを探すものの。


（ない）


　愕がく然ぜんとしてしまう。そういえば昨日鞄かばんの荷物を整理したとき、折りたたみ傘だけ机に置いてきてしまったような気がする。


　雪国は恨うらめしく空を見上げた。どうしてこう自分は、最後の最後が抜けているのだろう。


　やむのを待つか、バス停までダッシュで走るか。


　悩なやむ視し界かいを、赤い傘がさえぎった。


　柳やなぎの柄えの、薔ば薇ら模も様よう。


　差し出してきたのは。


「胡蝶の、宮……？」


「ちょっと、よろしいかしら」





　いざ彼女の正面に立つと、二人の身長は、ほぼ同じようだった。おかげで二人で一つの傘を使うのに、どちらが持たないとという制せい約やくはなさそうだ。


「じゃあ、持ちましょうか」


「あなたに持たせるわけにはいかないわ。これはあたくしの傘ですもの」


　毅き然ぜんと言って、彼女は雪国を隣となりに並ばせた。


　しとしとと降りしきる雨の中、校内に歩く人の数は少ない。


　こうして相あい合あい傘をして歩く二人組が、まさか胡蝶の宮と若光の君の組み合わせだと気づく人間はもっと少ないだろう。


「おどろくでしょうね。取り巻きもなにもいないあたくしなんて」


　まっすぐに進行方向を見み据すえる美び貌ぼう。それは、間近で見ても遜そん色しよくはない。


　ボタンを付けた時にも思ったが、本当に『整ととのいきった』人なのだ。


「今は、対立より歩あゆみ寄よりを見せた方がいい。うちで出た結けつ論ろんですわ。あたくしはそれにそって動いているだけ」


　なんとか、組そ織しきをほころばせないように。


　彼女もまた、トップに立つ上で苦く渋じゆうの決けつ断だんを迫せまられているのだろう。


「ソロリティの起き源げんをご存じ？　舞姫さん」


「え──」


「ラテン語の『soror』──姉し妹まいと言う意味でしてよ。男子は『frater』──兄きよう弟だいでフラタニティ。ソロリティもフラタニティも、北ほく米べいやカナダにおいては高こう等とう教育の学生のための社交団体という意味を指さしますわね。つまり本場はアメリカ。ヨーロッパにはございませんわ」


　かろやかな解かい説せつ。けれど、そこにひけらかしや見せつけのようなものはまるでなかった。


　ないどころか。


「伝統だ格かく式しきだと申してみても、開校当時の明めい治じでは、なんでもありがたいものに思えたのでしょうね。素す敵てきな西せい洋ようの文化だと」


「胡蝶の宮……」


　理り性せいと、かすかな自じ省せいの響ひびき。そんなものさえ感じさせて。


「ローズロワイヤルは、古い組織ですから。古いなりの理り屈くつや誇ほこりが出てきますし、あたくしの口から出ても、本ほん音ねはどこまであるかしら」


「うちも、似たようなもんですよ」


「でもそれとは別に、ここで言う言葉は本物。舞姫さん。蜜を助けてくれてありがとう」


　誇り高い人だ。


「……なんか、参まいったな。こっちが負けそうですね」


「そんなことおっしゃっても、もうボタンなんて付けさせませんわよ」


　一いつ瞬しゆんだけ視し線せんをかわし、おたがい、かすかに笑む。


　望のぞみはたぶん、そう遠い場所にあるわけではないのだ。


「僕ぼくは、あなたと仲良くなりたいです」


　ソロリティ。蜜がいる場所。


「みんな、余よ計けいなことなんて考えなくてもいいようにしたいです」


　雨はまだ降り続いている。胡蝶の宮がかすかに頰ほおを上じよう気きさせ、あなたは甘あまいわとささやいた。
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「……空舟エンジョイ委員会、だと？」


　教きよう師しが、露ろ骨こつに顔をゆがめる。


「そうです。彼らです」


　舞姫は真まっ向こうから教師を見み据すえる。


「それは、まさかあれか？　あの美少女研究会とかいうふざけた部活か？」


「他になにがありますか」


「しかも青美女学院と合ごうコンだと？」


「そうです。はっきり言ってあれは、空そら舟ふね市内の女子の救きゆう世せい主しゆです。やれるとしたら彼らしかいません」


　うおおおおお！


　歓かん声せいは、別のところからわきあがった。まず、高たか嶺ねの花はなの青美女学院という響きにおどろき、合コンという響きに度ど肝ぎもを抜ぬかれる男子群。なにが起きているのかわからない女子生徒もちらほら。なかには「ほんとにやるのか」と、すがるようなまなざしを舞姫に向けてくる男子生徒もいる。


「淡谷、落おち着つけよ。いくらなんでもそれは無む茶ちやだろ」


　乾かわいた笑いを浮かべる篤基史し郎ろうに。


「無茶じゃない。やるんだ」


　宣せん言げん。渡わたってきた修しゆ羅ら場ばの数なら誰だれにも負けない。


　青美女学院中等科生徒会、会長淡谷『若光の君』をなめるな。


「だってみなさん、《魔ま法ほう使つかいの卵たまご》の管理人が、ＳＥＣだって知ってます？」


「ええええええ！」


　今度は女子の悲ひ鳴めいがこだまする。


「ふざけるな！　みんな静かに！　淡谷、そんな馬ば鹿かげた企き画かくが通用するとでも」


「ねえ淡谷くん。ほんと？　ほんとにあのサイトの人なの？」


「お、お、オレは必ずメンツに入れてくれよ。約やく束そくだからな。青美女子。まじっ、しんじらんねー！」


「成せい功こうさせろよ！　期き待たいしてるからな」


「だめなら死し刑けいだからな。ぜったいだぞ」


「いいな、まかせていいな」


「だめだ。だめだめだっ。お前ら、淡谷も、みんな静かにしろ────────っ！」





「そういうわけで。やるならやれって。文化祭で青美と合コン。ボクらみんなで」


　ね。


　真ま顔がおで伝える舞姫に、もちろん旧きゆう校こう舎しやの少年たちは口をあけた。


「……ばれた……」


「しかも青美と合コン……」


「仕し切きりがオレら……」


　絶ぜつ望ぼう的てきに。


　失しつ意いの内から。


　そして彼らは、一いち様ようにひしと抱だき合あって叫さけんだのだ。


「なんてことしてくれたんだよ！」


「だめ？」


「だめっつーか、無理にきまってるだろ！」


「そうなの？」


　便べん宜ぎ上じよう。発ほつ起き人にんはここにいる全員ということにしてしまったのだ。


「くそ誰だ！　誰だこんな変な運命を我われ々われに強しいたのは！」


「あれっすよ会長！　神かみ様さまっすよ！　会長が大おお晦みそ日かに賽さい銭せん箱ばこへ投げたカネ。あれ子供銀行の万まん札さつだったじゃないすか」


「会長がケチるから」


「ああそうか今からでも遅くはないか？　取りに戻もどるか？　というかもういっそ出しゆつ家けするか!?」


「あーもーうるっさあーいっ！」


　舞姫は爆ばく発はつした。座ざ敷しきのちゃぶ台に拳こぶしをたたきつけ、拍ひよう子しに飛び上がったガンダムホルスタインを片手で奪うばってつきつける。


「キミたち、女の子が好きなんだろ!?」


「いや、好きかといきなり言われても……」


「好きか、嫌いか、はっきり言え！」


「す、好きです！」


　そうだろう。あの日の宣せん言げんは忘れない。


　こんなところで右う往おう左さ往おうする少年たちなど見たくないのだ。


「逃にげだしてきたボクが言うのもなんだけどね、《魔法使いの卵》ってのは、空舟に暮くらす女子の心の支ささえなんだよ。ネットで何百人も女の子相手にして、じっさい命だって救ってきてんのに、どうして合コンぐらいでびびる必要があるんだ！」


　芝しば目めたちの言葉がつまる。


　彼らは知らない。彼女たちがどれだけ感かん謝しやしてるか。


　神様仏ほとけ様さま、そして魔法使いの卵たち。空舟市に住む少女たちが、心の中に宿やどしてきた元気の呪じゆ文もんだ。また明日、可愛く元気に笑うために。


　見知らぬ少エイリ年アンたちの群むれの中に、あのインチキネズミの生うみの親がいると知って、どれだけおどろいたかわかるだろうか。


　胡蝶の宮の噓うそがわかったことより、それよりなにより舞姫は、彼らがずっと自分たちに寄より添そっていてくれたことがうれしかったのだ。


　彼らにとっては『たかが』の副業でも。それでもその気持ちを踏ふみにじることは──許さない。


「好きな子に告こく白はくしたくて迷まよってたあの時も、目もく標ひよう体重に手が届かなくて困こまってたあの時も、満員電車から痴ち漢かんがいなくなったあの時も、ほんとはみんなキミらにありがとうって言いたくてたまらなかったんだ。わかる？　よかった、これでまたがんばれるって！」


　舞姫は、最後に笑えんだ。


「ほら、胸むねはりなよ。ボクが保ほ証しようする。ＳＥＣはカッコイイんだ」


「兄あに貴き……」


　舞姫の力りき説せつに、いつしかメンバーの方が泣き出しそうになっていた。


　大だい道どう寺じは床に突つっ伏ぷし、豆まめ坂さかは慟どう哭こくしている。案ずるように置いた芝目の手を、大道寺がしっかりと握にぎりかえした。


「泣きたいか、大道寺構こう成せい員いん。豆坂構成員」


　うおーん。豆坂がほえている。


「だって会長、なんなんすか。ここまでオレらのこと考えてくれるやつなんて今までいなかったっすよ……感動っす」


「そうだな……」


「こいつこそ漢と書いてオトコと読むべき人間っす。オレらがついてくべきはこいつっすよ！」


「ああ。かもしれんな」


　違う。いじけていたのは舞姫だ。


　どこにも居い場ば所しよがないと思って、だけどうれしかった。ここで彼らに混まぜてもらったことが。


「もう登りましょう、あの夕ゆう陽ひの向こうの男坂を！」


　すごいことになってきている。


　大盛り上がりするメンバー一同を、舞姫は座ざ敷しきの上からながめていた。


「そうだとしてもだな、淡谷……ほんとに青美が依い頼らいなんて受けてくれるのか？」


　芝目の質しつ問もんに、舞姫は薄うすい制服の胸を叩たたいた。


「大だい丈じよう夫ぶ。そのへんはボクに任まかせて」


　ここでは力のない一クラス委員だが、向こうに帰れば自分は生徒会長なのだから。





　だから舞姫は、靴くつをぬぐのももどかしい勢いで子供部屋へ飛びこんだ。


　ユキグニ。大事な双ふた子ごの片かた割われ。お人ひと好よしの弟が、青美の制服を脱ぬぎかけているのを見つけ、そのカツラを後ろから外はずす。


「こらっ、舞ちゃん、か、かえしてよ！」


「あのねユキグニ」


　舞姫は、あらためてそのカツラを自分にはめこんだ。


「ボク、青美にかえりたい」
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　はじめにその言葉を聞いたとき、思ったよりもショックを受けない自分がいた。


　青美にかえりたい。それはつまるところ、事実上の入いれ替かわり終了宣せん言げんだった。


　舞姫がうながすまま、雪国は絨じゆう毯たんに座り込んだ。カモミールティーは必要なかった。たぶん、お互たがいに冷れい静せいだっただろうから。


「それで怒おこって、合ごうコンやってやるなんて言ったの？」


「うん。だって、くやしくて」


　説明を聞きながら、こんな熱い行動を、彼女が取れるようになったことがおどろきだった。


　いつもクールで、学校では笑わず、なにもしたくないとふさぎこんでいた舞姫が。


「……それでねユキグニ。ボク考えたんだけど……このイベントをソロリティと合同でやったら、ちょっとは静かになったりとか……しないかな」


「うん。いいじゃない？」


　あっけなくうなずいたので、逆に舞姫はおどろいたようだった。


「僕ぼくも、その案には賛さん成せい。今は青美もかわるべきだよ」


「なんか、ホンモノの生徒会長みたい」


　揶や揄ゆする舞姫に、雪国は笑った。かすかな痛みと、ともに。


「僕だって、こっちでいろいろあったんだ」





　そう。変わるなら、きっと今が一番いい。


　駅から二十分のスクールバス。


　門の向こうは別世界。


（いろいろ、あったよな）


　たしかにいろいろあったのだ。


　雪国は、スクールバスのタラップを降りた。


　舞姫との入れ替わりがはじまって数週間。振り返ってみれば、この無む茶ちやな日々が日常にかわってしまったのはいつだったろう。


　わからないことばかりで、突とつ飛ぴな授じゆ業ぎようや女の子の生せい態たいにおどろいて、男とばれないかヒヤヒヤして、はじめはそれだけで生きた心ここ地ちがしなかった。


　タラップを降りた先には、シノビの少女が一番に雪国を出で迎むかえる。


「おはようございます」


　久我原さゆねは、一番の助じよ言げん者しやで、そしていつだって一番に自分を助けてくれた。


「授業の準じゆん備びはできておられますか？　放ほう課か後ごは役員会がございますので忘れずに」


「うん」


「舞姫さま、お昼は私たちの当番ですよ！」


　生徒会の少女たちは、明めい朗ろう快かい活かつで、明るい太陽みたいだと思う。


「若光の君、おはようございます！」


「おはよう」


　明るい学校だった。


　慣なれてしまえば、居心地だって悪くなかった。そう、空舟五中にいるときよりよほど充じゆう実じつしていたと思う時もある。


　だけど、慣れてしまってはいけないのだ。当たり前の話だった。本来いるべき存そん在ざいと入れ替わってやってきた自分。終わりは必ずある。


　それならせめて、少しでもここを居心地良くして帰りたい。戻る舞姫のためにも、ただ来て去っただけの存在にはなりたくない。


（一駿河さん）


　彼女のためにも。


「──合同コンパ？」


　校こう舎しやの片かた隅すみでもちかけた相そう談だんに、蝶間林典子が眉まゆをひそめる。


「近く、生徒会から正式に打だ診しんがあると思います。その時は、はじめて聞いたみたいな顔してくれますか。一応、僕にもメンツがあるようなので」


　頼たのみこむと、彼女は言った。


「そうですわね。検けん討とうぐらいはしてさしあげてもよろしいですけど……」


「助かります」


「根こんを詰つめるのも賢けん明めいじゃありませんわよ。まるで余よ命めい数すう日じつって顔」


　その通りなのだ、とは言えなかった。





　それからも根ね回まわしと後あと始し末まつのために忙ぼう殺さつされて、しばらくは寝ねる暇ひまもなく駆け回ることになった。


　走って、話して、次のことを考えて。


「先せん輩ぱい！」


　思わず通りすぎていた。


　白百合館、二階。長い直線廊ろう下かの半なかばあたり。雪国は、長い髪かみをなびかせ振り返る。


「む、無視しなくてもいいじゃないですかっ」


　一駿河蜜が、楽がく譜ふをかかえて立っていた。


　彼女は個人レッスンの途と中ちゆうで、この先の音楽ブースに用があるのだという。


「……だってこれも、蜜の義ぎ務むですから。お歌はなまらせたらお母かあ様さまに叱しかられます」


　むくれた声こわ音ねのまま、雪国の一歩先を歩いていく。


　母親は現げん役えきの声せい楽がく家か。今も舞ぶ台たいにリハーサルに忙いそがしいらしい。


　ここ数日、というよりつるし上げ事件からこちら、彼女とろくに口をきいていなかったことを思い出す。


　のびた背せ筋すじ。小こ柄がらな体。視し線せんの行き先は、そんな彼女の細い腰こしとふくらはぎ。


　区切りはつけなければいけないのだろう。彼女とのことも。


「あの」


「なんです？」


　かりかりしているなあ。


「元気？」


「ないように見えます？」


　とりあえず、怒おこる元気はあるようだ。


「ふん。あれから蜜が、へこんでしぼんでるとでも思ってますか？　おあいにくさまですね。蜜は憎にくまれっ子こが世にはばかるようにロワイヤルメンバーですよ。早朝朗ろう読どく会かいでトリを飾かざって、大だい喝かつ采さいをあびてやりましたよ」


「かっこいいなあ」


　ぎっとにらみ返される。


「心配なら心配で、言えばいいのに。わかりにくいのよ」


　早口でささやく蜜。


「なに？」


「いいええっ」


　どすどすと淑しゆく女じよらしからぬ速度で進んでいく。


「お姉ねえ様さまとの関係も良りよう好こう！　先輩がいつのまにかお姉様狙ねらいに鞍くら替がえしててもびくともしませんから」


　いやそれ、違うから。


　あわてて後を追う。いったいいつのどの場面を見たのだ。


「そりゃあお姉様の方がずっと美人ですよ。背は高いし、完かん璧ぺき超ちよう人じんの完璧プロポーションだし、ゴディバも食べられないニセ令れい嬢じようとは違いますよ」


「だからぜんぜん違うってば！」


「蜜だって忙しいんです。奈々実さんの仇かたきは討うたなきゃいけないし、ローズロワイヤルの行ぎよう事じは目め白じろ押おしだし、お腹なかは減へっていらいらするし、みんなみんな先輩のせいで先輩のせいじゃなくて」


「一駿河さん、前！」


「え」


　階かい段だん。


　言っているそばから、踏ふみ出した足は空くうを切り。


「きゃああああああああああ」


「一駿河さん！」


　腕うでをつかむものの一いつ緒しよにこけた。


「…………………………う、つ、い、いてて……」


　頭を振りながら身をおこし、髪がずれていないことを確かく認にんしてから、ぎょっとした。


　気づけば雪国は、彼女を腕うでの間に押おし倒たおす形で対たい峙じしていた。


　彼女もまた、おどろいたように雪国を見上げている。


　音のしない放ほう課か後ごの踊おどり場ば。


　硬かたい床に広がるやわらかな髪の海。白く──華きや奢しやな首筋があらわになっていた。


　吐と息いきを漏もらす唇くちびるはつややかで、同じぐらいに儚はかなく脆もろく。こうして間ま近ぢかで感じる蜜の身から体だの、その思いもかけない魔ま力りよくに息を飲む。


　仰あお向むけの姿し勢せいでもなお、はっきりと制服の布ぬの地じを盛り上げる二つの膨ふくらみがあった。決して大きいとは言えないものの、雪国のすぐ真下で、薄い腹部と一緒に、ゆっくりと上下して、彼女が生きているのを伝えている。


　支える手がしびれてきた。


　だってこのまま近づけば、キスだってなんだってできる。できるだろう。


「先輩？」


　今だけ。今だけだから。吸い寄せられるように顔を近づけたとき。





　──ぐう。





　彼女のお腹なかの音だった。


　次の瞬しゆん間かん、蜜の顔色はトマトに早変わりし、雪国は正しよう気きに引ひき戻もどされ、腹をかかえて笑うはめになった。


「先輩！」


「ご、ごめん」


　本当に、この子ときたら。けなげで一いつ生しよう懸けん命めいで、突とつ飛ぴでそのくせ可か愛わいくて。


　かなわない。


「一駿河さん」


　名前を呼んだ。


「しんどくなったらさ、これからも僕を頼たよっていいよ。できるかぎりのことはやるから」


　メロンパンも、焼きそばパンも、みんな君のものだ。


　舞ちゃんがつきあってくれる。


「先輩？　それ、どういう意味です？」


「元気で」


　たぶんもう、雪国自身の口から説明することはないだろうから。


　思うと無む性しように寂さびしくなって、雪国は一度だけ馬ば鹿かなことをした。わざわざ手をのばし、座すわり込む彼女の手をつかんだ。意味もわからず目を見開く彼女の顔はみないで、つないだ手の感かん触しよくだけ覚えていたかった。


「これ、返すよ」


　ずっと渡しそびれていた万まん年ねん筆ひつ。


　それが入れ替わりの最終日。蜜と起きたすべての出で来き事ごとだった。




[image: ]





　　幕間








　ねえ。君はどうするの？


　こんなことしてなにが変わるというの？


　君がこんなところでうさを晴らしたところで、王様にはなんの関係もないことだよ。





　僕ぼく？　僕は君さ。


　君？　君は僕さ。





　街まちにはびこるＳ・ザ・リッパー。





　王様は今きよ日うも笑ってるよ。









　　第５章　雪国YUKIGUNI／/舞姫MAIHIME







　三日ほど『風か邪ぜ』をひいて、空そら舟ふね五ご中ちゆうへの復ふつ帰きへそなえることにした。


　舞まい姫ひめがかき回した勢せい力りよく範はん囲いは膨ぼう大だいで、それを覚おぼえ直すだけでけっこうな労力だった。対して雪ゆき国ぐにの方は、どうだろう。


「あんたらは、風邪ひくときも一いつ緒しよだねえ」


　祖そ母ぼの呆あきれた声をききながら、子こ供ども部べ屋やにこもって情報交こう換かんをした。


「……こんなもん？」


「うん。たぶん基本的には、なんにも変わってないと思うよ。生徒会の子も、クラスの子も、舞ちゃんのこと、みんな好きなんだ。普ふ通つうに笑って、にこにこ過ごして平へい気きだよ」


「…………」


「それと胡こ蝶ちようの宮みやとは、向こうから言ってきてもケンカしないようにしてくれる？　つかず離はなれずぐらいがいいって、あの人だってきっとわかってるはずなんだ」


「他ほかに、なにか気をつけることは？」


　雪国は、かすかにためらったあと、これだけは外はずせないことを口にした。


「一い駿する河がさんに、優やさしくしてあげて」


　たぶん、それが一番の願い。


「べつに猫ねこかわいがりする必要なんてないんだ。遠とお目めに見て、元気でいるか気にしてあげて。お腹なかが減へってそうならごはんをあげて。愚ぐ痴ちがありそうなら聞いてあげて。気を張ってることが多いけど、けっこうもろいんだ。なついてなんか、ぜんぜんくれなかったけど。でも、僕は、あれ、なに言ってんだろうな僕」


　舞姫が、きゅっと雪国の手をつかんだ。さとしつけるような、優しい手だった。


「頼たのむよ」


　感かん傷しようだろうか。


　よくわからない。


　そしてリセットの当日がくる。『淡あわ谷や雪国』に戻もどる日だ。


「なんか、ひさしぶりだね、この感かん触しよく」


「うん」


　雪国は舞姫に乗り込んでこられる前に、自分で起きて服を着き替がえた。


　ベッドの向こう側で、舞姫も着替えているらしい。


　やわらかいシュミーズとフレアスカートではなく、アイロンと糊のりのきいたワイシャツと詰つめ襟えりの上下を。


　さあ、起きろ淡谷雪国。本ほん拠きよ地ちへ戻るのだ。


　鏡かがみに映うつった少年の自分が、今の自分のはずだった。





　しかし、戻れば戻ったで、今までと同じ暮くらしができるわけではないのだ。


　雪国が蜜みつを託たくしたように、舞姫から託されたものがあるのだから。


　たとえば舞姫の活かつ躍やくのおかげで、雪国はＳＥＣの代表で、青せい美び女じよ学がく院いんとの合同コンパを打ち出した仕し掛かけ人にんとされてしまっている。《魔ま法ほう使つかいの卵たまご》の管理人としての注目度も段だん違ちがいで、実じつ際さいその通りに働かなくてはいけなかった。


　廊ろう下かを歩いているだけで、さまざまな人間に声をかけられる。


「淡谷くん、代表会議があるから来て」


「おーいＳＥＣ代表！　打ち合わせの時間だぞ」


「わかったちょっと待って！」


　めまぐるしい毎日だった。帰って予習と草取りばかりしていた頃とは段違いだった。教師は優ゆう等とう生せい扱あつかいなどしなくなり、かわりに女子や男子に知り合いや友達が増えた。


　そして、舞姫が残したＳＥＣメンバーとの友情関係だって続けている。


「……それでね、昨日付けで正式に合同コンパ開かい催さいの返事が来たんだ」


「おおお！」


「お受けします、だって」


　芝しば目め、豆まめ坂さか、大だい道どう寺じの三人がガッツポーズを作った。そのままぐるぐると回っている。


「よかった！　よかった！　本当によかった！」


「やればできるじゃねーかーっ！」


「ははは。そういうわけでね、来週あたり僕ぼくらの中で青美に行くことになると思う。どう？　みんなは」


　それは、兄あに貴きにまかせた！


　三人そろって唱しよう和わされてしまった。


「僕？」


「いえーすざっつらいと」


　またも三人唱和。


　ある程度腹はくくったとはいえ、実じつ際さいに青美の女子とお近づきになるのは怖こわいらしい。


　まあわからなくもない。じっさい雪国も、行ってみるまでは相そう当とう敷しき居いが高い場所だと思っていたのだ。


「でもさ、会長。この機会に写真撮とり放ほう題だいとか思わない？　いいの？」


「いや、いいのだ。そういう問題ではないのだ淡谷雪国」


　芝目夏なつ彦ひこはしみじみと言った。


　座ざ敷しきの縁へりに、上うわ履ばきのまま腰こし掛かけて、こたつの上のみかんを手に取る。


「なあ淡谷。俺おれたちの出発点ってのはどこだと思う？」


「出発点？」


　写真以外のメモや書類が増ふえていく部室を見回して──彼は言った。


「はじまりはここだ。うまい棒ぼうなっとう味だ。返へん品ぴん上じよう等とう。倉そう庫この不ふ良りよう在ざい庫こ。淡谷雪国はこのわずかな短期間で、なっとう的エンジョイ委員会を大おお幅はばにクラスチェンジさせることに成功したわけだ。このまま行けば、サークル解かい散さんどころか部費付きのクラブへ昇しよう格かくするのも夢ゆめではない。それだけで充じゆう分ぶんなのだ我われ々われは」


「芝目君……」


　話に聞いていたより、しっかりした奴やつなのだと思う。


　好きなものを追いかけて、ほんのちょっとの人助けと善ぜん行こうが日々の楽しみで。


　もっと早く話せていたら、こうなる前に友達になれていただろうか。


「コネがあるっていうのは、やっぱり強いな！　みなお前のおかげだぞ、淡谷名めい誉よ兄貴」


　舞姫が残した遺い産さん。


　言えない言葉のかわりに、雪国は笑った。


「だがな、ホモはごめんだからなホモは！　わかっているな、そこのところ！」


「ははは……」





「──了りよう解かい。これはこのまま会長の方に回しておけばいいんだろ？」


　篤あつ基もと史し郎ろうが、渡わたした書類に目を通し、笑えんだ。


「いろいろ頼たのんじゃってごめん。具体的なリストは後で提てい出しゆつするって伝えてくれる？」


「するまでもないよ。あの人すっかりやる気なくしちゃってるからさ」


　いいんだろうか。それ。


「先生方も。まさかここまでやられるとは思ってなかったんだろ。他のクラスや部なんかも、企き画かく練ねり直なおしたいとか言って、またやり直しだよ。とんだＳＥＣ効こう果かだな」


「はは……」


　つつかれるが、篤基は知らない。


　自分はただのクラス委員で、普ふ通つうにしていたら総会で逆さからうなんて真ま似ねするはずもないし、Ｅ組の『おばけ屋や敷しき』を承しよう認にんしてもらって、そそくさと帰っていたはずだ。


　変えたのは、舞姫だった。


「僕も、まさかこうなるなんて思わなくて」


「今さら言うなよ」


　途と中ちゆうでつっこまれるから、困こまってしまう。


「それにしても、詐さ欺ぎだよな淡谷も。生徒会の手伝いしてくれていたはずなのに、気づいたら相手側のリーダーになってくれてるんだから」


「あ……それはその、いろいろのっぴきならない事情というか……」


「今なら言っても怒おこらないぞ。昔むかしからつるんでたんだろ？　ＳＥＣとは」


「いや、そういうわけでもないんだけど」


　これはもう、舞姫を恨うらんでもらうしかない。


「違うのか？」


「最近、なんだよね。話すようになったのは」


「なんだよ。それじゃもしかして、俺が元げん凶きようってことなのか……？」


　篤基はぼやいてくれたが、すぐにまた笑え顔がおになった。軽く肩かたをたたいていく。


「ま、がんばれよ。ＳＥＣ名めい誉よ兄貴」


　僕は、だれだ？


　僕は。


「俺も変わるか。淡谷みならってバシッとさ」





　自分で動いているはずなのに、心のどこかで舞姫の望みを考えながら動いていて、けれどその方がみんなも自分もうまく行くなら言うことはない。わかっている。わかっているのに。やっていることは青美時代と変わらないはずなのに、どうして自分はなにかを言いたくなっているんだろう。


　帰り道、月が尖とがる空を眺ながめて、猛もう烈れつにさびしくなる時がある。衝しよう動どう。喉のどがかわいて仕方がない。帰りたくなる。ここではない場所。暴あばれたくなる時がある。そうじゃない。こんなんじゃない。こんなはずじゃない。家へと続く坂道を必死で漕こぐ。


　元の環かん境きように慣なれるまでの辛しん抱ぼうだと思っていたのに、ちっとも違い和わ感かんが消えない自分が怖こわかった。なにがしたいんだ。いつまで続くんだろうこれは。自分なのに自分じゃない。詰め襟の鋳い型がたに押し込まれているような息いき苦ぐるしさ。


（だめだよ）


　坂道のペダルの重さだけが、問いかけを塗ぬりつぶしてくれる。


　舞姫にも相そう談だんできなかった。


　汗あせだくで家の門を開けて、自転車を軒のき下したへしまう。鍵かぎをかける時に臑すねをペダルへぶつけて、それだけでこの世の終わりのような気分になってしまった。


「くそ」


　足が痛い。鍵がかけられない。


　ダイニングテーブルでは、いま起きてきたらしい祖そ母ぼが、死人寸すん前ぜんの顔でトマトジュースを飲んでいた。


「ああ雪国かい。どうだい、学校は楽しかったかい？」


「んー、まあね……」


　菜な穂お子こは、つまらなそうに口元をぬぐった。


「まったく……しばらく平和かと思えばまた陰いん気きの国かい……」


「ほっといてよ」


「違うよ。お前さんだけじゃないさ」


　引き寄せられたのは、今け朝さの朝刊だった。地ち方ほう欄らんの一番下を指でさされる。


「被ひ害がい者しや。また出たらしいよ」


　空舟市◯◯町にて、下校中の女子中学生が髪かみを切られる。


　心しん臓ぞうが一回、トクンと脈みやく打うった。──Ｓ・ザ・リッパーだとすぐにわかった。


　冷さめた反はん応のうをするのは、祖母に対してもよくないような気がした。


　だけど、他に言葉が出てこなかった。頭の端はしに、犯はん人にんのことを気にしていた女の子が思い浮かんだ。


「ふーん……」


　あの子は、とても可か愛わいくて、けなげで一いち途ずで一いつ生しよう懸けん命めいで。


　つぶやきを口の中で転がす。雪国は、冷れい蔵ぞう庫こからペットボトルを取り出した。心臓がまだ鳴っている。足も痛い。祖母も新聞をながめている。


「ためこんでためこんで憂うさ晴ばらしって感じかね。よっぽど今の自分がつまらないのかねえ……」


　会いたいよ。一駿河さん。





　　　　　＊＊＊





　スクールバスで二十分。


　夏服で座席に座っている間、こそばゆい気持ちが消えなかった。


「──えっと、どうもこんにちは。空舟第五中学校の、淡谷雪国です」


　ぎこちなくあいさつする雪国に。


「はじめまして、淡谷雪国さま！　生徒会一同、お待ち申し上げておりました！」


　校門の前、博はく物ぶつ館かん級きゆうのフレアスカートを広げた少女たちが勢せい揃ぞろいして頭を下げた。


　バスのタラップを降りたとたんにこれである。


　まるで旅館のお迎むかえシーンか、ヤクザの親分の凱がい旋せんだ。雪国は少し笑いそうになる。君たち、もう気合い満点だね。


「男の方ね」


「殿との方がたですわ」


「動いてますわね」


「舞姫さまの弟君ですって」


「まあすごい」


　聞こえてるから。みんな気をつけようね。


　打ち合わせに来た外部中学生、しかも男子生徒が珍めずらしいのか、頭を下げていてもちらりちらりとこちらを目で追っているのがなんとなくわかる。しかし、雪国としては複ふく雑ざつだった。つい二週間前まで、雪国は彼女たちと一いつ緒しよにスカートをはいて弁当を食べていたはずなのだ。


　案内された生徒会室では、ひさしぶりに副会長の花はな江えみずきさんに会った。


　彼女は会長の不ふ在ざいをわびてきたが、別件の会議が外はずせないことは、今け朝さ方がた舞姫から聞いていたので問題なかった。ともかくご健けん勝しようでなによりと申し上げるよりない。


　途と中ちゆうでお茶を運はこびにきた女の子が、緊きん張ちようしすぎか雪国にお茶をかけそうになるハプニングがおきるが、泣き出しそうな彼女の前で、迷まよわず最も寄よりの雑ぞう巾きんとティッシュを取りに走ってしまった自分はバカなのだろう。


「物って、たいてい同じところにありますよね！」


　こんな言いい訳わけが通じてくれることを願う。


　大おお枠わくを固めたところで、続きは事務レベルで話をつけてくれという流れになった。


　雪国は、一人ほっと息をつく。


　そして、かわりに派は遣けんされてきたのが彼女だった。


「ぶはっ」


　飲んだ茶を吹き出しそうになる。


「──おひさしぶりでございます、雪国さま」


「く、久く我が原はらさん……」


　久我原さゆねである。


　分ぶ厚あついファイルを片手に入室してきて、雪国の向かいに腰こし掛かける。


　そのままファイルを開き、万まん年ねん筆ひつのキャップを外すと、ここがまだ二週間前の放ほう課か後ごのような気分になってしまう。


「……君、会計だったよね？」


「問題ありません。執しつ行こう部ぶ員いんであることにはかわりませんので」


「そう」


「実のところ、是ぜ非ひにと志し願がんいたしました。どうしてもお会いしたいと望んでおりましたので」


　さらりと言われる。


　どうにもこの人の発言は、真しん意いが読めなくて困る。


「ワタクシがかかずり合わずとも、両校の連れん携けいにつきましては、舞姫さまと雪国さまがご自宅で話し合われれば充分な気もいたします。その点、気が楽ではありませんか？」


「まあ……実じつ際さいその通りなんだけどさ」


　形式とか段だん階かいとか、いろいろあるだろう。いろいろ。


「ならば、ワタクシが私し利り私し欲よくのために、この場をお借おりしても問題ないように思うのです」


　ないのか。本当にないのか。


「その舞ちゃんは、会議なんだよね……？」


「ええ。胡蝶の宮と、巨きよ頭とう会かい談だんです」


「そう……大変だ」


　うまくいってるといいのだけど。


　つぶやく間も、シノビの少女はじっと雪国のことを見つめていて、雪国は裸はだかの王様にでもなった気分だった。


　一生懸命、ぬるくなった茶をすする。


「あの、僕ぼく、顔になにかついてる？」


「いいえ特には」


　それなら、その眼がん力りきはなんなのだろう。


「あのね久我原さん、ないならないでさ、なにか言ってくれるとか──」


「双ふた子ごとは、不ふ思し議ぎなものですね」


　彼女は、それだけ言った。


　感想のつもりのようだった。


「男だん装そう、とてもよくお似に合あいです……と申し上げるのも変ですか。それはもともとの雪国さまのお姿ですものね」


「いや」


　雪国は、薄うすく口の端はしを引き上げる。


「それなら、僕にもわかるよ。なんか僕もね、変へん装そうって気分が抜けないんだ」


　ははは。おかしいよね。気の利きいた冗じよう談だんのつもりだったのに、久我原さゆねは笑ってくれなかった。やっぱりなという気分だった。


「雪国さま」


　笑顔のままの雪国に、彼女は、


「無む駄だなどではありませんよ」


　淡たん々たんと告つげてきた。


　あまりにその言い方が唐とう突とつだったので、雪国の方も笑っていられなくなったのだ。


「無駄などではありませんよ。淡谷雪国さまは、きちんと青美女学院に痕こん跡せきを残されてきております。ワタクシは雪国さまを覚えております。されてきたことも知っております。大きな変化です」


「久我原さん……」


　彼女の『私利私欲タイム』は、それで終わりのようだった。当然のようにファイルをめくりだし、打ち合わせの話がはじまった。


　雪国を励はげます。


　まさかそれが目的だったのだろうか──。





　彼女が、どれだけ事じ情じようを察さつしていたかは、わからない。


　打ち合わせが終わると、スクールバスの出発時じ刻こくまで少しだけ時間が空あいた。久我原さゆねは、散歩でもして時間をつぶせと進言してきた。


「散歩……？」


「道案内など、雪国さまには必要ないでしょう」


　反はん論ろんできない部分はあった。


「もちろん、帰りはこちらへ立ち寄らず、そのままバス停てい留りゆう所じよまでお帰りください」


「わかったよ」


「ああ、それと来客者用バッジは、教きよう務む課かの方へ返しておいてください。退出の時刻記入も忘れずに。今さら場所など説明しませんが」


「ほんとにお客じゃないよね僕」


「ゴミも捨ててきてもらえますか？」


　さすがにそれはごめんこうむる。


　追い出されるように生徒会室を出て、雪国は青美女学院の中を歩き回った。


　新しん鮮せんというよりは、やはりまだ懐なつかしかった。


　帰ってきた。そんな言葉がぴったりくる。


　なんの感かん傷しようだろう。グラウンドから聞こえるハイトーンのかけ声や、芝しば生ふに落ちる緑の影かげ。一人きりで周りの風景を追っていくと、そこは何度も目にしてきた、少女たちのあかね色の放課後だ。


　ここを歩いて、勉強して、暮くらした時間がたしかにあったのだ。


　だけど一方で、変化は校内にも確かく実じつに訪おとずれていた。


　少女たちの制服は青の夏服に変わり、白しら百ゆ合り館前の掲けい示じ板ばんには、ローズロワイヤル主しゆ催さいのサマーコンサートが予告されていた。


（花……さすがに変わっちゃってるな）


　あれだけ入いり浸びたっていた秘ひ密みつの庭てい園えんも、人っ子一人いない無人の庭になり果てていた。


　まだつぼみだったはずの百合が満開で、紫あ陽じさ花いも鮮あざやかに色づきはじめている。変わらず咲き続ける薔ば薇らもあるけれど、雪国の知るあの頃とは違っていて、なにか少しよそよそしい。


　じきに梅つ雨ゆがはじまり、葉や石いし畳だたみを長く濡ぬらすのだろう。


　もしかしたら、蜜に会えるかもしれない。そう思っていた自分が笑われた気分だった。


（だいたいあれは、僕を呼び出して説せつ教きようするためとか、お腹なかすいてしょうがないからとか、そんなのばっかだったじゃないか）


　舞姫はいまごろ会議だろうし、元気でいるなら、それでいいのだ。


　十分ほど噴水や東あずま屋やの周りをうろうろしてから、言われた通りに帰ろうと思った。


　本館一階の教務課で、バッジの返へん還かんと記き帳ちようをすませ、バスの時間をたしかめてから出口を目指す。


　次、来れるのはいつだろう。雪国は吹き抜けの本館エントランスにたたずみ、もう一度だけ校内の姿を焼き付けようと、背後を振ふり仰あおいだ。


「────」


　噓うそだろう。


　一いつ瞬しゆん、願望から出た幻まぼろしかなにかかと思った。


　一駿河蜜がたった一人、二階の踊おどり場ばにたたずんでいた。


　半はん袖そでのブラウス以外は、リボンの結び方まであの頃のままだ。大きな瞳ひとみの睫まつ毛げを伏ふせ、手すりの端はしに寄りかかっている。噓。冗じよう談だん。あるいは奇き跡せき。


　本当にそれが実体なのか確かめたくて、消えてしまわないか確かめたくて、雪国は彼女の名前を呼んでいた。


　けれど、彼女は気づかなかった。


　彼女は真下の廊ろう下かを歩いていく、少女の集団だけを見つめている。


　その視し線せんの先にあるものに気づいて、雪国は今度こそ息がつまった。


（舞ちゃん！）


　舞姫なのだ。執しつ行こう部ぶの取とり巻まきを連つれて歩いていく。


　自分がその場を歩いているような、それを端から眺ながめているような、不ふ思し議ぎな遠い光こう景けいだった。


　たわいもない冗談に、執行部の少女たちが笑って、舞姫が遅れてうなずく。完かん璧ぺきな調和。ステンドグラスの色明かりが彼女たちを染そめ抜ぬき、淡あわく別の国にいるようだった。


　けれど蜜はそれを、ただ見つめていることしかできない。雪国と同じに、階かい段だんの上、一人もの言いたげに、唇くちびるをかみしめている。


　せんぱいのばか──。


　唇がそうつむいだ時、舞姫がこちらを向いた。


「あれ、ユキグニ。いま帰るの？」


　どうしたの、と舞姫が駆け寄ってくる。頭ず上じようの蜜には気づいていないらしい。


「いや、舞ちゃん、上みて上」


「上？」


　ふたたび顔をあげると、すでに蜜の姿はなくなっていた。


「どうかしたの？」


　ちょっと待ってよ。


　舞ちゃん？
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　あれが自分の気のせいでないなら、今の蜜はどこかおかしい。


　なにか悩なやみ事ごとでもあるのかもしれない。


　雪国はそわそわしながら舞姫の帰りを待った。


　夕飯は、スーパーでおいしそうだったハンバーグにした。つけ合わせの大だい根こんをがっしがっしとすりおろしているところに、舞姫が帰き宅たくしたようだった。


「舞ちゃん！」


　玄げん関かんで彼女を迎むかえて、鞄かばんまでかいがいしく受け取って、ダイニングまでご案内。まるで新にい妻づまのようだ。


「喉のどかわいた」


「お茶いれるね」


　棚たなからおろしたてのやぶきた茶を出して、急きゆう須すの温度はややぬるめ。ダイニングテーブルの椅い子すを引く舞姫の前に、湯飲みとお茶ちや請うけを出してやる。


「ふいー」


　一いつ服ぷく。のんびり。


　テレビの天気予報は、気き象しよう予よ報ほう士しのお姉ねえさんが、明日は晴れ時々曇くもり、ところにより一時雨でしょうと喋しやべっている。


「──って、それどころじゃないって」


　あせる雪国に、舞姫が目を丸くする。


「一駿河さんだよ。ねえ舞ちゃん。あれからなにかあったの」


「一駿河蜜？」


「なんかすごく、元気なかったから」


　不安で仕方なかった。泣いていないだろうか。困っていないだろうか。


「べつに、普ふ通つうだと思うけど」


「そんなはずないよ」


「朝、みかけた時は普通だった」


「じゃあ昨きの日うは？　おとといは？」


　そこまでするの。


　そう顔に書いてあるような気がした。


「だって、ちゃんと、頼たのんだよね」


　だから言ったじゃないか。あの子はすごい意い地じっ張ぱりなんだ。困ったことがあっても簡かん単たんには頼たよらないし、弱よわ音ねなんてはかない。はいた時にはもうクタクタで。だからそんな表面的に見てるだけじゃだめなんだ。


　僕ぼくじゃ。僕じゃないと。


「やってる。ボクにできる範はん囲いで」


　それでも自分は、蜜を優ゆう先せんしてほしかったのだ。一番に。


　おさえつけていた思いが、ためこんできた感情が、一駿河蜜の沈しずんだ表ひよう情じようが、久我原さゆねの忠ちゆう告こくが、ずれたままの日常が、体の芯しんをぐらぐら揺ゆらして折れそうだった。


「ユキグニ。ボク」


「それじゃだめなんだよ！」


　大根おろしとおろし金が、床へと散さん乱らんした。


　からからと皿さらが回って、天気予報は今後一週間は天気が移り変わって、週末はよく晴れるでしょうと喋っていた。


　雪国は、その上を踏ふみつぶすように走り出した。


「ユキグニ！」


　とたんに蒼そう白はくな顔をしている舞姫に、気づいていても止まらなかった。玄関でスニーカーをつっかけ、自転車のスタンドを蹴けり上げ走らせる。


　騒さわぎを聞きつけたらしい祖そ母ぼが、離はなれの窓まどから顔を出していた。


　知らない。


　なにも知らない。


　一秒でも早く、蜜のところへ行きたかった。





　空舟駅から電車で三つ先。隣となりの市に隣りん接せつする住宅街。彼女の家がどこにあるか、一度だけ調べたことがあった。


　大きな神社の隣にあるからすぐにわかると、地図上では思っていた。


　しかし実じつ際さいに自転車でやってきた雪国は、サドルの上で独どく白はくすることになる。


「……どこ……？」


　神社の場所は、すぐにわかった。古い漆しつ喰くいの壁かべに囲かこまれた神社の中で、ざわざわとご神しん木ぼくたちが風に揺れている。けれど、蜜の家はどこなのだろう。あるはずの場所を見み渡わたしても壁が続いているばかりで、とぎれたと思えば人じん力りき川がわが流れていた。


　雪国は自転車を降り、何度か周りをうろうろしてみて、同じく神社の一部と思っていたあの漆喰の壁の中が、蜜の家なのだと納なつ得とくするしかなかった。


　そう考えると、彼女の家は豪ごう邸ていだった。なにせ木ばかりで家が見えない。


　やっと見つけた入り口の、門の大きさやインターホンも、ものものしさに拍はく車しやをかけた。個人住宅のくせに警けい備び会社の提てい携けいシールが貼はってある。越こえたら鳴るんだろうかあれ。


　青美きっての名門ソロリティ、『ローズロワイヤル』に入れる家いえ柄がらだというのを、忘れていたつもりはなかったのだが──。


（というか、そもそもこのかっこじゃ入れないじゃないか……）


　もろ短たん髪ぱつに学生服のリアル雪国である。


　どうしようと思って、けっきょく電話に決めた。


　川沿いの工場の入り口に、公こうし衆ゆう電話をみつけたので、そこで電話帳をめくり、一駿河の名前を探す。ありがたいことに、ちゃんとあった。住所と照らし合わせても間違いない。


　サイフに入っていた小こ銭ぜにをありったけ用意して、記き載さいしてある番号にかけた。


『──はい。どちら様ですか？』


　受話器の向こうから、年ねん輩ぱいの女性の声がした。


「……あの、淡谷と言います。蜜さんの……その、友達です」


『ご友人様、でございますか？』


　少々お待ちください、と女性は言って、流れはじめたのはユーモレスクの保ほ留りゆう音おん──どっと汗あせが噴ふき出でる。


　お祖ば母あさんにしても、お母かあさんにしても、中ちゆう途と半はん端ぱな年代の声だった。母親ではなくお手伝いさんだと言われても、きっともうおどろかないだろう。


　そしてユーモレスクが止やんだ。


『先せん輩ぱい!?』


　息が止まった。


『な、な、な、なんで、どうして先輩が』


　蜜だ。


　蜜の声だ。


　雪国は必死で息を整ととのえて、彼女の声にうなずいた。少し泣きそうだったかもしれない。


「……うん。こんばんは一駿河さん」


　かろうじてそれだけ言う。


　なつかしい声が、きれいなソプラノが、震ふるえるぐらいに光って聞こえた。


「あのさ、元気？」


『いきなり、なんです』


　知りたかったんだよ。心配だったんだ。


　なにも手につかないぐらい、さびしくて心配だったんだ。


　そこからしゃべりはじめたのは、ひどくたわいもないことだった。今日の天気。勉強の愚ぐ痴ち。そして蜜からは、ソロリティの昼食会で出た食事がいかに蜜的にまずかったか。


「そんなにまずかったの？」


『ええもう。あれはまずいなんてものじゃないんです。野菜ばっかりで素そ材ざいの持ち味をいかすかどうか知りませんが、なんの味もしないんです』


「それはたぶん、薄うす味あじでヘルシーって言うんだよ」


『いやです。蜜はもっとこう、ドーンと骨ほね太ぶとな味わいを望みます』


「もしかして、それが言いたくてずっと待ってたの？」


　本館の二階で。舞姫の体が空あくのを。


『……ちがっ。ちがちがっ』


　そっか。そうなのか。


『ちがっ』


「ごめんね。僕も気づかなくて」


『違いますって。ねえちょっと先輩てば耳あけて聞いてますか！』


　これなら大だい丈じよう夫ぶそうだなと安心できた。いつもの、向こうっ気の強い蜜だった。


『もう許せない！　ちょっとそこいてください先輩！』


　だけどいつからだろう。返事がなくなっていた。


　もしもし。もしもし。とんとんと受話器を叩たたくが無音。


　雪国はどうすればいいかわからなくて、切れる気け配はいもない、しかし無音の受話器をもてあましていた。


　そしてふとあたりを見回したのだ。


「────あ」


　雪国は、ゆっくり、にぎっていた受話器を取り落とした。ボックスの戸を、開けた。


「……後ろから、工場の音がきこえたから。ここじゃないかなと思って」


　控ひかえめに言っても、一駿河蜜はぼろぼろだった。白いキュロットスカートは皺しわだらけで、そこからのびる足は、素す足あしにストラップの外はずれたサンダル履ばきだ。


　ウェーブがかかった薄うす茶ちやの髪は、とかしもせずにくしゃくしゃで。ぼろぼろのくしゃくしゃ。くしゃくしゃのぼろぼろ。本当に、着きの身み着きのままといった風ふ情ぜいで。


「でも」


　そして、ここまで一気に走ってきたのだ。『舞姫』に会うために。


「あなた、だれ」


　愕がく然ぜんとしたような声。


　通りがかった車のライトが、雪国たちの姿を照らしていく。目の前にいる少年を、必死に見み極きわめようとしている蜜の顔も。雪国は向こうの言葉を待たず、止めてあった自転車に乗って走り出す。


「ねえ、待って！」


「ごめん！」


　いっそ会わない方が良かった。


　知らせないままでいたかった。


　淡谷雪国は大おお噓うそつきで、あきらめが悪くて、こんなところであがいてのたうちまわっているのだと。直じかに教えるよりはずっと。


（こんな結果）


　笑え。彼女が好きなのは、僕ぼくじゃない。まして舞姫でもなければ誰だれでもない。


「おい、君、どうした!?」


　尋じん常じようでない雰ふん囲い気きを感じたのか、さきほどの車が幅はば寄よせしてきた。Ｎ県けん警けいのパトカーだった。雪国は答えることができずに、サドルの上で涙をこらえた。次の言葉は、長く待っても出てこなかった。
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「ユキグニの、ばか」


　舞姫は、歯を食いしばりながら、キッチンの後あと始し末まつを続けていた。


（いじっぱり）


　大根おろしは床の隅すみ々ずみにまで飛び散っていて、ハンバーグはすっかり焼けこげて、いつまでたっても掃そう除じが終わらない。


　雪国の怒りそのもののような気がした。


「好きなら、離はなすな。お人ひと好よし」


　彼が用意した青美女学院は、舞姫が離り脱だつする前とは、ずいぶんさまがわりしていた。


　みんな萎い縮しゆくしないであいさつしてくれるし、あれだけ怒ど鳴なり散ちらしてしまった生徒会の子とも、普通に話すことができた。生徒会とソロリティの間の、ぎすぎすした雰囲気もだいぶ減へっていた。


　なにも変わっていないなんて噓だ。変えたのは、変えてくれたのは、雪国だ。


　そんな雪国が優やさしすぎて、一人で泣くことになるなんて。そんなことあっていいはずがない。


　助けが必要だった。この状じよう況きようを変えるための、大きな魔ま法ほうを使いたい。


「……もしもし？」


『──あ？　なんだ、どこのどちらさま？』


　芝目夏彦の自宅電話は、すぐにつながった。


　出てきた家族は、とても親しん切せつで威い勢せいが良かった。まずはじめにお父さんが出て、次はお母さん、弟さんに妹さん、なぜか犬にまでつながった。


　根ね掘ほり葉は掘ほりとこちらの素す性じようを聞き出そうとする横から奪うばい取とるように、受話器に出てきた芝目夏彦の声こわ音ねは、少々不ふ機き嫌げんそうだった。


『なんだ淡谷。どうした。家までかけてくるなど珍めずらしいではないか』


「かもしれないね。忙いそがしかった？」


　ノイズ混じりの回線の向こうでは、カノジョだカノジョだとにぎやかな外がい野やの声が続いている。


『忙しくはまったくないが……次回はできれば携けい帯たいの方へ頼めないか。淡谷兄あに貴きの声では、家族がすわ女かとうるさくてたまらんのだ』


　光景が想そう像ぞうできるような気がした。


「兄きよう弟だい、何人？」


『四人。男三人、女一人、犬が一匹。ちなみにオス』


「うちは、双ふた子ごなんだ」


『双子？』


　舞姫は、早はや口くちにささやいた。


「あのね──ボクの名前は雪国じゃない。キミたちにお願いがあるんだ」


　ＳＥＣは、すべてのおフロ嬢イさラんインの味方なのだろう？
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　チャーシュー麵めんと、肉にく餃ぎよう子ざ。


　交番で、なぜかこの二つを食べさせられた。


　こちらが自転車の上で泣き出して動けなくなってしまったので、二人組の警けい官かんたちは、わざわざ自転車ごと雪国を運んでくれたのだ。


「……まあ食べなさい。夕飯まだだろう？」


「はあ」


「ここのはうまいぞ」


　食べるまで帰してくれないような気がした。


　いただきます、とつぶやいて、出前のラップがかかったままの皿に手をのばす。


　その間も警官たちは、事じ務む机づくえの向こうで見ているだけだ。太っていたり、年が違っていても、首が太くてがっしりしている部分は変わらない。それがおまわりさんの共きよう通つう項こうのようだった。


　遠い記き憶おくをふりかえってみても、警けい察さつの世話になったことなど一度もない。迷まい子ごになった舞姫がパトカーに乗って家に帰ってきた五歳の夏も、雪国は家で待っている側だった。


「箸はしをもつのは、いつも左手？」


「ええ」


「鉛えん筆ぴつも？」


　そうです。


「それで、君、名前は？」


「淡谷です。空舟五中の三年です」


「五中ね……ずいぶん遠いじゃないか。学区外だね」


　年かさの警官が言った。野球が得とく意いな彼の息むす子こは、現在高校三年生。遠くの私立へ進学して、寄き付ふ金きんが大変な上に去年は三回戦で負けたらしい。


「あそこにいたのはどうしてか言える？」


「……どうして、って」


　たいした理由は、ない。


　気づけば野球警官も、残りの警官も、じっと雪国の答えを待っている。


「言っても、いいんですか？」


「大だい丈じよう夫ぶ。秘ひ密みつは守るから」


「吐はけば楽になるから」


　どこかで聞いたようなセリフだ。


　雪国は、ためらいながらも答えはじめた。


「……いろいろ、情なさけなくなって。好きな子を励はげまそうと思って、会いにいったんですけど」


　合あい間まにずるずるずると、こちらが麵をすする音だけが響ひびきわたる。


「ほんとは僕ぼく、スカートはかずに会っちゃいけない体なんです」


　警官たちは顔を見合わせ、『これは違うな』という顔をした。


　けっきょく、夕飯をまるまるおごってもらい、県警のカレンダーまでもらって、雪国は解かい放ほうされた。


「最近、いろいろ物ぶつ騒そうだろう。通とおり魔ま事件がまた頻ひん繁ぱんになってきてるのは知ってるね」


「はあ」


「市民から情報提てい供きようがあったんだ。犯行現場の周辺で、君ぐらいの背せ格かつ好こうの少年をよく見かけると」


　まさかと思うが、言われた特とく徴ちようは、校名や乗っている自転車の色、利きき手も含ふくめて、雪国をそのまま写うつし取とったかのようなものだった。


　警官たちが、念のためにと声をかけたくなっても、無理はない。


「今まで、情報らしい情報が集まらなかったからね。気を悪くしないで欲しいんだが」


「僕は、ちがいますよ。やってません。本当です」


「そうだな。君は種類が違うようだ」


　なにかこう、女じよ装そう趣しゆ味みの悲ひ哀あいと勘かん違ちがいされているような気がする。


　青ざめてショックを受けている雪国に、彼らは同情的なようだった。


「あまり思いつめるなよ」


「自分の性を否ひ定ていしてもいいことないぞ」


　ちがうってば。


「タレコミって、誰だれだかわからないんですか？」


　だめもとで聞いたが、やはり答えてはくれなかった。





　家に帰ると、舞姫が真まっ先さきに雪国のことを出で迎むかえてくれた。


　理り不ふ尽じんに怒ど鳴なりつけてきまりが悪かった雪国は、何十もの言いい訳わけを考えていたけれど、彼女の前ではすべて霧む散さんしてしまった。きれいに片付いた台所に、ドンマイの一言で流してくれる舞姫に、違うんだとつぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　けっきょく、すべては勘違いだったと、そう思うのが一番なのだろう。


　振り返ると、つくづく不ふ思し議ぎなのはタレコミだった。


　雪国を犯はん人にんだと思わせて、得する人間。雪国に恨うらみを持つもの。


　どうにも気分が悪かった。





　　　　　＊＊＊





　そらご祭の日取りが近づくにつれ、校内のあわただしさも本格的になった。


　芝目たちと旧きゆう校こう舎しやの中にいても、校庭や渡り廊ろう下かを、忙いそがしく行き来していく生徒の声が聞こえてくる。


　雪国は座ざ敷しきに座すわり、当日招しよう待たいするゲストの名前や写真をチェックしていた。


「芝目くんさ──通り魔の顔、実じつ際さいにみてるんだよね」


「あ？」


　いきなりの話題に、芝目が、隣でチラシを折る手をとめた。


「そりゃあまあ、ある程度は。しかしはっきりとと言われると、実のとこ微び妙みようだぞ」


「そうなの」


「相手は帽ぼう子しで顔を隠かくしていたしな。まずは青美のお嬢じようさんを保ほ護ごするのが先決であったし、若そうな男、ということぐらいしか言い切れん。大道寺構こう成せい員いんほど背が低くはないし、豆坂構成員ほど太ってもいない。黒っぽい服を着て……それぐらいしかわからん」


　確信にはいたらずと言ったところか。


　むしろ会ってわかるのは、はじめに遭そう遇ぐうしてもみ合った胡蝶の宮の方かもしれない。


「──黒い服、か……」


　あの日、雪国が着ていたのは、五中の夏服。少し前なら、黒の詰つめ襟えりだろう。乗っていたのはシルバーの自転車。そして警官たちは呼び止めた。通報の特とく徴ちようそっくりだからと。


　仮に犯人が、偶ぐう然ぜんにも同じ特徴だったとしよう。黒い詰め襟でシルバーの自転車に乗って、たまたま左利きで身長も似たようなもので、夜の市内をうろついていたとしよう。しかし、保守的な学校が多い空舟市は、かなりの学校がブレザーではなく、学ランなどの学生服を着せているのだ。つまり見た目だけでは高校も中学も一いつ緒しよ。


（やっぱり、変だ）


　警察ではない。タレコミの主ぬしの方だ。どうして見かけた犯人を、ただの学生でなく、五中の生徒と特定できた？


　襟の校章？　自転車の駐ちゆう車しやステッカー？　あの暗くら闇やみで？


「気になるか？」


「まあね……」


　関係ないのかもしれない。


　特定できたのは、はじめから犯人像があったのかもしれない。雪国という人間。ずっと近くで、観かん察さつされていたのだ。利きき腕うでに自転車にすべて。


「うむ。まったく惜おしい。これが野や郎ろうではなく制服姿の女子だったら、スカートの切きれ端はしだけでも特定する自信があるのだが」


　それはそれでどうだろう。


　雪国はため息をついた。やはり意い図と的てきに狙ねらい打うちされているのだ。そうとしか思えない。あそこで女装趣味に間ま違ちがえられたのは、本当に不幸中の幸さいわいだったのだ。


　この時期に主しゆ催さいがいらぬ騒ぎを起こせば、イベント自体が中止になっていただろう。


「もしかして……」


　それが目的だったのだろうか。


「……淡谷？」


「ところでさ芝目くん。これリストの名前抜けまくりなんだけど」


「なんだと？」


「やばいって。写真もバラバラだし。今日中に学校側に提出するんでしょこれ」


「うおおお」


「おーい、花ができあがったぞー」


　にぎやかな声とともに、部室の戸が開いた。大道寺と豆坂がなだれこんでくる。


「こら、豆坂構成員！」


　芝目の叱しつ責せきが響ひびく中、段ボール箱を抱かかえていた豆坂が、わざと上から中身を落とした。


　ちゃぶ台の上にぶちまけられたのは、色とりどりの造ぞう花かだ。薔ば薇らに椿つばき、ダリアにガーベラ。すべて裏うらにピンが付いて、コサージュにできる仕し様ようになっている。


「ほんとに注ちゆう文もんした通りだ。すごい」


「聞いておどろけ。マメの力りき作さくっすよ」


「えええ」


　見た目に似合わぬ匠たくみの技わざだ。思わず豆坂を見返すと、彼は黙だまって親指をたててみせた。


　これはすべて、いまチェックしている青美女学院の生徒に付けてもらうものなのだ。


「ふはは。みんなもうやきもきしてる感じっすよ。さっきも隣のクラスのやつにせっつかれたんす。誰が来るんだ、当日参加できるのは何人なんだって」


「それ、ちゃんと答えてあげたよね」


　大道寺は、うなずいた。得とく意いげに胸をはり。


「ゲストは当日のお楽しみ。そして当方のイベントに、人数制限はございません。誰でも等ひとしく参加可か能のうでございます」


　その通りなのだ。


　ＳＥＣ主催の合同コンパに、大きな制限や垣かき根ねはない。門もん外がい不ふ出しゆつのお嬢じようの箱はこ庭にわ、青美女学院の生徒と話してみたい生徒は、男子はもちろん、女子の中にもかなりいるようなのだ。


　それならそれで、枠わくを作るのはもったいない。志望者にかぎっては、五中の女子や、それ以外の当日飛び入り参加も認みとめようと思っていた。


「いい日に、なるといいよね」


　希望をこめてそう思う。


「だから芝目くん。このリスト」


「ああわかった。責任もってやり逃にげよう」


「遂とげてよ。逃げないでよ。だいたい招待客のトップが欄らんから丸ごと抜けてるってありえないよ」


「俺たちはいつでも先行撮とり逃げだ！」


「トンズラの間違いだよそれ」


　そこまで言って、雪国はふと思った。


（──べつに、訂てい正せいしなくてもかまわないんじゃないか？）


　だってリストのトップは。


　トップは。







　　幕間








　断ことわることはできなかった。君はそう言ったよね。


　王様は変わった。君は振り回されるしかない側だ。すべてが皮ひ肉にくに変わっていく。どうしてこんなことになってしまったんだろうね。


　せめて祈いのるしかない。彼女に会わないことを。あの日を思い出さないことを。





　僕ぼく？　僕は君さ。


　君？　君は僕さ。





　いつでも君を笑ってるよ。


　Ｓ・ザ・リッパー。


　たいへんだね。









　　第６章　そらご祭、AT THE FESTIVAL,そしてAND...







　開門まで、あと三十分。空そら舟ふね五ご中ちゆうの上空は、雲ひとつない晴天だった。


　校こう舎しやの中は、どこもしんと静まりかえっている。朝あさ一いちの受付や校内放送を任まかされている生徒以外は、全員校門前のグラウンドへ集まることになっていた。


　オープニングセレモニーがあるのである。


　そしてすでにグラウンドに整列した全校生徒にとって、教きよう師しや校長のあいさつなどもはや聞く価か値ちもなかった。ゴー。ヒア・ウィ・ゴー。リンクに立つ前のホッケー選手の相そう。


　待ちきれずじりじり焼やけ焦こげそうな生徒たちの無む言ごんのブーイングをもろともせず、限界ぎりぎりまで訓くん辞じをしゃべりつくした学校長が朝礼台を降りる。


　そして次。壇だん上じようにあがったのは、一人の少女だった。


「──みなさま、ごきげんよう！」


　明るくさわやか、かつ時じ代だい錯さく誤ごなごあいさつ。


　彼女は円の直ちよつ径けい二メートルぐらいありそうな、膨ふくらんだ骨ク入リノりリのンドレスを着ていた。ごっつい五中の拡かく声せい器きを持っていた。優ゆう雅がだけど派は手でだった。


　それだけで校庭に並ぶ生徒約八百人は、完全に度ど肝ぎもを抜ぬかれて口を開けていた。


「うふふ。どうも、はじめまして。空舟五中のみなさま。わたくしたちは、青せい美び女じよ学がく院いんのローズロワイヤル。通つう称しようロワイヤルメンバーと申しますの！」


　ますの、ますの、ますの──ザ・ワールド。


　こほんと咳せき払ばらいの音さえ、拡声器は拾って届けた。


「あらためて、本日はお招きいただき感かん謝しやの念に堪えませんわ。思し想そう、家いえ柄がら、すべて越こえ、空舟に暮くらす者同士交流を深めようという今回の試こころみ。わたくしローズロワイヤルの一員として、心から敬けい意いと協力の意を申し上げます──ああ、念のため存ぞんじ上あげない方々へご説明いたしますと、ローズロワイヤルとは青美女学院一の歴史を誇ほこる学内ソロリティでございますの。発ほつ足そくは明めい治じ十九年。アメリカの女子カレッジをご視し察さつなされた初代理事長、堅けん城じよう紀き和わ子こ様が彼かの地ちの社交のありように感かん銘めいを受け、学院内に女じよ子し友ゆう愛あい俱く楽ら部ぶの設立をご推すい奨しようなされたことが発ほつ端たんとなりますの。より美しく、より気け高だかく、より可か憐れんにをモットーに、日ひ々び乙おと女めの交流と研けん鑽さんを深めておりますわ。これは学院に生徒会の自じ治ちが成立するより五年ほど早く、まさしく青美と言えばローズロワイヤル、ローズロワイヤルと言えば青美の乙女を表すにふさわしい関係で──」


　この間、ソロリティの歴史とローズロワイヤルの有あり様ようについて、五分ほど熱ねつ弁べんが続く。


「──あら、いけませんわね。みなさまお退たい屈くつ？　ちょっとおしゃべりのしすぎかしら」


　やっと気づいてくれたようだった。


　一同、すでに棒ぼう立だちである。


　くるりと彼女が壇上で回ると、遅れてクリノリンドレスが回り出す。


「引き続きまして、わたくしたちのお姉ねえ様さま、胡こ蝶ちようの宮みやこと蝶ちよう間ま林ばやし典のり子こさまをご紹しよう介かいいたしますわ」


　いれかわりに壇上にあがったのは、情熱の『黒』。


「どうもみなさま。本日はよく集つどってくださいましたわね」


　すでに『自分のため』である。


　マイクスタンドの前で、悠ゆう然ぜんとささやく蝶間林典子は、ぴったりと身にそわせた、黒のカクテルドレスを身にまとっていた。


　大だい胆たんかつ深いカッティング。白いうなじを見せたアップスタイル。背せ中なかに入れた薔ば薇らのタトゥー。半分以上あらわになったダイナマイトバストも、ここまで堂々と露ろ出しゆつさせればハリウッドセレブのセクシードレスと同等、いやそれより数段上である。


　なにより完かん璧ぺきにそれを着こなす気品と美び貌ぼうを身につけていた。


　ほんまにこれ、中三か。下界の女子はおののき、男子はなまつばを飲み込む。そういう完かん熟じゆくオトナスタイルである。


「今日はあたくしの妹たちを、みなさまへのお近づきの印しるしとしてご披ひ露ろういたしましょう。どの娘こも極ごく上じようの蝶でございましてよ」


　彼女が指先で指さし示しめす先を見て、少年たちはさらに倒れそうになった。


　校舎の外観は、今日に限ってさまざまな装そう飾しよくにあふれている。壁かべ、屋おく上じよう、その間を縫ぬうように、まるで間違い探しでもするように、生なま身みの少女たちがたたずんでいた。


　屋上の給きゆう水すい塔とうに。二階の窓まどに。三階の非常階かい段だんに。本格的な正せい装そうをしたロワイヤルメンバーである。


　一人ひとりは胡蝶の宮の完成度にはおよばないものの、物量戦は圧あつ巻かんであった。


　赤のイブニングドレスがいた。白のチャイナドレスがいた。紫むらさきの友ゆう禅ぜんできめた少女もいた。どれ一つとして貸かし衣い装しようのような安っぽさはない。本物だ。どよめきがあがる生徒たちを見み下おろし、着き飾かざった少女たちは一いち礼れい、あるいは小さく手を振ふってみせた。





[image: ]


「どうです？　お気に召めしまして？」


　一同、うおー。


「ただし蝶は気まぐれですの。乱らん暴ぼうに扱あつかえば飛び去りますし、退たい屈くつも嫌いますわ。あなたがたにお相手がつとまりますかしら」


　つとまる。話させろ。


　地上の男どもの無む言ごんの圧力も、胡蝶の宮は喉のどを見せての高笑いではねのけた。


「第三十一回、空舟第五中学そらご祭、はじまりましてよ！」


　りーんごーん。


　りーんごーん。


　古びた鐘かねの音ねの放送にあわせ、屋上からは花火があがる。そして、閉とざされた正せい門もんがこじ開けられる。


　火か薬やくが破は裂れつするような歓かん声せいがあがった。


「……冗じよう談だんじゃ……ない」


　誰だれかのつぶやきは、喧けん噪そうの中にかすれて消えた。


　また負けるのかと。





　　　　　＊＊＊





　一方雪ゆき国ぐには、旧きゆう校こう舎しやで放送に耳をすましていた。


「……派手、だな」


　芝しば目めの感想に、うなずく。


　蝶間林典子の高笑いとロケット花火があがる音は、ここからでも聞こえていた。


「むちゃくちゃ、派手だよね」


「最後の乳ちち出だし姐ねえさん、俺おれたちが助けた青美のお嬢じようさんだよな」


「そうだよ。ローズロワイヤルの胡蝶の宮」


　もそもそ、常じよう備び品ひんのうまい棒ぼうを食べる。


　彼女の人ひと柄がらを知っているなら、これしきおどろくに値あたいしない。そう思う雪国である。


（ほんとはちょっとおどろいたけど）


　開かい幕まくの仕し切きりを、他校の青美女学院に任まかせようと決めたのは雪国である。ソロリティの彼女たちは、本日の目め玉だまでサプライズ担たん当とうだ。初しよっぱなに打ち出したらおもしろいんじゃないかと五中側の生徒会に提てい案あんしたら、あっという間に採用されてしまったのである。


　そして、舞ぶ台たいにあげる少女たちを、生徒会ではなくソロリティ主体でいこうと決めたのは舞まい姫ひめだった。「これで主しゆ催さいと出演、ポイントは五ご分ぶだから」というのが彼女の弁べん。たぶん、お互たがいポイントを稼かせいだと思ってほくそ笑えんでいるような気がするのだが、共きよう闘とう関係というのはそういうものだからいいのだろう。


「そろそろ、大だい道どう寺じ構こう成せい員いんたちも持ち場から戻ってくるはずだが……どうする淡あわ谷や、忙いそがしくなる前に見学でもしてくるか？」


「僕ぼくは──ここで留る守す番ばんしてるよ」


「なぜだ。俺は焼きそばが食いたいのだ」


「会長だけでも遊んできなよ」


　雪国は、力なく首を振ふった。


　遊びたくないわけではない。雰ふん囲い気きの変わった校内を歩いてみたくないわけではない。ちっともおいしくない手作り焼きそばを食べてみたくないわけではない。


　けれど、今日派は遣けんされてきたロワイヤルメンバーの中には、蜜みつもいる。


「……危あぶない真ま似ねは、できないよね」


　あれから彼女は、校内でもかなり距きよ離りを取るようになっているという。


　特に問といただしてくることもないそうだが、この姿すがたでもう一度会って、説明しきれる自信はない。


「それでいいのか？　おまえは本当に」


　ぽつりと。芝目夏なつ彦ひこが、独ひとり言ごとのように答えてきた。


　似合わない言葉に、違い和わ感かんを覚おぼえる暇ひまもなかった。芝目はパイプ椅い子すの定位置から、座ざ敷しきの雪国目指して歩いてくる。


「今まで、気づかなかった方がアホなのだな」


「ちょっと、待って芝目君、そのおてての凶きよう器きはなに」


「作戦決行時刻、一ヒト〇マル：一ヒト〇マル。すまんな淡谷雪国──ここで一度死んでくれ。ＳＥＣは、すべてのフロイラインの味方なのだ」


　雪国は悲ひ鳴めいをあげた。
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　本校舎中庭、屋や台たい村むら──。


　それは有ゆう志しの団体が、東とう西ざいさまざまな食品を売り出している一いつ角かくだった。


　昼過ぎにもなると、人の出入りも売り子の声も最さい高こう潮ちよう。どこからもにぎやかなざわめきが聞こえてくる。


「おじょーさんたち、たこ焼き食べない？」


「──たこ焼き？」


　なにげなく声をかけた売り子の少年は、思わず息を飲むことになる。


「あら、そうですの。このあたくしに、あなたという人間は、たこ焼きを食しよくせと申しますの」


　セクシーダイナマイト仕し様ようの胡蝶の宮が、激はげしく上から目線で、微ほほ笑えみながらも踵かかとで踏ふみつけんばかりの勢いきおいで、たずねかえしてくるからである。


　挑ちよう発はつ的てきな美び貌ぼうの下で、巨きよ大だいな胸が震ふるえている。


「……うわっ、いい……いっそ踏ふんで……」


「蜜。理り解かい不ふ能のうね。通つう訳やくできまして？」


「蜜にもわかりません」


　とりあえず、そう答える蜜である。少年はよろめきながら退たい散さんしていく。


（ああ、たこ焼きは蜜に置いていって……）


　丸くてふっくら。青のりたっぷり。こちらの切せつなさを知ってか知らずか、胡蝶の宮はふんと顎あごを上げ、くびれた腰こしに手をあてた。


「まったく、ろくな殿との方がたがおりませんわね」


「秀ひで幸ゆきさんみたいな？」


「あれはもっと却きやつ下かよ！」


　声に怒ど気きがこもっている。


　蜜は胸むな元もとのコサージュを直した。


　これも一応、営業活動の一いつ環かんらしい。


　校内を歩きながら、話しかけてくる五中の生徒の相手をするのが蜜たちの仕事である。しかし寄ってくる男寄ってくる男、胡蝶の宮は片かた端はしから切り捨てるか退散させてしまうので、あまり効果的な出会いになっているとは言いい難がたかった。


　お供ともをしている蜜は、それはそれで気は楽なのだが。


「おなかはへるけど……」


「なに？　蜜」


「い、いえなにも」


　苦にが笑わらいで後ずさり、通りがかった集団にぶつかりそうになる。


「あ、ごめんなさ──」


　思わず絶ぜつ句く。目が合ったのは、流しの綿わた菓が子し売りだった。頭にアフロのカツラをかぶり、手元の箱どころか服や背中にまで商品の袋がさがっている。


「お買い上げ？」


　ぐっと胸が高たか鳴なった。


　綿菓子。綿菓子。一度出店で食べたことがある。ぴんくのふわふわで、口に含ふくむと、とっても甘くて食べづらいアレ。


　じゃあ、一つだけくださいなと、思わず口にだしかけるものの。


「蜜？　なにをしているの？」


　蜜は、涙をのんで辞じ退たいした。しょせん、ロワイヤルメンバーの目が届くところで、しかもこんなドレス姿で割りばしくわえる姿などさらせるはずがないのだ。


　ドレスを着るのは慣なれている。イベントのはじまりに配くばられたコサージュだって、あつらえたようによく似合った。蜜にはピンクの薔ば薇らで、蝶間林典子は深しん紅くのダリア。まるで着る人の顔を思い浮かべて、わざわざ作ってくれたような気さえした。


　しかし、やはり拷ごう問もんは拷問だ。蜜はくらくらしながらベンチにへたりこむと、今度は胡蝶の宮がお好このみ焼やき屋の少年と論戦を繰くり広ひろげていた。


　どうせ食べられないにしても、今度はもう少し長続きするといいなと思った。


　ため息まじりに見つめる五中の雰ふん囲い気きは、蜜が知っている青美の雰囲気とはだいぶ違っていた。こうして座っていても、かかってくる声は、あたりまえだが男子ばかりで。


「カワイイねー、ほんとに。二年生？　三年生？」


　ああ、いらいら。いらいら。


「あれ、ごめん、いま休きゆう憩けい中ちゆう？」


　そうです。そうです。放ほうっておいて。


　蜜は無む言ごんでバツを出して、またため息をついた。このまま閉会までつきあうのかと思うと、さすがに気が重かった。


（先せん輩ぱい）


　ここにあの人がいたら、買い出しぐらいつきあってくれるだろうか。


　タコもイカも関係なしに食べていいよ一い駿する河がさんと言うだろうか。バカみたいだ。本当になにを考えはじめているのだ自分は。


「ほんと、ばっかみたい……」


　目元を赤くし、うつむき何度目かのため息をついたとき、蜜は奇き妙みようなものを見た。


　校こう舎しやの影から、おかしな着ぐるみが歩いてくるのだ。


　デフォルメのきつい、ぶさいく可か愛わいい短足ネズミである。だぶだぶの青いローブを着て、頭には星の模も様ようのとんがり帽ぼう子し。手には魔ま法ほうのタクトを持っている。どこぞのアニメ映画のように、得意げにタクトを振ふると、ぽっとタクトの先から花が咲く。どう見てもパーティーグッズのような気がしたが、通りがかった幼よう児じの受けはいいようだった。


　目を丸くする蜜の前で、ネズミはくるりと回ってみせた。


「ひーほーフロイライン。楽しんでるかい？」


「えっと、なに」


　もしかして、イベント参加者の人だろうか。思ったとたん、


「あはは。やだな。ボクがキミに気があるように見える？」


　蜜は言葉につまった。たしかに、見えない。見えないどころか、ただ遊んでいるようにしか。


「どうも、こんにちはフロイライン。ボクは魔ま法ほう使つかいの卵たまごその一だよ」


　おどけた文もん句くと一いつ緒しよに、ネズミはタクトを手て渡わたしてきた。


　蜜が思った通り、手の中でタクトをひねると、あっというまに花は収納されてしまう。


「ありゃ、ばれた。かっこわる」


「サイトの人……？」


「まあね。まだ見習いだから許ゆるしてよ」


　ネズミ、ローブの胸をはる。


　あの相そう談だんサイトの管理人が、この中学にいて、今回の招しよう待たいイベントを考えたのだと、噂うわさには聞いていた。少なくとも紳しん士し的てきな人たちだろうからと、それを信じて来ている子たちも大勢いるはずだ。


　かく言う蜜も、通とおり魔まをどうにかしてと書き込んでしまったことがある。


「今日のボクらは、出張相談会も開かい催さい中ちゆう。キミみたいな悩みのある子は相談にのるよ？」


　蜜は、思わず顔をそむけていた。


「……べつに、相談することなんか」


「いいやあるね。ボクらはみんなお見通し」


　ヒント１、とネズミは言う。


「１。井い村むら屋やの焼きそばパン」


　ぴくりと肩かたが揺ゆれた。


「２。ゴディバ」


　こらえようにも、止まらなくて。


「３。生徒会」


　この人たちは、本物なのかもしれない。


　魔法を使っているとしか思えない。


「キミは気にしていらいらしている」


「あ、あなたいったいなんですか？」


「魔法使いの卵」


　煙けむに巻まくような答えだ。


　ネズミはローブのポケットをごそごそあさり、ほら、と言った。


「あげるよ」


　キャンディー。イチゴ味。


　安っぽくて、甘あまくておいしい。


　もらって口に入れると、ほっとする甘さが、いっぱいに広がっていくようだった。


「ボクらは、傍はたで見て観かん察さつするだけさ。イチゴが欲しそうだな。誰だれかに聞いてもらいたがってるな。答えはみんなキミの中にある」


「そんなもの、あるわけないじゃないですか。誰だってわからないですよ。あんな、支し離り滅めつ裂れつでいい加か減げんな人」


　淡谷舞姫──生徒会の若わか光ひかるの君きみ。遠くにいると思えば近づいてきて。


　無む謀ぼうなぐらいにお人ひと好よしだったり。意い味み深しんな言葉を残してそっけなくなったり。


　どきどきぐるぐるするのはそのせいだ。誰にでも優やさしいようにも、誰かにだけ優しいようにも、どちらにも思えてくる先せん輩ぱい。目の前でカードの表と裏が切り替わるように印いん象しようが変化して、蜜を振り回して、楽しんでいるようにしか思えない。


「最悪です。あの人ずっとなんでもない顔してたくせに、い、いきなり人の家に電話かけてきて。それで」


　夕ゆう闇やみの電話ボックスの中にいたのは、まるで男の子のように短い髪の人。


　わからないのだ。逆光にまぎれてわかりづらかったが、あれは、誰だった──？


「双ふた子ごなんだよ」


「え？」


　たしかにネズミが言った言葉だった。


　ぐるんぐるんと首を回したと思うと、そのままネズミの頭が引っこ抜ける。おどろく蜜の前で、青いローブが宙ちゆうへ舞った。


「へーんしーんっ！」


　とう！


　くるりと一回転。そしてふたたび地面へ落ちてくる時にはもう、『変身』は完了していたようだった。


　一人の少年が、ローブをつかんだまま立っている。


　すっきりとした短髪に、五中の学生服姿──。


「そこの家にはね、性格は正反対だけど、見た目がそっくりな男女の双子がいたんだ……名前は、雪国と舞姫って言うんだ」


　蜜は、遅れて目を見開く。明るい空の下、その小こ柄がらな少年は、あまりにあの時の男の子に、そして、『先輩』にそっくりだったのだ。
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　──ひーほー。ひーほー。


　──ひーほー。ひーほー。


　雪国は、えっさほいさと運はこばれていた。


「は!?」


　身を起こそうとするが、できない。後うしろ手でにがっちりと手首を縛しばられ、足首を縛られ、まるでエビか豚ぶたの丸焼きだ。


「ちょっ、なに、なんなのこの体たい勢せい！」


「おお、起きたか淡谷。早かったな」


「芝目君！」


　エビのような雪国を、前・中・後の三人がかりで持ち上げ運んでいるのは他でもない、ＳＥＣの仲間たちだった。芝目が頭で、豆坂が足。大道寺が中の旗はた振ふり役である。


「暴あばれるな。重い」


「まさかこれ、き、君たちの仕し業わざ」


「おおそうとも。ぶったし蹴けったしひんむき……はしなかったなさすがに」


「────」


「まったく……二人そろって寝ね言ごとがカワイメなのは犯はん罪ざいではなかろうか……」


「わけわかんないため息いき吐つくなよ！　泣きたいのはこっちだ！」


　なんでこんな目に遭あわなければいけないのだ。


　たしか芝目に襲おそいかかられたところまでは覚えている。そこからいきなりこれである。


「つまり、事じ情じようはすべて聞いたのだよ。お前の姉ねえさんからな」


「舞ちゃんから!?」


　芝目は、舞姫から雪国を助けてくれと頼たのまれたのだという。このまま蜜と、すれ違って終わることがないようにと。


　雪国は、言葉をなくした。彼女の方から告こく白はくしてしまったという衝しよう撃げきは大きかった。


「兄あに貴き、女だったのだな」


　しかも、理由は雪国のため──。


「これから我われ々われは、お前を一駿河蜜のもとへ連れて行く。いいな？」


　雪国は、全身から血ちの気けが引く思いだった。


「……つ、連れてって、それでどうする気だよ」


「決まっている。まずはおとなしく会って話せ。しかるのち告白するがいい」


「無理だよ。そんなにうまく行くわけないだろ！」


「行かせるのだよ！」


　いやだ、やめてと暴れる雪国を、二人は無む視ししておさえこむ。


　芝目が、ＧＯと前方を指さした。


「さあゆけ豆坂構こう成せい員いん、大道寺構成員。まずは依い頼らい人にんと合流、そのまま一駿河蜜のもとへ運ぶのだ」


「ひーほー」


「裏うら切ぎり者もの！」


　少年たちは、エビ型少年をかついで走り続ける。廊ろう下かを曲がり、階かい段だんを下り、さらに走る。


「嫌いやだって言ってるだろ！」


　ひーほーひーほー、すべての悩める女の子たちのために。


「ぜったい、ぜったい、嫌だってんだ────────────っ！」





　暴れた。


　暴れて暴れて暴れた。


　校こう舎しやの渡り廊下は、異い様ような状じよう況きようを見守る外がい野やで人だかりができていた。


　いわく、空舟ＳエンジョＥイ委員Ｃ会名めい誉よ兄あに貴きとその配はい下か三人が、流りゆう血けつ寸すん前ぜんのプロレスをしているらしい。ルールは制限時間なし一本勝負。どちらも手て加か減げんなしのガチンコバトルで、動きを止めた方が、黄おう金ごんのチャンピオンベルトを付けられるとかなんとか。


「なんか内ない紛ふんらしいぞ？」「俺は男坂をのぼるための儀ぎ式しきだって聞いたけど」「ねえなんでもいいけど副会長知らない？」「おでんー、おでんにフランクフルトいかがっすかー」


　──オッズは両者の間をめまぐるしく行き来し、売り子がおでんを売り歩き、焼きそばが飛ぶように売れ、二年が仮か装そうパレードを行おこない、副会長は見つからず、その中で。


「この」


　芝目がうなる。


「──いいかげん、おとなしく、往おう生じようしろ！」


　いやだ！


「そっち！　行ったぞ豆坂構成員！」


　豆坂、指し令れいに吠ほえる。その屈くつ強きような腕の間から、雪国が軟なん体たい動物のようなブリッジですり抜ける。渡り廊下を突とつ破ぱしようとするが、脇わきから大道寺が。


「うおおおおりゃあああ」


　周囲で歓かん声せい。大道寺が叫さけびながらスライディングタックル。一瞬足を取られた雪国が、大道寺ともども床ゆかを転ころがる。雪国がわめく。


「今さらどの面つらさげて会えって言うんだよ！　ほんとは男で、スカートはいて女子校行ってましたなんて無理だよ！」


「だが会わなければはじまらなかった。違うか！」


　芝目が繰くり出だした一回転ドロップキックは、疲れのせいか慣なれのせいか、回転が足りずに腹から落ちるはめになった。


「へたくそー」


　外野の野や次じに、四人はそろって顔をあげ絶ぜつ叫きよう。





「「「「すっこんでろ！」」」」





　気き迫はくで黙だまらせた。


　雪国は、落ちてくる汗あせをぬぐい、手首にからまったままのロープを振り捨てた。誰だれもが荒い息で、誰もが真しん剣けんで、雪国自身の疲ひ労ろうも、そろそろ限界だった。


「──お前の気持ちは、わかる。淡谷雪国。俺たちはもてない。思いはたいてい通つうじない。自分を好きになってくれる人間なんていやしない。だが俺は、あえてお前に恥はじをさらしてもらうつもりだ」


「どうして！」


「それでも近づきたかったのがお前だからだ！」


　芝目が、立ち上がった。


　豆坂が、立ち上がった。


　大道寺も、立ち上がった。


「俺たちはな、何百の色いろ恋こい沙ざ汰たを傍はたで見てきた。見て、たまに口出しするだけだ。だがお前は違うだろ。見ているだけじゃ止まらなかった。お前の気持ちを無むにするな!!」


　雪国は、耳をふさぎたくなった。違う違う違う違う違う違う違う。押しつぶされそうな心の奥おくで、蜜の声が聞こえたような気がした。やわらかく、愛らしく、この偽ぎ善ぜん者しやめと。


「だって……そんなこと言われたって……！」


「おい淡谷！」


　雪国は駆かけだした。野や次じ馬うまも障しよう害がい物ぶつもなにもかもかき分けて蹴け倒たおして。


　拒きよ絶ぜつを見たくないのだ。


　あの時の蜜のおどろいた顔。訳わけを知れば、きっと本当に軽けい蔑べつする。


　なにが自分の気持ちだ。なにも考えずに突き進めたのは、進んだところで傷つくものもなにもないと思っていたからだ。


　舞姫が困こまってる。好きな子の近くに行きたい。はじまりはそこ。『舞姫』の格かつ好こうをして入いれ替かわれば、すべてが叶かなうと単たん純じゆんに思っていた。


　夢ゆめのようだった姿が、知れば知るほど実体に近づいていく。触ふれればあたたかいし、心を持っていることも知ってしまう。そのおどろきの前でさえ、『雪国』の欲や願望の部分は心の奥にしまっておけた。


　だってこれは自分ではない。傷つくのは自分じゃない。


　言ってみろ。楽らくじゃなかったか。むなしいけど楽じゃなかったか。悩なやんで幸しあわせを願ってみたところで、彼女が見ているのは『舞姫』だ。そう思って安心していた自分がいなかったか。こんなずるくて矛む盾じゆんだらけの想い、蜜に見せられない。知らせたくない。もう会えない。でも会いたい。わからない。


　四階まで一気にかけあがった。


　雪国のクラスの出し物は、目め隠かくしとヘッドホンを使った音おん響きよう重じゆう視し型がたホラーハウスだった。使用教室はリスニング教室で、この時間の教室自体は荷物置き場と化している。


　もぐりこんでやりすごそうと戸をあけると、人がいた。


「──やあ──淡谷」


「篤あつ基もとくん？」


　カーテンが半なかば閉じた、逆ぎやつ光こうの薄うす明あかり。中ですっと背の高いシルエットが、机つくえの間で浮うかび上がる。静かな、一コマ。


「──招しよう待たいリストが。淡谷が提出した招待リストの名前が違ってただろう。あれは、だめだ。訂てい正せいしてもらわないと」


「ねえ、篤基くん、聞きたいんだ」


「招待リストが」


「リストがそんなに違うと、なんなの？」


　汗だくの雪国を前にして、浮かんでいるのはなに？　笑えみ？


　雪国は、進んだ。見えない友人の顔を見み極きわめるように。


「そこに蝶間林さんがちゃんと載のってたら、どうするつもりだったの」


「違う」


「逃にげるか、休む？」


　できないから、今さらこんな工こう作さくを？


「その鞄かばんは、僕ぼくのじゃないの」


「違うんだ」


「いま入れようとしてたナイフは、誰がなにを切るために使ったの」


「ちがう。俺じゃ」


　彼は公こう衆しゆうの面めん前ぜんで言うのではないか？　なあ淡谷、そのナイフはどうしたんだ？


「警けい察さつに言ったの、篤基くん？」


　篤基の口の端はしが、いきなり別人のように引きつった。


「うヽるヽさヽいヽＳヽ」


　呪じゆ詛そめいた声。


「うるさいんだよ。どいつもこいつも、俺に指さし図ずするなあ────っ！」


　そのまま篤基史し郎ろうが、わめき散らしながら駆かけ出す。雪国は突き飛ばされ、背を打った。それでも転がるように教室を出る。芝目が階かい段だんを駆け上がってきた。


「ここにいたか淡谷弟！」


「みんな捕つかまえて！」


　あれが、Ｓ・ザ・リッパーだ。





　　　　　＊＊＊





　現地時間、一三：〇〇。


　Ｎ県けん警けい空舟署捜そう査さ一いつ課か、佐さ藤とう・青あお山やま両りよう巡じゆん査さ部ぶ長ちよう、本部指し令れいにより、行動開始。





　　　　　＊＊＊





「うまいんだよ。うまいんだよこんちくしょおお」


「それは仔こ羊ひつじのローストやスズキのポワレよりも価か値ちがございますの？」


「別種のうまさなんだよお」


「お泣きにならないで説明なさい。さあ」


　屋台の前で、胡蝶の宮とお好み焼き少年の論ろん戦せんが続いている。


　そして蜜は、ただ目の前の少年だけを見つめていた。


「その双ふた子ごはね、仲がよかったんだ。仲がよくて、おたがいにやりたいことや逃げたいことがあったから、とうとう学校まで交こう換かんすることになった」


　静かな語かたり口くちは、高くも低くもなく、やはり誰だれかを思い起こさせてしょうがない。


「……学校を、交換……？」


「そう。あのね、わざわざ性別まで変えて、お互たがいの学校にもぐりこんだり戻ったり。そういうことをしてたんだ」


　他のどの騒そう音おんも、聞こえなくなる思いだった。


　学校。


　性別を変えて、交換。


「わかる？」


「あ──」


　蜜は、なんとなく、目の前の少年がなにを言いたいのかわかるような気がした。


　あの短い髪かみの、男の子のような姿。あれもまた、『先せん輩ぱい』なのか──？


「あなたと、もう一人と、二人で一人……？」


「そう。それがボクらの秘ひ密みつ」


　屋台村の先で、なにかが起きたようだった。


　逃げて、と叫さけび声。





　　　　　＊＊＊





　対たい象しよう、凶きよう器きをもったまま移動。


　応おう援えんを願う。





　　　　　＊＊＊





　息せききって、人ひと混ごみの間を、少年たちが走り続ける。


「なああれは、どういうことだ？　淡谷弟！」


「僕を犯はん人にんにさせようとしてたみたいなんだ！」


　一時は間ま近ぢかに見えていた篤基の背中は、気づくとずいぶんと引き離されてしまっている。


　客や障害物にぶつかりそうになりながら、振り返らずに答えた。誰かがかかると仕し掛かけたことだが、リストの抜けに反はん応のうした篤基の姿は、明らかに常じよう軌きを逸いつしていた。


（なんで）


　彼はいま、どこへ行く？　なにをしようとしている？


　校こう舎しやを出た。日差しの青がまぶしい。


　チラシの紙かみ吹ふぶ雪きが舞い散る中庭は、有志の団体が屋台村を作っている。


「おまえのせいだああああ！」


　篤基が吠ほえる。周囲に人の割れ目を作り、ナイフを引き抜いたまま、屋台の前の蝶ヽ間ヽ林ヽ典ヽ子ヽに向かって突とつ進しんする。


　そして、その先には蜜と舞姫が立ち上がる姿。





　　　　　＊＊＊





　確かく保ほの判はん断だんをあおぐ。





　　　　　＊＊＊





　胡蝶の宮が悲ひ鳴めいをあげた。


　それは通とおり魔まにふたたび出会った恐きよう怖ふのせいか、単たん純じゆんに目の前にあるナイフの脅きよう威いのせいかはわからない。


　ともかく雪国は懸けん命めいに走った。胡蝶の宮の腕うでをつかもうとする篤基。その間に割り込んで、必死にその顔を振ふり仰あおぐ。


「だめ、篤基くんだめだよ！」


「うるさい、どけ！」


　ぎらりと光る瞳ひとみは、雪国の心を灼やくように射い貫ぬいた。


「──どうして僕なんだよ！」


「俺おれは、負けたくなかったんだ。誰にも、違う、お前にだけは！」


　なにを。何一つ、勝った気などなかったのに。


「一度だって抜けなかった。成せい績せきだけがお前の取とり柄えだ、俺はまだ他にもある、なぐさめたところでその殻からさえあっさり破りやがった。なあどうだ今の気分は」


　なあ。


　たずねる声が、涙なみだににじんでいた。


「かなしいよ」


　正しよう直じきに言った。


「なぜ」


「君みたいになりたかったから」


　その時の篤基の顔。忘れない。絶対に。


　そこに蜜の回まわし蹴げりが入った。気合い一いつ閃せん、ドレスの裾すそも気にせず低い位置から一気に蹴り上げた軌き道どうは、篤基を完かん膚ぷ無なきまで吹ふっ飛とばし、ナイフを遠く飛ばしていく。


　屋台の看かん板ばんに突つき刺ささって止まり、そこでまた新しい悲鳴があがった。


　篤基は気き絶ぜつしていた。蜜が座すわり込こむ胡蝶の宮にかけより、篤基にはＳＥＣをはじめとする別の男たちがむらがった。舞姫がネズミの頭を抱かかえて弟の名を呼ぶ。


　作戦決行から一時間後。


　午後の出来事だった。





　　　　　＊＊＊





　ずっと昔、少年は夢ゆめみたことがある。


　少年は騎き士しか英えい雄ゆうで、困ったお姫ひめ様さまを助けるために剣をふるうのだ。


　夏休みだけ通かよっていた学習塾じゆくで、こっそりそんな打ち明け話をしたことがある。


　──それ、ゲームかなにかの話？


　──ちがう。ただの夢。


　──姫なんていないじゃん。日本だぞここ。


　──んー、べつにほんとにお姫様じゃなくてもいいんだ。


　──じゃ、なんだよ。


　──なんだろ。好きな子、かな。


　隣となりの地ち区くの小学校の子で。自分はすぐに塾をやめてしまったけれど。


　忘れていた。あれは彼との会話だったのだ。





　かなしいよと言った時、彼は、くしゃくしゃの顔でたずねてきた。


　なぜ、の答えに、彼は笑った。


　また噓うそかよ。そう言いながら、それでも、ちゃんと笑ったのだ──。


「……そこいたの、ユキグニ」


　振り返ると、自分と同じ顔。舞姫だった。


「うあ、舞ちゃんだ……」


「なんかおもしろいものでもあるの？」


「うん。べつに。普ふ通つうっていうか……」


　雪国は言って、ゆっくりとまた柵さくにもたれる。


「……今さら、あそこに戻るのも変な気がしてさ」


　あそこ、と言って地上の祭を指さす。


　屋上のここにいれば、下や祭の様子はうかがえた。それなりの騒さわぎが現場で起きて、雪国たちも一時は隔かく離りというか缶かん詰づめをくらって、それでもそらご祭は続いているようだ。


　与えられた情報がまったくないからか、人の数や流れは変わらないようで、スーツ姿の見慣れない男たちが混まじっているのが、特とく徴ちようといえば特徴だった。


　どれもそろってがっしりしていて、そして首ヽがヽ太ヽかヽっヽたヽ。


（チャーシュー麵めんくれたおまわりさんたち、ちゃんと仕事してたんだな……）


　感かん慨がいにふける横で、舞姫が、隣に並ぶ。


「篤基がさ、さっき保健室で起きたみたい」


「へえ……」


　余よ罪ざいの話はこれからになるだろうが、起きた篤基は、今きよ日うの犯はん行こうを認みとめているという。


「受験でむしゃくしゃしてたとか、そんなこと言ってたみたい」


「そっか……」


「まったく……あれで反省してんのかな」


「するんだと思うよ。これから」


　小さな反はん論ろんを、少し意外な視し線せんで受け止められる。


　だけど、雪国は本気で思いたいのだ。今以上にのたうち回るかもしれないけれど、それでも篤基は、忘れることはないだろう。今日の日のことはすべて。


「……あー、なんか、いきなりお腹なかへってきたな。舞ちゃん、なんかない？」


「ボク？」


「頼たのむよ」


「わかった。取ってくるから」


　舞姫が言って、屋上を出ていく。


　適てき当とうな理由のつもりだったが、実じつ際さいなにも食べていなかったのだ。


　柵を背にして目をつぶると、どこか遠くで、ブラスバンドの演えん奏そうが鳴り響いているのがわかった。たしか体育館の方で、吹すい奏そう楽がく部ぶがコンサートをやっているという話だった。


　時間が変えるもの。変えないもの。ここはどこか。今はいつか。


　思わずラストまで聞き入ってしまい、そして雪国はあらためて目を開け、入り口に立つ少女を見るのだ。


「やあ。こんにちは、一駿河さん……」


「いいですか、お邪じや魔まして」


　一駿河蜜がひとり、雪国の顔をうかがっていた。


　あの頃ころの希望に反し、真っ先に怪かい獣じゆうを倒してしまったお姫様。本日の彼女は、綺き麗れいなシフォンドレスを着ていた。用意したコサージュがとてもよく似合っていた。


　戻れるものなら戻りたい。図と書しよ館かんで息が止まった、あの瞬しゆん間かんに。


「怪け我がの方、大だい丈じよう夫ぶですか先せん輩ぱい」


「うん。タイミング悪すぎてごめんね」


「蹴けっちゃって、ごめんなさい」


　篤基を押おさえる時に、雪国は一緒に蹴り飛ばされていたのだ。左手の絆ばん創そう膏こうはその証しよう拠こ。やたらしおらしいのは、そのせいらしい。だけど、彼女が謝あやまる必要はないだろう。


　男子の制服。短い髪かみ。どこからどう見ても、今の雪国に舞姫の面おも影かげはない。


　それでも、彼女は『先輩』と言った。


「事じ情じよう、聞いた？」


「はい。軽く」


　目の前に、彼女が立った。


　そこから会話が続かない。蜜は軽く唇くちびるをかみ、じっとこちらを見つめている。


　言いたいことはあるだろうに、何もだ。雪国は息をつく。素す直なおに──言うしかないのだ。


「本当はね、絶対に会いたく、なかったんだ。君を騙だましてたのは本当だし、今さら僕ぼくに、言えることなんてないって思ってた。だけど……どうしてだろ……。勝手に足が動いてた……」


「そうですか」


　先輩、と名を呼び。顔を上げた途と端たんにぱしっと。


　彼女の右手が、雪国の頰ほおをはたいていた。


「これの意味はわかりますか？」


　口く調ちようはやわらかかったかもしれない。けれど、その目は決して笑っていなかった。


　きついまなざしが、ひどくなつかしくてさびしい。


「最低？」


「ばか！」


　今度こそ彼女は顔を赤くした。


「ばか。ばか。最低。今度こそ最低ですよ。蜜がそんなことで怒おこると思ってるその神しん経けいがです！」


　信じられない、雪国は目をむいた。


「ほんとう？」


「何度も言わせないでください」


　でも、雪国はまだ信じられなかったのだ。


　蜜はふっと笑えんでみせた。堅かたいつぼみをほんの少しだけほころばせるような、たぶん、はじめてみせてくれた笑顔だった。





[image: ]


（大丈夫）


（おこってない）


　赦ゆるしと安あん堵どが、波のように全身を襲おそった。ありがとう──雪国は、とっさに彼女を抱きしめたくなって、その肩かたへ手をのばすものの。


「男ヽ装ヽしヽてヽてヽもヽ、お人ひと好よしなとこはかわんないですね。淡谷舞姫先輩」


　空くうを切る、手。


　雪国は、味あじ気けない鉄てつ柵さくの棒ぼうをつかんだまま、長く顔をあげられなかった。


「まったく、びっくりさせないでくださいよ。ほ、ほんとに、お、男の人かと思って……どきどきしちゃったじゃないですか」


　一駿河さん。一駿河さん。


「これに懲こりたら、もう二度と変な隠かくし事ごとなんてしないでくださいよ。蜜の心しん臓ぞうがもちませんからね。いいですね先輩！」


　ちがうってば。


　たしかに彼女は、怒りはしなかった。同じ顔が二つなんて話を聞かされても、特に混乱もしていなかった。うれしいけど、笑ってもくれたけどちょっと待ってよ一駿河さん。


　一いつ世せ一いち代だいの勇気。ぱたぱた去っていく蜜を、追いかける気力もすでになかった。


「みごとな誤ご解かいっぷりなり」


「舞ちゃん!?」


　舞姫がスチロール皿さら入いりの焼きそばをすすりながら、たずねる。


「ユキグニ、また女子校行く？」


「ねえそれしか僕の道ないの!?」


「入れ替わるなら協力するぞ。兄あに貴きはうちでも得え難がたい人材だ」


「うわあこっちも！」


　ＳＥＣまでうなずいている。


（外そと堀ぼりが、外堀が埋まってく）


　そもそも舞姫たちの説明がおかしいから。とりかえ通学なんてはじめるから。不ふ毛もうな考えが頭の中を回りはじめる。


「冗じよう談だんじゃ、ないよっ！」


　ぼくは、男だ。


　祭りの終わり──言えない叫さけびが、雪国の中で渦うずをまいた。





　　　　　＊＊＊





「淡谷雪国……ね。覚おぼえましてよ」


「はい？　どうされましたお姉ねえ様さま」


「いいえ。さあ。帰りましょう蜜」


　夕焼け。肩で息をしながら隣となりに追いついた蜜に、蝶間林典子は車の扉とびらを指さし示しめした。


　すでに五中の正門には、彼女たちが青美へ戻もどるリムジンが列をなしている。


　背はい後ごの校こう舎しやでは、撤てつ収しゆうの声があちこちから聞こえていた。一台、また一台と走りだすフロントガラスとボンネットに、六月空が光って映る。美しい夕ゆう陽ひに染そまって輝かがやく。


「たいへんな一日でしたね」


「でも、収しゆう穫かくもありましたわ」


　車中のシートで、蝶間林典子はヘアピンを外はずした。留とめていた髪かみを下おろし、むきだしの肩や腕うでに触ふれてくる髪の感かん触しよくに、あらためて目を細める。


　果か敢かんに割り込もうとして触れてきた手が、まだ克こく明めいに思い出せる。


　あの淡谷舞姫の、双子の『弟』。


（あたくしのものにできるかしら）


　それならなにが必要だろう。行動のために必要な計けい略りやく。たとえばそう──。





　　　　　＊＊＊





　そして雪国は、ふたたび青美女学院に通いはじめたのだ。


　小さなトラブルも、ささいなもめ事も、若光の君には日常のうち。そんなあわただしくも平和な放課後、いつもの花はな園ぞのの片かた隅すみで。


「……ねえ、先せん輩ぱい」


「…………」


「先輩」


「…………」


「先輩てば」


　勘かん違ちがい少女の蜜は、雪国が持ってきたマヨ玉ロールパンを食べていた。


「……なに、一駿河さん。それなくなってもカツサンドなら袋にあるよ。大だい丈じよう夫ぶだよ」


「そうじゃなくて。週末の予定はありますか？」


「は？」


　雪国は、あらためて彼女の顔を見た。


「ないなら、兎と羽ば山やまの温泉まで一緒に行きませんか？　典子お姉様のご指し名めいなんです」


「こ、胡蝶の宮の──？」


　心当たり、あるんですか？


　なにやらそう言いたげな蜜のまなざしに、一気に怒りだしそうな不ふ穏おんな気け配はいに、あるわけないと首を振る。


　ええとあれ、なんかでかい嵐あらしが来そうですか──？






あとがき







　どうも、はじめまして。竹たけ岡おか葉は月づきです。このあとがきもファミレスの隅すみっこで書いております。ジョナサンのデトックスどくだみ茶がうんまいです。


　世の中には「お家うちじゃないと執しつ筆ぴつなんてできないっ」という方かたもおられるようですが、私はまったくの逆なんです。家だと際さい限げんなくだらけてしまうダラダラ人間なのです。


　そういう時は仕事道具一いつ式しき抱かかえてファミレスに行きます。予定が合えばイラスト描かきの姉あね上うえも一いつ緒しよに行きます。ノートパソコンとスケッチブック抱えた変な姉し妹まいは今日も禁きん煙えん席せきに陣じん取どります。


　お互たがいやってることは別なのですが、雑ざつ談だんの中で相談したりは普ふ通つうにするわけです。


「髪かみがめんどくさい……」


「ハゲにするとか？」


「手が……」


「……ミトン手て袋ぶくろ装そう備びさせたら？」


「構こう図ず……」


「シャボン玉飛ばして、そこにキャラの顔全員入れたら？」


　姉は悲しそうな顔をしたあと、ドリンクバーを取りに行きました。そうです、私のアドバイスはたいていなんの役にもたたないからです。





　今回書いたお話は、双ふた子ごの男の子と女の子の入いれ替かわり物です。魔ま法ほうとか不ふ思し議ぎな要よう素そはありませんが、そのぶんラブと学校てんこもりにさせていただきました。


　なんせ女子校パートと共学パートで二校ぶんあります。制服も人間関係も二倍二倍。入れ替わって戻もどって髪型も変わって……私は楽しかったですが一番大変なのは描かき分わけの限界に挑ちよう戦せんするよう太さんなのは言うまでもありません。ありがとうございます！


　なお作中の詩は、『鷗おう外がい選集　第十四巻／岩波書店』から引いん用ようさせていただきました。


　この本と同時発売の雑誌『ドラゴンマガジン５月号』では、雪国たちの短編も載のせていただいております。今後もおかしくてちょぴっと切せつない恋話を書いていけたらいいと思っておりまして、「いんじゃね？」なんて思ってくださるなら幸いです。


　それではでは。次回、湯ゆ煙けむりの国でお会いしましょう。




竹岡葉月
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竹たけ岡おか葉は月づき
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